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　　　　プロローグ







「返してっ、ねえ返してよっ！」

　お気に入りの人形を奪われた少女は必死に叫びながら追いかけるが、人形を持った男子の方が足が速く、追いつくことができなかった。

　幼稚園の園庭での出来事である。いつもなら先生が注意して人形を取り返してくれるところだが、別の場所で起きた男子どうしのケンカに構ってしまっているせいで、少女の危き機きに気づいていない。

「追いついたら返してやるよ」

　自分の方が足が速いと確かく信しんしたその男子は、人形を振りながら少女を挑発する。

　決して悪意によるものではなかった。どの年代の男にでも備わっている、気になる女子にちょっかいを出したくなるという性さがによるものであった。だから彼も、少女が泣き出す前には返そうと思っていた。泣かせてしまっては、後で怒られるのは自分だ。

「返してっ……ねえっ……」

　少女の声に涙が混じる。これはまずいと思った彼は、「わかったよ」と言いながら少女に歩み寄った。乱らん暴ぼうな方法ではあるが、どうしても彼は少女に構って欲しかったのである。おそらく、これが彼の初恋なのだろう。

　が、彼が少女のもとへたどり着くことはなかった。

「シャイニィィィング……スラァァァッシュ！」

　当時放送されていた戦隊ヒーローの必殺技を叫びながら、一人ひとりの男子が彼に痛烈なチョップを繰くり出したのだ。少女しか見ていなかった彼は横から飛んできたチョップを鎖さ骨こつのあたりに思い切り喰くらい、尻しり餅もちをついてしまった。

「何すんだよっ！」

「シャイニィィィング……バスタァァァ！」

　という名の跳とび蹴げりによる追つい撃げき。実際は巨大ロボが放つビームのことであるが、まあ何でもいいのだ。これも見事にヒットし、彼の手から人形がこぼれ落ちた。少女より先に、彼が泣き出してしまった。とんでもなく痛かったのだ。

　シャイニングの男子は人形を拾い上げ、砂を払うと、それを少女の手に返した。

「あ……ありがとう」

「それ気に入ってるやつだろ？　家に置いてこないと失なくしちゃうぞ」

「でも、ずっと持ってたくて……」

「じゃあ、誰だれかに持っていかれたら俺おれに言えよ。すぐに取り返してやるから」

　シャイニングの男子は得意げに言った。技が上う手まく決まって満足しているようだ。

「うん。……あ、でも、泣かしちゃったのは謝あやまらないと……」

　人形を奪った彼はまだ泣いていた。その鳴き声で先生も何かあったと気づいたようだ。

「いいんだ。涙の数だけ強くなれるって誰かが言ってた。アスファルトに咲く花のようになれるんだって」

「あすふぁるとって何？」

「知らん」

　シャイニングの彼もある意味で乱らん暴ぼうだった。先生にばれると捕まって怒られて遊ぶ時間が減ってしまうので、シャイニングの彼は少女の手を引いてその場を離はなれることにした。

「いつもありがとう」

　こうやって少女を助けるのは、今日きようが初めてではなかった。

「俺はいつでもお前の味方だからな」

「……本当に？　いじめたりしない？」

「しない！　ずっとお前の味方だ！」

　少女は手を引く少年の背中を見つめながら、笑った。

「ありがとう」

　誰が予想できただろう。

　その時はまさかこんな形で敵対することになるなんて、思いもしなかった。













　　　　第１話　無線ＬＡＮと始業式







　クラスメイトの宇う留る野の麻ま未みがあるネットゲームにハマっているという情報が広がったのは、中間テストが終わった六月の最初だった。その情報はクラスから学年へとあっという間に伝わっていくことになる。

　一年Ｃ組の宇留野麻未は学年で一番かわいい女子であるということは男子たち共通の認にん識しきであり、そこに異い議ぎはなかった。少し茶ちや色いろの入った髪は肩のあたりまで、暇な奴やつが調ちよう査さした結果、日替わりのヘアピンは計二十三種類。ぱっちりした目に唇は薄うすめ、帰宅部ながら運動神経はよく、体育の授業では女子の中で一番はしゃいでいる。

　明るい性格で、男子ともよく喋しやべる。かといって媚こびるような素振りもなく、女子を敵に回すようなこともない。言ってしまえばでき過ぎな女子だった。

　そんな麻未がネットゲームに夢中だと知った時、意外に思った奴は少なくないだろう。勝手なイメージだが、ネットゲームなんて暗い人間がやるものだと思っていたからだ。テレビで引きこもりの特集が流れると、そこにはインターネットがもれなくついてくる。ネットゲームのために学校を辞めた、仕事を辞めた、起きている時間はほとんどゲーム。もちろんそんな人は一部なのだろうが、その一部をテレビが取り上げるので、やはりネットゲームの悪い印象は払しょくできない。麻未が自分からカミングアウトしなければ、麻未とネットゲームを結びつけることはできなかった。

　ともかく、麻未がネットゲーマーであることを明かしたことで、クラス、いや学年の男子たちが動き出した。麻未と同じゲームを始めることで、麻未と共通の話題を持つことができ、接点を増やせる。しかもネットゲームだから、上う手まくいけばゲームの中でも麻未と行動を共にすることだって可能だ。

　まったく、男というのはいつだって浅はかである。

　そして初はつ島しま理り央おも、その浅はかな男の一人ひとりだった。

「母かあさん、頼みがある」

　夕食を作る母の背中に、理央はできる限りマジメな声で言った。

「何？　弟が欲しいなら無理よ。私はまだいけるけど、お父とうさんがもうダメだもの」

「生々しいこと言うなよ！」

　というより、妹がいるからもう下はいらない。

「じゃあ何？」

「自分用のパソコンが欲しいんだ」

「『そういうの』観みるならお父とうさんのポータブルプレイヤーがあるでしょ。それを使いなさいよ」

「違ちげえよ！」

「それにお父さんのコレクションの場所も知ってるから、バレないように借りていきなさい。女教師モノが多いけど、贅ぜい沢たく言わないでね」

　父が不ふ憫びんでならない。でも場所は後で教えてもらおう。そういえば母は結婚するまで中学の教師だった。ある意味で納得した。ある意味ですげえよ父。

「違うんだよ母かあさん。流は行やってるゲームがあって、それがやりたいんだ」

　淡々と料理をする母に、理り央おは切実に訴える。

「ゲーム？　パソコンでやるの？」

「そう。ネットゲームなんだ。クラスのみんながやっててさ……」

「友達がやっているから」というのは小学生みたいな理由だと自分でも思うが、事実、クラスの大半の男子はすでにゲームに参加していて、話題についていけないこともある。

「ゲームだったら、自分のお小こ遣づかいで買うべきなんじゃないの？　凛りん子こはお金貯ためてパソコン買ったじゃない」

　それを言われると辛つらい。二つ下の妹は、お小遣いとお年玉を堅実に貯金し、自分用のパソコンを買っている。理央はというと、中学卒業後の春休みに友人と遊ぶために使ってしまい、貯金はほとんどない。

「だからその、出世払いってのは……」

「あんたが出世できるとは思えないけどねー」

「それ息むす子こに言うか!?」

「だいたい、出世の定義が難むずかしいでしょ。もし自営業なら何をもって出世とするか決めておかないと」

「そこまで細かい話じゃねえよ！」

　くそう。母を説得できないとなれば、父に頼んでも結果は見えている。我が家の財布の紐ひもは母が握っているのだから。

「じゃあ夏休みバイトしていいか？」

　自分の金で買えと言われたなら、方法はこれしかない。お小遣いを貯めて買おうと思ったら年単位の話になる。幸い、学校では禁止されていない。

「いいわよ。っていうか、そう言い出すのを待ってたんだけどね。どうせ部活やってないんだから、暇な時間で軽く社会勉強してきなさい」

「……なんか親っぽいこと言ったな」

「親だからね。ま、『バイトでも結構稼かせげるじゃん。だったら正社員なんかにならなくてもよくね？』って勘違いしない程度に頑張りなさい」

「また生々しい！」

「ほら、二軒隣となりの次男くんなんかがそうでしょ？　三十近いのに」

「やめてあげて！」

　こうして、理り央おの夏休みはアルバイトで埋まることになった。中学時代の友人がすでにコンビニで働いていたので紹介してもらい、自分でも驚おどろくほど簡かん単たんにアルバイトを始めるに至る。友人が一いつ緒しよというのは心強く、理央が働いていることを知った別の友人がからかいに来たりと、それなりに楽しく働くことができた。しかし、すでにパソコンを持っている妹によれば、ネットゲームをやろうと思ったら性能のいいパソコンを買った方がいいらしい。もちろん性能に比例して値段は高くなり、今のままでは足りないと思った理央は、コンビニのシフトが入っていない時間に映えい画が館かんでのアルバイトを入れた。

　こうして夏休みにコンビニでレジを打ち続け、映画館でチケットをもぎり続けた結果、理央はまとまった金を手に入れた。給料日は先になるので、正せい確かくには給料としてもらえる分の金を母から借りたのだが。

　父に車を出してもらい、労働で得た現金を握にぎり締しめ、家電量販店で店員に訊きいてゲームに適しているパソコンを買ったのが八月三十一日のことだった。かわいい女子と仲良くなりたいという理由だけで、男はここまで頑張れるのである。

　クラスメイトたちからは三か月ほど遅れてのネットゲーム参入となったが、まあ仕方ない。ほとんど遊ばずにアルバイトに明け暮れた自分を褒ほめてやりたい。

　パソコン関係に疎うとい理央は設置に苦労したが、何とか新品のパソコンを起動した。

「おぉ、ついたついた」

　電源が入っただけで思わず独り言が出てしまった。

　理央が買ったデスクトップパソコンは、本体とディスプレイが黒いデザインだ。理央は想像する。このパソコンを人間に例えるなら、黒い髪が美しい、年上の女性に違いない。八月に自分のもとへやって来たから、「葉は月づきさん」と名づけよう。

　現在夜の八時、まだ時間はある。よし早速始めよう。すでに始めているクラスメイトによれば、店でソフトを買わなくても、インターネット上で登とう録ろくして、ダウンロードとかいうやつをすればいいらしい。利用料として毎月一五〇〇円かかるというので、言われるがままにプリペイド式の電子マネーを買ってある。

「……あれ？」

　始められない。というより、インターネットに接続できない。ネットゲームなんだから、インターネットができなければ話にならない。

　ここは詳しい妹に訊くしかあるまい。もはや自分の手には負えない。

「凛りん子こー、入るぞ」

　隣の部へ屋やで妹の凛子はパソコンに向かっていた。

「どしたの？」

　パジャマ姿の凛りん子こはくるりと椅い子すを回した。いつもはサイドポニーにしている髪も、風ふ呂ろあがりなのでおろしている。

「インターネットができない。どうすりゃいいんだ？」

「そりゃ設定しないとできないっしょ。ちゃんとした？」

「設定って、今のパソコンはインターネットもついてくるんだろ？」

「え、何その残念な発言……。兄にいちゃん、ホントにそっちの知ち識しきないんだね。無む線せんＬＡＮって聞いたことある？」

　凛子は引いているようだった。

「ムセン・ラン？　あの台たい湾わんの歌手の？　歌も上う手まいけどダンスもなかなかいいよな。グループ抜けてソロになるって聞いたときには驚おどろいたけどよ……」

「いいよ無理に知ったかぶらなくて」

「くっ……」

　凛子はパソコンの横に置いてある、白くてよくわからない物と、黒くてよくわからない物を指さした。

「これがモデムで、こっちがルーター。うーん、何て言ったらいいかな。モデムでネットができるようにして、それからルーターで複数のパソコンでネットができるように広げてるって感じかな」

「モデムがコンセントで、ルーターってのがタコ足配線みたいなもんか」

「兄ちゃんって、理解は無む駄だに早いよね。で、兄ちゃんが持っているトンカチは何に使うのかな？」

　念のために持ってきていたが、どうやら活かつ躍やくしそうである。

「ルーターを俺のと繫つながないといけないだろ？　壁かべに穴あけねえと」

「……兄ちゃんさ、物心ついた時から面おも白しろくなかったことないよね」

「そりゃどうも。んじゃ、穴あけるからベッドどかすぞ」

「無線だってば！　ルーターから、えっと……『ネットできる電波』が出てて、それをパソコンで受信できるようにすればいいの！」

「そんなことできんのか？　すげえな葉は月づきさん」

「急に誰だれ!?」

　パソコンに名前をつけたと言ったら凛子は引くよりも呆あきれたようだったが、ともかく凛子から設定に使うＣＤを借り、葉月さんは無事にインターネットを習得した。

　やっとのことで理り央おは自分のパソコンを手に入れ、ゲームを開始することができた。まさか夏休みがアルバイト漬けで終わるとは、入学した時には想像すらしていなかったことである。

「お、これだ」

　麻ま未みが参加しているネットゲームは、名前を「勇ゆう魔ま戦せん争そうオンライン」という。教室で喋しやべっている友人たちの話を総合すると、まだリリースされてから日が浅く、参加者も他ほかと比べると少ない。もっとも理り央おは「他」を知らないので参加者の数には興きよう味みがない。

　オーソドックスな感じのファンタジーな世界の中で、勇ゆう者しや軍ぐんと魔ま王おう軍が戦争をしている。プレイヤーはゲーム開始時にどちらの軍に所属するか選び、モンスターを倒してレベルを上げ、同じ軍の仲間と共に敵の領地に攻めていく。このゲームは、プレイヤーどうしの戦いを醍だい醐ご味みとしているのだ。

　理央は迷わず勇者軍を選択。何な故ぜなら麻ま未みが勇者軍だからだ。仲良くなるためにやるのだから、敵側に回ってしまったら意味がない。キャラクターの名前は「リオ」。

　本当なら好きな名前を考えるところだが、実名を使うのには理由がある。麻未との交流を目当てに始めた男子が多いせいで、麻未が使っているキャラクターの周りには同じ学校の生徒が溢あふれかえっている。実際の知り合いが集まっているのだ。そこで生まれたのが、「本人を特定できる名前を使うこと」という暗あん黙もくのルールだ。ゲームの中で誰だれが誰なのかわかっている状態だと、抜け駆け、裏切りといったような悪事ができなくなる。そんなことをした次の日には、学校リアルでの制裁が待っている。そして何より麻未に嫌われてしまう。そうやってお互いを牽けん制せいするためのルールだった。そのルールを麻未が受け入れたので、男子たちは律りち儀ぎに守って本名を使っている。

　性別を決めて、次は職しよく業ぎようである。理央はすでに剣士にしようと決めている。冒険をするならやっぱり剣で戦いたい。そういえば、麻未の職業は何なのだろう。まあ、明日あしたから学校が始まるから、そこで訊きけばいいや。

　と、職業を選ぶ画面に移ったところで、理央は不ふ思し議ぎなことに気づく。どうにもわけがわからないので、勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインの先せん輩ぱいであるクラスメイトの堀ほつ田た夏なつ樹きに電話することにした。

「夏樹、ちょっといいか？　俺おれさ、勇魔戦争を始めたんだけどさ」

『マジで？　やっとパソコン買えたか。もち勇者軍だよな』

　夏樹は入学してから最初に仲良くなった友人で、サッカー部に所属している。麻未にお近づきになるためにすぐにゲームを始めたが、運動部の宿命として、頻ひん繁ぱんにログインできないことを嘆いていた。

「ああ、勇者軍を選んだんだけどさ、職業ってこれ自由じゃねえの？　なんか質問攻めにされてるんだけど」

　職業選択の画面には生年月日や趣しゆ味みを入力するところがあって、素直に入力したら今度は四択の質問が始まったのだ。

『そうなんだよ。質問の答えしだいで勝手に職業が決められんの。何気に斬ざん新しんじゃね？』

　夏樹が言うには、後から転職もできるが、納得がいくまでキャラクターを新規作成する人もいるらしい。しかしそれだとこのシステムの意味がないので、理央はどんな職業になってもやり直さないと心に決め、質問に挑んだ。





質問１　あなたの好きなラーメンの味は？



①とんこつ　②とんこつ醬しよう油ゆ　③塩とんこつ　④とんこつ





質問２　もしもピアノが弾けたなら？



①弾く　②弾くかもしれない　③気が向いたら弾く　④よく見たらピアニカだった





質問３　なんとなくわかるんだけど書けない漢字は？



①挨あい拶さつ　②孕はらむ　③糊のり　④蒟こん蒻にやく




　……これで何がわかるというのか。

　無意味に近い２０個ほどの質問に答え、やがて画面に職しよく業ぎようが表示された。

『あなたに適した職業は料コ理ツ人クです』

「なんか冒険しなさそうなのになったぞ！」

『うわ、料理人とか逆にレアだわー』

　電話の向こうの夏なつ樹きは笑っている。夏樹もこれからログインするらしいので、ゲームで会おうと言って電話を切った。

　何になっても文句を言うつもりはなかったが、料理人とは。っていうか、どうやって戦うんだよ。

　それから四頭身くらいのキャラクターの髪型、目の形や色を決めた。自分に近いものを選んだつもりだが、似ているかどうかはわからない。

　するとムービーが流れ始めた。たくさんの人が二つの陣営に分かれて戦っている。剣と槍やりが交わり、火や水の魔ま法ほうが飛び交う。勇ゆう者しや軍ぐんと魔ま王おう軍の対立を現しているようだ。画面が切り替わり、とある村に移った。そこに一人ひとりの少年が立っている。ベースは白いコック服だが、腕と脛すねの部分が鎧よろいに覆おおわれているという一風変わった出いで立たちの戦士。画面が黒くなり、白抜きの文字で「あなたが勇者軍を勝利に導みちびくと信じて」と大きく表示され、ムービーは終わった。

「なんかいいじゃん」

　こうして料理人「リオ」は、勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインの勇者軍のメンバーとして誕たん生じようした。もし魔王軍で始めていたら、少し違ったムービーが観みられたのだろう。

　最初は小さな村から始まり、簡かん単たんな説明を受ける。初期装備を確かく認にんすると、料理人らしく武器はフライパンだった。こんなものだろうと思っていると、「ナランの骨」というアイテムを持っていた。何の効果があるのかはわからないが、ＳからＥに分けられているレア度のうちＢランクだった。なかなかいいアイテムなのではなかろうか。そういえば、最初にランダムでアイテムが与えられ、運が良ければレアな物が手に入ると夏樹が言っていた。

　とりあえず売らずに持っておくことにして、理り央おは村の中をうろうろしてみた。が、すぐに飽きて村の外に出ることにした。やはりゲームといえば戦せん闘とう。最初の村の周りなんて、どうせスライムみたいなモンスターしかいないだろう。夏なつ樹きが来るまで、少しでも経けい験けん値ちとお金を稼かせいでおこう。ＨＰが減ったら村に戻って回復すればいいし。

　理央の思惑通り、村の外には外見でザコとわかるモンスターがいて、フライパンでも十分に勝つことができた。

　楽しくなってきたところで、夏樹から電話。

『そろそろそっちに着くけど、村の中か？』

「いや、外でモンスター倒してる。ザコばっかりだな。……あ、誰だれか近づいてきた。よし、会話にチャレンジしてみるぜ」

　ゲームを始めて最初のプレイヤーとの会話である。名前が青文字で表示されているので同じ勇ゆう者しや軍ぐんだ。見た目からして男の魔ま法ほう使つかいのようだ。魔ま王おう軍だと赤文字になる。緊きん張ちようしながらも画面の左下に「初めまして」と打ち込んだところで、夏樹が言った。

『気をつけろよ。勇者軍だからって味方とは限らねえからな』

　何を言っているのだ夏樹は。勇者軍なら味方に決まっているではないか。

「初めまして。今日きようからゲームを始めました。よろしくお願ねがいします」

　苦労しながら文字を打って当たり障りのない挨あい拶さつをすると、向こうも「初めまして」と返してくれた。ちょっと嬉うれしい。そういえば「よろしくお願いします」はショートカットキーが設定されているんだった。試しに押してみたら発言してしまった。

「ところで、最初にアイテムもらいますよね。何もらいました？」

　あまりに普通に訊きかれたので、理央も普通に答えてしまった。

「『ナランの骨』ってやつです。これって何に使うんですか？」

　きっと優やさしく教えてくれるだろうと期待していた。が、次の瞬しゆん間かん、理央は魔法使いの男に攻こう撃げきされた。火の玉が理央に直撃し、ＨＰが半分以上減ってしまった。

「ちょっ！　何でだよ！」

『どうした！』

「何か知らんが攻撃された！　やべえ、こいつ味方じゃねえのかよ」

『そいつＰＫだ！　逃げろ理央！』

「はあ？　お前サッカー部だからっていきなりサッカーの話してんじゃねえよ！　こっちはそれどころじゃねえんだ！」

　レベル１の理央が勝てる相手ではない。逃走を図るが、追いかけて魔法を撃うってくる。回復アイテムも持っていないので、次に攻撃を喰くらったら死んでしまう。

『ＰＫペナルテイキツクじゃねえよ！』

「じゃあＰＫぽつちやり系のことか？」

『そう略した奴やつはお前が初めてだろうよ！　ＰＫプレイヤーキラーだ。お前を倒してアイテム奪おうって奴だよ！』

「何だよそれ！　反則じゃねえの？」

　ありったけの罵ば倒とうをＰＫ野郎に浴びせたいが、キーを打つ余裕がない。なんとか村まで逃げたいけれど、ザコモンスターを倒すのに夢中になって離はなれてしまっている。他ほかのプレイヤーの姿も見えない。みんな、もっとレベルの高いモンスターがいる場所にいるのだろうか。

『このゲームはプレイヤーどうしの戦いが売りだからな。ＰＫも楽しみ方の一つっちゃあ、一つだな』

「他ひ人と事ごとだからって平然としやがって。明日あした学校いったら覚えとけよ！」

『ゲームの話をリアルに持ち込むとかないわー』

「ぜってえ殴る！　つうか早く助けに来いよ！」

　電話を切る。夏樹を罵倒してもどうにもならない。理り央おは岩とか木を盾にしながら逃げ続ける。ＰＫ野郎はしつこく追いかけてきた。このままだと、運よく手に入れたＢランクのアイテムを失ってしまう。

　ちくしょう。あいつ、絶対根暗で彼女とかできたことなくてマザコンで天然パーマで全身お母かあさんが買ってきた服だよ。決めつけも甚はなはだしいが、そうでもしないとこの悔しさが爆ばく発はつしてしまう。

　そしてついに理央は追いつめられる。苦し紛れに適当なショートカットを押すと「ありがとうございました」と発言してしまってわけがわからなくなった。

　ＰＫ野郎が魔ま法ほうを放つ瞬しゆん間かんだった。画面の外から大きな光の玉が飛んできて、ＰＫ野郎を吹っ飛ばしてしまった。表示されたダメージから、かなりの攻こう撃げきだったことは理央でもわかった。

　きっと近くにいたプレイヤーが助けにきてくれたのだ。いやあ、この世も捨てたものではない。

「大丈夫だった？」

　セリフが画面左下に表示され、同時に今の光の玉を放ったと思われる女のプレイヤーが現れた。さっきのは魔法のはずだから、職しよく業ぎようは魔法剣士だろうか。

「助かった。ありがとう」

　素直に礼を言った。しかもその女剣士は親切なことに回復アイテムをくれた。遠えん慮りよなく使わせてもらい、理央のＨＰは全回復した。

　吹っ飛ばされたＰＫ野郎は戻ってこない。この女剣士には勝てないと判断したらしい。

　下がスカートのようになっている鎧よろいは銀と青で彩られていて、腕を守る小こ手てと足を守るレガースもきっちり装備。一目でカッコいいと思えるプレイヤーだった。

　それに、誰だれかに似ている気がする。

「最近ね、この辺で悪質な初心者狩りが頻ひん発ぱつしてるって聞いて、張り込んでたの」

　ゲーム開始時にランダムでもらえるアイテム。完全に運任せなので、場合によっては初心者が貴重なアイテムを所持していることがある。それを狙ねらってのことだという。

「なるほどね。俺おれ、Ｂランクの持ってんだ」

「じゃあなおさら助けたかいがあったよ。職しよく業ぎようは料理人？　珍しいねー」

「なんか質問に素直に答えてたらこうなった。職業がランダムっつうのは面おも白しろいな」

　自由に選べるとなると、どうしても偏かたよりが出るだろう。誰だれだってカッコいい武器を装備したいし、カッコいい魔ま法ほうを使いたい。もちろん、マイナーな職業に楽しみを見出みいだすプレイヤーもいるとは思うけど。

　慣なれないタイピングでたどたどしく会話。

　しかし、理り央おはまだ警けい戒かいしている。この女剣士もＰＫなのではないか。ということではなく、中身が実は男なのではないかということに。ネットの世界では女を演じる男がいて、その逆も存在する。きっと誰もがそれも「込み」で楽しんでいるのだろうが、初めて会話をした相手が、何ていうんだっけ、ネカマか。そんなだったらなんかヘコむ。

　名前こそ「マミ」だが……。

「おぅ？」

　思わずディスプレイの前で声が漏れる。

　理央は女剣士の名前を二度見する。いや、そうとは限らない。いやしかし、わずかな可能性に賭かけて訊きいてみてもいいか。でも違ったら……。

　ぐるぐる悩んでいるうちに、女剣士マミが口を開いた。

「ねえ、間違っていたらごめんなさい。『リオ』って名前、もしかして、私と同じクラスの人かな。えっと、リアルの高校でのことなんだけど……」

　もしリオの中身が理央でなかったら、マミの質問は空振りに終わっていた。でも、こちらにも心当たりがある。

「実は俺も同じことを考えてた。そうだ。試しにマミが知っているリアルの俺の情報を言ってみてくれ」

「え？　えーっと……。身長は１８０弱くらいで……」

　まあまあいる。

「帰宅部で……」

　死ぬほどいる。

「いつも購こう買ばいでファンタオレンジ買ってて……」

　グレープよりもいる。

「そうそう、一学期の調ちよう理り実習で肉まんが爆ばく発はつした人！」

「俺だ！」

「きゃー！　やっぱり！　私だよ。麻ま未み！　初はつ島しまくんも始めたんだねー」
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　なんという幸さい先さきのよさ。宇う留る野の麻ま未みと共通の話題を作るためにアルバイトをしてお金を貯ためてパソコンを買ってネットゲームを始めたわけで、その麻未とゲーム内でもう知り合うことができた。夏休みの苦労を神様は見ていてくれたのだ。

「パソコン持ってなかったからバイトしてたんだ。んで、今日きようパソコン買って始めた」

「へえ。じゃあ今日から勇者軍の仲間だねー」

　マミの顔のあたりから小さな吹き出しがぴょんと出てきて、中で音符が踊った。なるほど、こうやって感情表現ができるのか。麻未に習って理り央おも星のマークを出してみた。

「おーい、生きてるかー」

　そこに夏なつ樹きがやってきた。暗あん黙もくのルールに則のつとって名前は「ナツキ」だった。

「生きてるぞ。そしてお前はもう用無しだ。どっかいけ」

「ひどっ！　っていうか宇留野さんいるじゃん。こんばんはー」

「どもー」

　前からゲームに参加している夏樹が麻未を知っていてもおかしくはない。一学期、決して麻未と喋しやべったことがないわけではなく、夏樹とは席が隣となりだから毎日話している。それでもこうやってキーを叩たたいて会話をすると、どこか新しん鮮せんさを感じるのは何な故ぜだろう。

　ここは弱いとはいえモンスターが出現する場所なので、理央たちは近くの村に入って話すことにした。

　画面の中のキャラクターは立ったままだが、理り央おはというとジュースを片手に椅い子すの上にあぐらをかいている。

「で、あの初心者狩りの野郎はどうすんだ？」

　自分で復ふく讐しゆうしたいところだが、いかんせんレベルが低すぎる。まだ１だ。

「多た分ぶん、私の仲間がおしおきしてると思う。近くで待たい機きしてたし、最初の一いち撃げきでかなり削ったはずだから」

「仲間？」

「そ。パーティの仲間。勇ゆう魔ま戦せん争そうのパーティシステムはわかる？」

「ちょっと待っててくれ。公式サイトの説明を読んでくる」

　ほとんど説明を読まずに始めてしまったから、実は何もわかっていない。ゲーム画面をそのままの状態で他ほかの画面を表示させる方法がわからなかったので、理央はわざわざ一回ログアウトした。そしてサイトの説明を一通り読んで戻ってきた。ついでに冷蔵庫からプリンを手に入れた。

　このゲームでは、プレイヤーは最大五人のパーティを組むことができる。パーティを組むことで様々な恩恵を得られ、代表的なものが合体技や経けい験けん値ちの共有である。パーティにはリーダーが存在し、メンバー加入の許可や強制的に離り脱だつさせる権限を持っている。逆にリーダー以外のメンバー全員の意見が一致すると、リーダーが追放されてしまう。

　麻ま未みのパーティは一週間ほど前からあの初心者狩りをマークしていて、今日きようついに制裁を加えたのだった。

「私はね、いくら悪い人でも倒さないようにしてるんだ。注意で済めばそれに越したことはないし。でも、それじゃ示しがつかないからって、仲間が倒しちゃうの」

　倒される。ＲＰＧでいうところの死亡によるペナルティは、所持金とアイテムのドロップである。苦労して集めた金やアイテムを失ってしまうのは精神的にきついものがある。セーブせずにゲームをしていてバグってしまった時のような。

「示しがつかないって、どういうことだ？　宇う留る野のは警けい察さつの役でもやってんのか？」

「もう、ゲームなんだから『マミ』でいいって」

　そこに夏なつ樹きが割り込んできた。

「お前知らねえの？　マミっつったら勇ゆう者しや軍ぐんのリーダーじゃねえか」

「は？」

　クエスチョンマークを表示させて、わからないとアピール。夏樹は常じよう識しきみたいに言うが、こっちは始めてからやっと一時間だ。

「マミは『勇者』なんだよ。あ、職しよく業ぎようのことな。勇者軍の中で一人ひとりしかなれない特別なプレイヤーなんだ」

「そうなのか？　すげえじゃん！」

　勇ゆう者しやと魔ま王おうが戦争をしている世界なのだから、どこかに勇者がいるとは思っていたけど。

「ちょっとラッキーが重なってね。勇者やらせてもらってます」

　麻ま未みの話によれば、麻未は約二年ほど前にゲームがリリースされた時から参加しているいわゆる最古参で、最初は魔法使いになった。しかし直後にゲームの運営側が、世界に勇者と魔王を生むべく『勇者の指ゆび輪わ』と『魔王の指輪』をフィールドに落としていく。運よく『勇者の指輪』を拾ったのが麻未だったのだ。と同時に魔王軍にも魔王が誕たん生じようし、現在の構図ができあがる。魔王は何回か変わったようだが、勇者はずっとマミのままで、初代勇者が続投している。

「やっぱ勇者って強つええの？」

「まあね。一番違うのは、魔王に大ダメージを与えられるってことかな」

　勇者、魔王は能力値が他と比べて優ゆう遇ぐうされている。専用装備や、様々な職業の魔法やスキルを習得でき、中でも重要なのが、お互いに対しての有効打を持っているということ。勇者なしで魔王に勝つのは難むずかしく、魔王側も魔王なしで勇者に勝つのは厳きびしい。

「そりゃすげえ。無敵だな」

　何も考えずにそう言うと、麻未は汗が流れるようなアイコンを出した。

「んー、でも、リスクもあるんだよね。結構シビアなのが」

　それは決して死んではいけないという勇者と魔王だけの設定だった。普通、モンスターやプレイヤーとの戦いに負け、死亡となると、アイテムと金を落として再スタートとなる。

　が、勇者と魔王は本当に「死んで」しまうのだ。一度ＨＰが０になれば、そのキャラクターは消滅する。例えばマミが死ぬと、マミは消え、麻未は新たにキャラクターを作成してゲームを最初から始めなければいけない。フィールドには「勇者の指輪」が出現し、それを手に入れたプレイヤーが次の勇者になれる。

「キャラが死んだらアカウントも消滅とか、新しいよな」

　夏なつ樹きが言うが、アカウントの意味がわからない。でも、えげつない設定なのはなんとなくわかった。

「ん？　つうことは、自分が勇者になりたかったらマミを倒せばいいのか」

　逆に、マミを倒さなければ次の勇者になれるチャンスはない。

「ま、そーゆーことだね。魔王軍からしたら私は敵のボスだし、しかも勇者になるために私を狙ねらってる味方もどこかにいるっていうね」

　そりゃあ、誰だれだってゲームをやっている以上、強くなりたいし、特別な存在となって他ほかのプレイヤーから羨うらやましがられたい。マミは常にＰＫの危き機きに晒さらされているのだ。そんなマミのパーティの仲間は、よほど信用されているのだろう。

　ふと、理り央おはある衝しよう動どうに駆られた。

「ふふふ……。じゃあ、俺おれが倒してしまってもいいってわけだな？」

　リオはおもむろにフライパンを構えた。

「お、私に挑戦するかい？　受けて立つよ」

　マミが挑発する。

「どりゃああああっ！」

『ここでの戦せん闘とうは禁止されています』

　冷静なコメントが表示され、リオは戦闘コマンドを入力することができない。

「はい残念でしたー。ショートコント終わりっ」

　マミがニッコリ笑え顔がおのマークを出す。まあ、わかった上での冗じよう談だんだったわけだが。だいたい、リオとマミではレベルが違い過ぎる。仮に攻こう撃げきできたとしてもダメージは０だ。

「ははは。リオ無む謀ぼう過ぎ。やっぱお前ウケるわ」

　するとそこに、三人のプレイヤーがやってきた。内訳は男が二人ふたりに女が一人ひとり。装備を見るだけで、かなりのレベルだとわかった。

「マミ、あのＰＫぶっ殺してきたぞ」

「あ、やっぱ倒しちゃったの？　そこまでしなくていいって言ってるのに」

「いくらなんでもあいつのやり方は悪質だ。掲示板にも晒してきたから、しばらく動かないかアカ消したかどっちかだな」

　どうやら麻ま未みのパーティらしかった。やはり麻未は厳きびしい制裁に反対のようだが、パーティの仲間は「悪は罰せよ」の精神の持ち主だった。まあ、理り央おとしてはあの憎らしいＰＫ野郎が死んだというなら少しだが気分も晴れるというものだ。同時にネットゲームの怖さの片へん鱗りんを見た気がする。「アカ」というのが「アカウント」のことで、ゲームをする権利のようなものだと知るのは、もう少し先のことである。

「うわー、親しん衛えい隊たいが揃そろってるの初めて見た」

　夏なつ樹きが何やら興こう奮ふんしている様よう子す。

「親衛隊って何だ？」

「パーティに名前つけられるだろ？　で、勇ゆう者しやのパーティは『親衛隊』って呼ばれてるんだよ。勇者マミに選ばれた勇者軍のエリートってとこ。逆に魔ま王おうの方は『四し天てん王のう』って言われてる」

　なるほど。確たしかに誰だれもがレベルの高いプレイヤーだった。魔王軍のプレイヤーや、強いモンスターにも簡かん単たんにはやられないだろう。でも……。

「一人少なくね？」

　パーティの上限は五人。ここにいるのはマミを含めて四人。そして夏樹は「揃ってる」と言った。揃ってないじゃん。

　答えたのは麻未だった。

「実は今は四人なんだよね。ちょっと前までもう一人いたんだけど、会社員の人で、海外に転勤になったって……。ネットだから外国でもできるけど、忙しくなるからゲームはやめないけどパーティは抜けるって」

「仕事じゃあなあ……」

　ゲームというのは本来は気が向いた時に遊ぶべきものだが、ネットゲームで、しかも勇ゆう者しやのパーティとなれば、頻ひん繁ぱんなログインが要求されるのだろう。レベルも上げなければいけないし。

「じゃあ、俺おれを入れてくれよ。どう？」

　これ幸いとばかりに夏なつ樹きが手を上げた。夏樹の職しよく業ぎようは「武ぶ闘とう家か」で、近接戦せん闘とうに長たけている。「あのモンスターを倒したことがある」とか「このアイテムを持っている」とか、ペラペラと自分を売り込む。よくもまあこんなに滑なめらかに文字が打てるなと感心した。

「ごめんねー。戦闘員はもう間にあってるんだ」

　あっさり不採用。確たしかに、三人の仲間はそれぞれ槍やりを得意とする竜りゆう騎き士し、攻こう撃げきと回復魔ま法ほうのどちらもこなす賢けん者じや、唯一銃を装備できる銃じゆう士しで、理り央おから見てもバランスがいい。そしていわばオールラウンダーの勇者という強力なパーティだった。夏樹が入り込む隙すき間まなどあるはずがない。

「でも、そろそろ新しいメンバー考えないといけないよね」

　賢者の女プレイヤーが発言した。するとマミは頷うなずく動作を見せた。

「うん。それでね、ホントに今考えたんだけど……リオくんを入れるっていうのは、どうかな」

　勇者マミの爆ばく弾だん発言。仲間の三人は揃そろって「!?」のアイコンを出した。ディスプレイの前でも目を丸くしているに違いない。

　一番「!?」なのは理央である。始めたばかりでレベル１の、しかも戦闘に向かない料コ理ツ人クを最強パーティに迎えようというのである。

「マミ、彼はレベル１じゃないですか。私はいかがなものかと思いますが」

　丁てい寧ねいな口く調ちようの銃士が当然のことを言った。

「いや、そうなんだけどさ、料理人って珍しいし、私の読みだとこれから料理人の力が必要になると思うんだよね。戦闘はみんながいれば大丈夫だし、強さだけのガチメンバーじゃなくて、リオくんみたいな人がいた方が面おも白しろくなりそうじゃん？」

　すると、画面左下に「マミからパーティへの招待がありました。承しよう諾だくしますか？」というコメントが表示された。あとは「はい」をクリックするだけだ。

「あーあ、招待しちゃったし。うちのリーダーは自由だねえ」

　賢者は汗が流れるようなアイコンを出した。

「あとね、リオくんて実は私のリアル知り合いで、クラスメイトなの。面白い人だから、絶対にみんなも仲良くなれると思う！」

　おいおい、麻ま未みがハードルを上げていくぞ。しかもこの場で一番かわいそうなのは同じリアル知り合いの夏樹だ。遠回しに「面白くない」と言われている。麻未に悪意はないんだろうけど。

「マミ、勝手に俺を面白い人にするなよ。俺はいたって普通な高校生だ」

「普通の高校生は、体育のダンスでももクロ完コピしないと思いまーす」

　そういえばそんなこともあった。

「そこ詳しく聞かせてもらおうか」

　変なふうに竜りゆう騎き士しが食いついた。こいつファンか。

「ね、一いつ緒しよに魔ま王おうを倒そうよ。せっかく始めたんだから、楽しくやろうよ」

　正直、こんな棚からぼた餅もちなこともない。どこで活かつ躍やくするのかいまいちわからない料コ理ツ人クという職しよく業ぎようが、麻ま未みの興きよう味みを引いた。これが他ほかの職業だったら、夏なつ樹きと同じ目に遭っていたかもしれないのだ。

「マジでいいのか？　後悔すんなよ」

「しないよ。だけどもしリオくんのせいで死んだら、リアルでいじめちゃうかも」

「一番やめろ」

「ふふ。冗じよう談だんだよ」

　理り央おは「はい」をクリックした。「リオがパーティに加わりました」とコメントが表示される。

「くそっ。料理人だったらマミの仲間になれたのか……。リオめ、運のいい奴やつ……」

　夏樹が愚ぐ痴ちっている。と、携帯に着信。もちろん夏樹から。

「なんだね、庶民」

『もう上から目め線せんかよ！』

「俺おれは勇ゆう者しやの仲間、選ばれし人間なのだから、お前のような庶民と話してやっているだけでも幸せに思うんだな」

『明日あした学校で覚えとけよ！』

「ゲームの話をリアルに持ち込むとかないわー」

『ちくしょうめ！』

　電話が切れて、ゲームの中のナツキが血管が浮き出るアイコンを出した。

　夏樹は拗すねてしまったのか、レベル上げにいくと言ってどこかに消えていった。それから理央はパーティの仲間に自己紹介をして、色々とアイテムをもらった。お金があり余っているらしい賢けん者じやに装備を整ととのえてもらい、レベル１ながらそれなりな格好になった。しかも最初にランダムで手に入れた「ナランの骨」は武器を作るのに使う素材で、竜騎士が欲しがっていたので高値で買い取ってくれた。

「ところでお前、ももクロを完コピしたとか言ってたな。曲は何だ？　誰だれのファンだ？　それとこれはＺになる前の話だが……」

　長かった。

　明日から学校ということで、夜の十時を過ぎた頃ころに解散した。竜騎士は「夏休み終わりか。ざまあ」と言っていたので社会人だろう。銃じゆう士しは「二学期は長いですね」と言っていたので中学か高校生、賢者は「まだ休みだし」と言っていたので大学生かニートかお年寄りだろう。

「じゃあねリオくん。明日あした学校で」

「おう」

　ログアウトすると、トイレを我慢していたので急いで用を足し、葉は月づきさんの電源を切って明日の準備をすることにした。

　ネットゲームなんてのは、根暗な引きこもりがやるものだと思っていた。生活を犠ぎ牲せいにしてまでやるものではないと思っていた。まさか自分が参加するとは思っていなかった。

　楽しいじゃないか。

　麻ま未みのパーティに入れてもらえたのはまったくの運だが、それ以外にも、他人とキャラクターを通じて話す楽しさ、ＰＫはムカついたが、コンピューターではなく人と戦う楽しさがあった。

　クローゼットの奥に追いやられていた制服を引っ張り出し、特に持っていく物はないけど鞄かばんも確かく認にん。おっと、提出する宿題は持っていかないと。

　不ふ思し議ぎである。小学校の時から夏休みが終わる八月三十一日が嫌いで仕方なかったのに、今こ年としに限っては違う。明日、学校で麻未に会えるのが楽しみで仕方ない。心こころ躍おどるとはまさにこのこと。教室に入ったら真っ先に話しかけよう。

　これからは同じパーティで一いつ緒しよにゲームができるし、学校でもよく話すようになって、段々とお互いを意い識しきするようになって……、なんて。あわよくばな期待に胸を膨ふくらませていると、凛りん子こが部へ屋やを訪ねてきた。

「パソコンの調ちよう子しはどう？　ネットできてる？」

「おお妹よ。葉月さんは絶好調だぞ。何のことかわからんと思うが、俺おれは勇ゆう者しやの仲間になれたんだ。無む線せんＬＡＮってすげえな！」

「うん。関係ないけどね」







　翌日、九月一日防災の日。理り央おはいつもより少し早めに高校に行った。より多く麻未と喋しやべるためである。一学期はたまに雑ざつ談だんをする程度だったが、これからは共通の話題がある。それに、麻未のことだからあちらから話しかけてくるだろうという打算的な考えもあった。

　なんという体の軽さか。学年で一番かわいい麻未と接点ができたというだけで、こんなにも世界は美しくなるのか。

　教室に入ると麻未はもう来ていて、女子とお喋りをしていた。

　高校の制服は明るいグレーのブレザーに同じ色のチェックのスカートだが、九月までは夏服なので女子はベスト着用である。一年生のリボンは緑だ。男子のネクタイも同じ色である。

　理央が来たとわかると、そこを抜けて席まで駆けてきた。そして理央が席につく前に、男をその気にさせる素す敵てきな笑え顔がおを見せた。

「おはよっ。新入りの料コ理ツ人クくん」

「おはようございます勇ゆう者しや様。この初はつ島しま理り央お、今後は勇者様のために命を捧ささげる覚悟でございます」

　膝ひざをついて大げさに頭を下げると、麻ま未みは楽しげに笑った。

「あははっ。じゃあ早速、ジュースを買ってきてもらおうかなー」

「そう言うと思いまして、買ってきております」

　行きがけに買っておいたジュースを渡すと、冗談で言ったつもりの麻未は驚おどろいていた。

「うむ。いい心がけだね。っていうか、ホントにもらっちゃっていいの？」

「ＰＫから助けてくれたお礼。もらってくれ」

「律りち儀ぎだね。ありがと」

「まあな。レベルが低いうちは迷惑かけるだろうが、よろしく頼む、宇う留る野の」

「麻未でいいよ。私も理央くんて呼ぶから」

　いきなり名前で呼ぶお許しが出た。これは夢ではないか。麻未としては、どうせゲームでも名前で呼び合うから合わせてしまおうというつもりなのだろう。が、男子の中には名前で呼ぶことに特別な意味を感じる奴やつだっている。例えば自分とか。

　夏休み前までそれほど話していなかった理央と麻未が親しげに会話している様よう子すに、クラスメイトがざわついているのがわかった。「まさかこの二人ふたり、夏休みに何かあったのでは」と考えるのは当然といえば当然だ。何かあったのだよ、諸君。まあ、ゲームの中のことだけど。

　そこに夏なつ樹きが登校してきて、当たり前のように理央に絡んできた。しかも席が隣となりだからしばらく面めん倒どうだ。夏樹は夏休み中の部活で見事に日焼けしていて、ネクタイも緩ゆるめているのでどことなくチャラく見えた。別に言わないけど。

「いーよなー。ビギナーズラックってやつだよなー」

　勝手に昨日きのうの一件を喋しやべり出した。しかも無む駄だに大きな声なので、理央と麻未を気にしていた周囲にも説明できてしまった。迷惑なのか便利なのかわからない奴やつである。

　勇ゆう魔ま戦せん争そうをやっていない主に女子は「なんだゲームのことか」と冷めた反応で、勇魔戦争をやっている主に男子は「一人ひとり空いたところ狙ねらってたのに」とか「ちょっと料理人に転てん職しよくしてくる」などの羨うらやんだ反応だった。

「理央くん。今夜もログインできる？」

「余裕。バイトもないし」

　もともと夏休みだけという条件で雇ってもらっていたので、あとは給料日に明細をもらいにいくだけだ。コンビニの店長からはシフトを減らしていいから続けないかと頼まれたが、目的であったパソコンも買えたのでお断りした。友達もいていいところだったので、ちょっと名残なごり惜おしかった。

「じゃあレベル上げにいこう。私がいるから強いモンスターも倒せるし、すぐ上がるよ」

「それはありがたい。んじゃ、ログインする頃ころになったらメールする……って、メアド知らなかった。教えてくれ」

「オッケー。理り央おくんてスマホ？　ぶつける？」

「おう。それでいいぞ。いぇーい」

「いぇーい」

　互いのスマホを乾杯のように軽くぶつけてアドレスを交換。このアプリを知った時は面おも白しろがってクラスの男子とやりまくったものだ。そのノリで女子とも交換できればよかったのだが、そこまでの勇気がなかった一学期である。

　今になって気づいたが、麻ま未みと連絡先を交換するのってすごいことではないのか。いや、すごいことだ。男子の鬼のような目がそれを決定づけている。

　チャイムが鳴ったので麻未は席に戻っていった。隣となりに座った夏なつ樹きは恨うらめしい声で「背中に気をつけろよ。リアルでもゲームでも」と忠告した。それについては十分に警けい戒かいしたいと思う。本当に。

　担任は三十代の宮みや野のという女教師で、英えい語ごを担当している。教室に入ってくるなり、理央たちを見渡して笑え顔がおになった。

「久し振り。おお、みんな日焼けしてるねー。無事に全員登校してきてくれて何より」

　担任が独身と知っているＣ組の全員としては、休み中の婚活の結果が気になるところだが、そのうち授業で言うだろう。

　理央たちにはもう一つ気になることがあるのだが、宮みや野の先生はそれには触れず、何な故ぜか理央に目を合わせた。

「初はつ島しま、君、コンビニでバイトしてただろ」

「え？　先生なんで知ってるんすか？」

　さすがに驚おどろいた。といってもアルバイトは禁止されていないので、後ろめたいこともないのだけれど。

「客としていったんだけど、気づかなかったみたいだな。君がレジだったぞ」

「……先生、化粧してました？」

「いや、すっぴんだった」

「じゃあ気づかないっす。無理っす。不可能っす」

　クラスの大半が頷うなずいた。

「初島……君に宿題を集めて職しよく員いん室しつに持ってくる仕事を与えよう」

「理不尽！」

　残暑と休み明けのせいでだるくなっている教室の雰囲気を、宮野先生は簡かん単たんに明るくしてしまった。こういうことが上手じようずな先生だった。

「それでな、二学期から転入してくる子がいるから、紹介する」

　やっぱりそれか。全員登校しているのに後ろの机が一つ空いているから、そんなことだろうと容易に推測できた。男子か女子か、カッコいいのか可愛かわいいのか、胸派か尻しり派はか、事前の情報がまったくないから、想像ばかりが先走る。

　宮みや野の先生が呼ぶと、ドアが開いて一人ひとりの生徒が入ってきた。女子である。黒い髪は長く、もう少しで目を隠してしまいそうなところまでのびていた。後ろは肩のあたりで二つに結んでいる、いわゆるおさげ。緊きん張ちようのせいか軽くうつむいたままで、転校生は黒板の前に立った。

「じゃ、自己紹介して」

　宮野先生に促され、彼女は顔を上げた。

「あ……」

　理り央おから漏れた声は、誰だれにも聞こえないくらい小さなものだった。

「……早はや坂さか亜あ梨り沙さです。これからよろしくお願ねがいします」

　転校生を拍手で歓迎するクラスメイトたち。しかし理央は拍手すら忘れ、前に立つ少女に視し線せんを固定してしまっていた。

「どうした理央。一ひと目め惚ぼれでもしたか？」

　夏なつ樹きがそんなことを言うが、返事もせずに理央は早坂亜梨沙を見ていた。

　教室を見渡した亜梨沙と、やがて視線が交差する。

「亜梨沙！」

　身長も、髪も、顔も、当たり前だが変わっている。どれくらいだ。六年か。六年あれば誰だって変わる。でも忘れるはずがない。見間違えるはずがない。あれだけ一いつ緒しよに遊んでいた女の子を、忘れるはずがない。

　夏休み明けにクラスの仲間になったのは、近所に住んでいて、毎日のように遊んでいて、でも小学校三年生の時に引っ越していった幼おさな馴な染じみだった。

「……りーちゃん？」

　亜梨沙は、昔と変わらない呼び方で理央を呼んだのだった。













　　　　第２話　お茶と座禅







　理り央おの家は住宅街にある二階建ての一軒家で、父が頑張って購こう入にゆうしたマイホームだった。近くには小さな公園があり、小さい頃ころはそこでよく凛りん子こと遊んでいた。

　あれは幼稚園の年長だったか、凛子が三さん輪りん車しやを卒業して補助輪つきの自転車に乗れるようになった頃だったと思う。母が知らないおばさんと理央と同い年の女の子を連れてきた。なんでも、商店街が催した陶芸教室で仲良くなった近所の人とその娘らしい。おばさんが、自分の娘は一人ひとりっ子こで、友達を作るのが下へ手ただと母に言ったところ、母は「じゃあうちの兄妹と遊ばせよう。うちの子は驚おどろくほど人見知りしないから」と、理央と凛子を紹介した。その一人っ子の女の子が早はや坂さか亜あ梨り沙さである。

　亜梨沙は理央の家から大きな道路を挟んだところにある小さなマンションに住んでいた。母の言う通り人見知りしない理央と凛子は、すぐに亜梨沙を友達認定し、暇があれば三人で遊んだ。理央とは組こそ違うが同じ幼稚園で、弁当の時間は一いつ緒しよに食べていた。友達を作るのが下手だという亜梨沙はとてもおとなしい性格で、外で鬼ごっこをするよりは、家でお人形遊びをするタイプだった。お人形遊びでは納得できない理央は、亜梨沙の手を引いて外に連れ出したものである。

　あの頃は凛子もまだ今のようにサディスティックではなくて、純粋に「大きくなったらお兄にいちゃんと結婚するー」と嬉うれしいことを言ってくれた。

　亜梨沙も負けずに「私がりーちゃんのお嫁さんになるの」と凛子と張り合っていたのを覚えている。その時が一番モテていたように思う。

　そんな日々は小学校に入学しても変わらず、むしろクラスが同じになったことでより一緒に過ごすようになった。親どうしも仲が良かったというのも理由として大きい。朝は亜梨沙の家まで迎えにいき、帰りも並んで歩いた。からかってくる男子たちは理央が追い払った。好きな女の子にちょっかいを出すのが男子の性さがであるが、あの男子たちはもしかしたら亜梨沙に気があったのかもしれない。

　お互いの家に遊びにいき、理央と亜梨沙の家族で旅行もした。家族ぐるみの付き合いはずっと続くと思われた。

　小学校三年生の三学期、理央は突然、亜梨沙の引っ越しを告げられる。当時の理央に理解できるはずもないが、亜梨沙の父は転勤の多い職しよく業ぎようだったのだ。ここに五年近くいたのは長い方だという。

「嫌いやだ！」と理央が拒否したところでどうにもならない。だけど理央は「嫌だ！」と叫び、凛りん子こと共に大泣きした。後にも先にも、あれほど泣いたことはないだろう。亜あ梨り沙さも泣いていた。それから毎日、残された時間を少しでも亜梨沙と一いつ緒しよに過ごすようにして、やがて亜梨沙は知らない場所へ引っ越していった。

　しばらくは親もメールでやり取りをしていて、理り央おも亜梨沙宛あてに手紙を書いた。しかし段々と繫つながりは薄うすくなっていき、手紙も出さなくなった。理央は少しずつ男女を意い識しきする年ねん齢れいになっていき、女の子と手紙を出し合っているなんてカッコ悪い。友達に知られたら恥ずかしいと思うようになっていったのだ。

　中学生になって成長期と思春期に突入すると、部活は楽しいし、でも勉強もちゃんとやらないといけないし、いろんなことに興きよう味みは出てくるしで、亜梨沙という幼おさな馴な染じみの存在は記き憶おくの隅の方にじわじわと追いやられていったように思う。

　そんな矢先、高校一年の二学期、亜梨沙が帰ってきたのだ。







「亜梨沙！　マジか！　亜梨沙だよな？　そうだよな！」

　立ち上がり、理央は亜梨沙に歩み寄った。記憶の中の亜梨沙の髪はもっと短かったはずだが、六年も経たてば髪くらいのびる。しかし目の前の転校生が持つ空気というか雰囲気が、亜梨沙であると確かく信しんさせた。

「う、うん……。りーちゃん、だよね」

「おう、俺おれだ。なんだよ、帰ってくるならもっと早く言ってくれりゃいいのに」

「ごめんね。電話番号、知らなかったから……。家に行こうと思ったんだけど、りーちゃん、私のこと忘れてるかもしれないって思ったら、勇気が出なくて……」

「そりゃ完かん璧ぺきに覚えてるって言ったら噓うそになるけどよ、顔見たら思い出すって」

　懐なつかしさと嬉うれしさでテンションがどんどん上がってくる。また亜梨沙と遊べるのだと思うと楽しみで仕方ない。

「おい初はつ島しま……」

　宮みや野の先生に呼ばれた気がしたが、気のせいだった。

「家は？　前のマンションか？」

「ううん、違うところ。りーちゃんの家からだと、ちょっと遠いかも……」

「おい初島、ちょいと落ち着け」

「そっかー、あ、おばさんは元気？」

「初島ぁっ！」

　唐突に宮野先生がキレた。亜梨沙が肩をぴくっと震ふるわせる。そんな大声出さなくても聞こえるというのに。

「なんすか。感動の再会を邪じや魔まするなんて馬に蹴けられますよ」

「感動なのはわかった。しかしな、クラス全員を置き去りにするんじゃない」

　皆の前である。興こう奮ふんで転校生の紹介をしていたのを忘れていた。亜あ梨り沙さもクラスメイトたちの視し線せんに晒さらされ頰ほおを染めていた。

「やっべ。すまん亜梨沙」

「わ、私は大丈夫……」

　その時、夏なつ樹きが手をあげた。

「先生、もう理り央おに紹介してもらった方が早くないですか？　なんかそんな雰囲気っすよ」

　確たしかに、と、宮みや野の先生は頷うなずいた。

「じゃあ初はつ島しま、いや、りーちゃんに早はや坂さかを紹介してもらおうか」

　教室に笑いが起きる。亜梨沙が小さく「ごめんね」と謝あやまった。これはきっと、自分が昔の呼び方で呼んでしまったことで、理央が笑い者にされたと思ったのだろう。

「おっと先生、俺おれを『りーちゃん』と呼んでいいのは亜梨沙と母方の祖母だけですよ」

　ここで恥ずかしがっては亜梨沙が余計に気に病んでしまう。これが正解だし、事実だ。

「それはすまない。肝に銘じておこう。では改めてお願ねがいできるか？」

「はい」と、理央はクラスメイトに向き直った。

「亜梨沙は小三の時までこっちにいて、よく遊んでたんだ。帰ってきて俺もマジで驚おどろいてる。えーっと……紹介って言われてもなあ……。じゃあベタだけど質問形式にするか、何か訊ききたいことあるか？」

　はい、と女子が手をあげた。

「ベタついでに、好きな食べ物は何ですか？」

「チョコパイだ」

「初島くんが即答した！　早坂さん、合ってるの？」

「……うん」

　おおー、とクラスメイトがどよめいた。亜梨沙とはよく食べたものである。

　特に女子の目の輝かがやき方がすごい。「ヤバい。これヤバい」「幼おさな馴な染じみってやつだよ」「どうすんの？　初島くん取られちゃうよ？」「いや、そもそも誰だれも欲しがってなくね？」「そうだったわー」。おい後半。

「とにかく、亜梨沙をよろしく頼む」

　再び拍手が起きて、亜梨沙はＣ組に迎えられた。まさか亜梨沙も転校初日にこんなことになるとは思っていなかっただろうし、クラスの誰が予想できただろう。

　三つ子の魂百まで。亜梨沙は昔と同じように、友達を作るのが苦手かもしれない。もしそうなら、クラスに馴な染じめるようにひと肌もふた肌も脱ぐつもりだ。

「そこの席にしようと思っていたけど、初島の隣となりがよさそうだな。堀ほつ田た、そこ代わってくれるか。と思ったらもう動いてるな」

　すでに夏なつ樹きは理り央おの隣となりの席から移動し、亜あ梨り沙さの机と入れ替わっていた。

「そりゃ空気読みますって。俺おれっていい奴やつでしょ？」

「Ｂ組まで行ってくれればもっといい奴だった」

「追放かよ！」

　こうして亜梨沙は理央の隣の席になり、長めのホームルームが終わった。理央は教科書がないなら見せてやると言ったが、今日きようは始業式だったことを思い出して体たい育いく館かんへ向かった。その途中、亜梨沙は女子から質問攻めにされていたが、そこに男子が割り込むほど野や暮ぼなこともない。

「理央くん、すごいはしゃぎっぷりだったね」

　声をかけてきたのは麻ま未みだった。

「まさか亜梨沙が転校してくるなんて思わなかったからな。クールでクレバーな俺らしからぬことをしてしまった」

　今思えば自分があんなに騒さわいでしまったせいで、必要以上に亜梨沙を目立たせてしまった。おとなしくて控えめな亜梨沙のことだから、転校後もゆっくりとクラスに馴な染じんでいきたいと思っていたかもしれない。それをいきなりぶち壊こわしてしまったわけだ。もはや取り返しのつかないことではあるが、悪いことをした。

　それに、亜梨沙が現れてあれだけ飛び上がった自分にも驚おどろいている。記き憶おくの隅の方にいってしまったと思っていたが、やはり亜梨沙との記憶はしっかりと頭の中に根づいていた。そうだ、凛りん子こにも早く教えてやらないと。

「まあクールでクレバーってとこはスルーするけど？　さっきの理央くん、子供みたいに喜んでてかわいかったよ」

　実際、子供の頃ころの記憶がぶわっと蘇よみがえって、それが言動に出ていたのだろう。

「かわいさじゃ麻未さんには敵かないませんよ」

　いたずらっぽく笑った顔がなんとも。

「知ってる」

「自分がかわいいって自覚してる女子とかうざいわー」

「そんな女子の一存で、君はパーティを追い出されちゃうわけだ」

　こいつめ。

「……すみませんでした」

　しかし謝あやまるしかない。なんという主従関係。これがあれか、小こ悪あく魔ま系けいというやつか。

「よし許そう。ふふっ」

「どうも。まあ、亜梨沙とも仲良くしてやってくれ」

　と頼んでみたものの、麻未と亜梨沙では全然タイプが違うよなあ。

「オッケー。勇ゆう魔ま戦せん争そうに誘ってみるのもアリかもね」

　そう言って麻ま未みは亜あ梨り沙さに話しかけている女子グループに入っていった。

　始業式はお決まりの校長先生の話を聞いて終わり、十一時を過ぎる頃ころには下校となった。夏なつ樹きは部活があり、しかも一年生は先せん輩ぱいより先にいって雑用をしなければいけないので、ホームルームが終わると走って教室を出ていった。

　亜梨沙は宮みや野の先生に呼ばれて職しよく員いん室しつへ。色々と提出する書類があるらしい。それほど時間がかからないと聞いたので、理り央おは待つことにした。待っている間に凛りん子こにメールを打つとすぐに返信が来て、喜びの絵文字で彩られていた。

「失礼しました。……あ」

　職員室から出てきた亜梨沙は、理央を見つけると柔らかく微笑ほほえんだ。ああこれだ。亜梨沙はこうやって笑うんだった。

「学校案内してやるよ。それからどっかで飯食おうぜ」

「うん。ありがとう、初はつ島しまくん」

「りーちゃんにしてくれよ。その呼び方、すっげー距きよ離り感じる」

　朝のことがあるから亜梨沙も気を遣つかったのだろうけど、クラス全員に知られてしまってもう手遅れだし。

「……じゃあ、りーちゃん」

「おう。しっくりくるな」

　学校を案内すると言っても、やっていることは中をだらだらと歩くだけだ。そして会話の内容となれば、亜梨沙が引っ越してから今日きようまでの話。離はなれていた六年半のことを、何でもないことでも、理央が主しゆ導どうでひたすら話した。本当は亜梨沙の話も聞きたいのだが、もともと口数が少ない亜梨沙は聞き役に回るので、理央が喋しやべる形になった。

「りーちゃん、背、伸びたね」

　校舎をぐるりと回って、じゃあ帰るかと靴を履はき替えていると亜梨沙が言った。亜梨沙が小柄なのもあって、並んでみると亜梨沙の目が理央の胸くらいになる。

「中学でいきなり伸びたんだよ。前は同じくらいだったよな。いや、亜梨沙の方が少し高かったか」

「うん。そうだった気がする。なんか……男の子って感じ」

「お前は髪が長くなったよな。つーか、クラスで一番長いんじゃね？」

　前髪は眉まゆ毛げを隠して目まで達しようとしていて、後ろも二つに結んではいるが背中の半ばまでのびている。まだまだ気温が高い中、この髪は暑くないのかと心配になる。

「そんなに長い、かな。あのね、たいした理由じゃないんだけど、中学一年の時に読んだ漫画の主人公の髪型に似せてるの」

　タイトルを訊きけば、凛子が持っている少女漫画だった。読んでいないので内容は知らない。そのキャラクターくらい見ておくかな。

「へえ。でも似合ってんな、それ」

「え？」と亜あ梨り沙さが理り央おを見上げる。前髪が少し揺れて、そこから潤うるんだ瞳ひとみが覗のぞいた。瞬まばたきしたら涙がこぼれるのではないかというほど。そして頰ほおは真まっ赤かに染まっている。

「お、おい、なんだよそのリアクション」

「だって……私が新しい服とか靴を見せても、いつもりーちゃんは『似合わねーよ』って言うんだもん。泥団子投げたり、靴踏んだりするし……」

「それマジでごめん！」

　そうだったっけ。そうだったような。言い訳させてもらえば、本心で似合わないと言っていたわけじゃない。新しい服が羨うらやましかったり、素直に言えないところが幼い自分にはあったのだ。

「ううん。だから、初めて褒ほめてもらえて、嬉うれしい」

「だからって泣くことないだろうが。やめてくれ。今お前が泣いたら、俺おれももらい泣きしちまう」

　まだ校内だ。そこで男女が二人ふたりして泣いていたらいい見せ物だ。そしてだいたいそういう場合は男が悪者になるのだ。

　理央が女の子を泣かせたなんていう噂うわさが流れたら、夏なつ樹きは当分それで遊ぶだろうし、麻ま未みからだって嫌われてしまうかもしれない。

「あ、まだ帰ってなかったの？」

　幸か不幸か、現れたのは自転車を押してきた麻未だった。急げ亜梨沙、涙をひっこめろ。

「学校を案内してたんだ。麻未は何してたんだ？」

「ちょっとこれから用事があるから、図と書しよ館かんで時間潰つぶしてたの」

　この学校は図書館として独立した建物が敷しき地ち内ないにあるので、「室」ではなく「館」なのだ。

　麻未は亜梨沙が泣きそうなことには気づかず、亜梨沙に笑いかけた。

「早はや坂さかさん、亜梨沙ちゃんって呼んでもいい？　私のことも麻未でいいから」

「うん。麻未、ちゃん」

　いい意味で遠えん慮りよなく、こうやって打ち解けていけるのは麻未の才能だと思う。入学したばかりの頃ころも、どんどんクラスの連中に話しかけて、どこかよそよそしい雰囲気を薄うすめていった。まあ、あまりに積せつ極きよく的てきに話しかけるものだから、男子の多くが「あれ？　俺に気があるんじゃね？」と勘違いしたが。夏樹とか。

「お二人はこれから帰り？」

「ああ。飯でも食おうかなと」

「そっかー。私も用事がなければ一いつ緒しよにいきたいところだったんだけどなあ。ま、今日きようは記念すべき再会の日だし、邪じや魔ましちゃ悪いね」

「だな」

「少しは否定しなさいっ」

　びしっとツッコミが決まった。さすが麻ま未み、ノリがいい。

　麻未は自転車に乗ると、「じゃあね」と手を振った。亜あ梨り沙さも控えめに手を振る。

「また明日あした。麻未ちゃん」

「うん。あ、理り央おくん、今夜の約束、忘れないでよね」

「忘れねえよ、ボス」

「よろしい」

　麻未が校門を出ていくと、ちょうどスクールバスが到着した。亜梨沙を急せかしてバスに乗り込む。

　それにしても、麻未はどこか嬉うれしそうだった。これからの用事とやらが楽しみなのだろうか。

　校内を案内していたので中途半端な時間帯になり、バスは空いていた。一番後ろの席に並んで座ると、理央たちの後から数人の生徒が乗車してバスは発進した。ここから駅までは約十五分だ。

　引っ越してきたマンションを訊きくと、残念なことに理央の家とは逆方向で、駅で別れなければいけなかった。それでも遠いという距きよ離りではなく、休日には遊びにいける。と気軽に考えてみたものの、もう二人ふたりは高校生になり、しかも男子と女子だ。家に遊びにいくというのはちょっと意い識しきしてしまうものがあるな。

「ねえ、りーちゃん……」

　バスに揺られていると、おそるおそるといった感じで亜梨沙が口を開いた。

「なんだ？」

「えっと、その……ううん、何でもない」

　歯切れが悪いな。これは言いにくいこと、訊きにくいことがある証拠だ。思い出したのは、引っ越しのことをなかなか言えなかった六年前の亜梨沙だ。

「気になることあるなら言ってくれ。このままじゃ気持ち悪い」

　それからたっぷり十秒、亜梨沙は沈ちん黙もくしてやがて言った。

「りーちゃんは、茶ちや色いろい髪の女の子が好き、なの？」

「ん？　いや、別にそういうわけじゃないけど」

「じゃあ、その、明るい性格の女の子は？」

「嫌いじゃないけど。つうかなんだよ、なんかの心理テストか？」

「そうじゃなくて……麻未ちゃんと、お付き合いしてるの？」

「ぜふっ」

　変な咳せきが出た。

「さっき、麻未ちゃんが帰る時、夜に約束があるみたいなこと言ってたから、デートなのかなって……。あのね、もしそうなら、私、一いつ緒しよに帰ったらダメだよね。麻未ちゃんだって……」

「待て亜あ梨り沙さ！　俺おれは独身だ！」

「そ、それは知ってるけど……」

　間違えた。

「そうじゃない。別に麻ま未みとは何もない。夜の約束ってのはゲームのことなんだ」

「ゲーム？」

　麻未との会話が亜梨沙の誤解を招いてしまった。いや、「今夜の約束」なんて言われたらそんな誤解も仕方ないかもしれない。麻未め、わざと言ったんじゃないだろうな。

　理り央おは早口になりながら説明をした。勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインというゲームに麻未がハマっていて、自分も昨日きのうから始めたこと。偶然にも麻未に気に入られ、パーティに加わったので、今日きようからレベル上げをすること。

「だから約束っていっても、一いつ緒しよにゲームするってだけなんだ」

　どうにも言い訳のようになってしまったのは何な故ぜなのか。

「あ、その、ネットゲームやってるんだ。りーちゃん、昔からゲームとかあんまりやらなかったから、ちょっと意外、かな」

　亜梨沙の記き憶おくにあるのは、外で遊びまくって怪け我がをしまくっていた理央のはずだ。

「やってみたら結構楽しそうなんだよな、これが。そんでな、麻未がすごくてさ。ゲームの中に一人ひとりしかいない勇ゆう者しやって職しよく業ぎようなんだよ」

「えっ？　麻未ちゃんが……？」

　前髪に隠れそうな亜梨沙の目が丸くなったのがわかった。

「なんだ、勇魔戦争知ってんのか？」

　しかし亜梨沙はふるふると首を横に振った。

「えと、そうじゃないの。勇者ってすごいんだろうなって……」

　なんとなく亜梨沙はＲＰＧをあまりやったことがなさそうだし、「勇者」という単語の響ひびきで言っているのだろう。

「実際すごいんだよ。レベルも高いし、ＰＫ……ってプレイヤーキラーっていう味方を倒そうとしてくる奴やつを退治したりしてんの」

　そこで亜梨沙は何かに気づいたようだ。

「りーちゃん、さっき麻未ちゃんのパーティに入れてもらってたって言ってたよね。……勇者のパーティなんだ」

「職業は料コ理ツ人クなんだけどな。麻未にしてみると、これから料理人が必要になるかもしれないんだってさ」

「…………そう、なんだ」

　そこで亜梨沙は口をつぐんでしまった。

「どうした？」

「え？　ううん、なんでもないの。……これからって、何かあるの？」

「勇ゆう魔ま戦せん争そうってのは、陣取りゲームなんだよ。勇ゆう者しや軍ぐんと魔ま王おう軍が領地を取り合ってんの。今はかなり勇者軍が押してるらしいんだけど、いつかは魔王との正面衝しよう突とつがあるだろ？　それに備えてんだ」

　勇魔戦争オンラインには、明めい確かくな区切りがある。それは、勇者か魔王がマップを統一することだ。すべての町やダンジョンをどちらか一色に染めることができれば、その軍の勝利となる。

　そして、勝利した軍は新たなマップに進むことができると言われている。あくまで噂うわさどまりなのは、リリースされてからまだ一度も統一が達成されていないからだ。だけど、公式サイトには新しいマップがあるようなことが示し唆さされているし、開発スタッフのブログにもそれっぽい記事がある。ユーザーを離はなさないための煽あおりなのかもしれないが、本当のところは統一してみないとわからない。

　リリースから勇者軍と魔王軍は一進一退の攻防を繰くり広げ、プレイヤーの人数も領土も拮きつ抗こうしていた。ある意味で平和な状態と言えなくもない。

　だが、麻ま未みを目当てに学年の男子たちの大半が勇者軍として参加し、しかも麻未の気を引くために頑張るものだから、勇者軍は徐々に魔王軍を押していき領土を広げていった。ネットゲームとしてまだ若く、それほど参加人数が多くない勇魔戦争にとって、「浅はか男子軍」の加勢は大きかったのである。もちろん、自分もその一人ひとりだ。

　理り央おの話を、亜あ梨り沙さは「うん」と小さい相あい槌づちを打ちながら聞いていた。

「そんでよ。敵のボスの魔王がまたひどい奴やつらしいんだよ」

「…………そうなの？」

　これは昨日きのう、パーティに入れてもらってから麻未や親しん衛えい隊たいと話をしていた時に教えてもらったことだ。

「アイテムのためなら味方も容赦なくＰＫするんだってさ。しかも勇者軍のプレイヤーは周到な罠わなで虐ぎやく殺さつをしてるみたいなんだ。性格悪いよな」

　と言ったものの、「魔王」という肩書に忠実なプレイヤーだという思いもある。魔王は悪者でなければならない。だったら自分は魔王になりきろう、非道の限りを尽くそうという熱ねつ心しんなプレイヤーなのかもしれない。当然ながら掲示板では叩たたかれているのだが、理央と同じように「逆に割り切っていてすごい」という声もある。

　おそらくは色々なネットゲームを経けい験けんしてきた上級者。魔王のプレイヤーはそんな人ではないかと思っている。

「性格が悪いかは……わからないんじゃないかな……」

「そりゃそうなんだけどな。会ったことがあるわけじゃないし、ゲーム内でも魔王の城からあんまり外に出ないらしいんだ」

　マップ上には勇者と魔王の城があり、それぞれが軍の拠点になっている。ここが落とされるようなことがあると、いよいよ統一が近くなる。

　魔ま王おうが外でレベル上げをしている姿を見た者は少なく、実際のところ、魔王は強いのかという疑問が浮かんできている。魔王のパーティである四し天てん王のうは勇ゆう者しやの親しん衛えい隊たいに並ぶ強さであることはわかっていて、魔王は命令しているだけではないのかと言う奴やつもいる。しかし、自分は動かずに部下にやらせるところも魔王っぽい。

　バスが駅に着いた。近くのファミレスに入って理り央おはとんかつ定食、亜あ梨り沙さはグラタンを頼んだ。

　亜梨沙の知らないゲームの話ばかりしてしまい、理央は後悔した。今度は昔の共通の思い出を話題に選ぶ。が、どうにも亜梨沙の元気がない。口数も少ないし、グラタンもなかなか減っていかずに冷めてしまっている。

　体たい調ちようでも悪いのか。

　あ、と理央は気づく。

　転校なんて大きなイベントを前に、亜梨沙は数日前から緊きん張ちようしていたに違いない。今日きようだって緊張の中でクラスメイトに挨あい拶さつをして、友達ができるかとか、明日あしたからの学校生活のこととか、勉強は前の学校と比べて遅れていないかとか、たくさんの心配事があったはずで、心も体も疲れているに決まっている。

　それなのに、理央は再会した感動の勢いに任せてテンション高くみんなの前で紹介し、学校中を連れ回し、早く帰って休みたいかもしれないのに昼食まで付き合わせてしまっている。

　これじゃあ、りーちゃん失格じゃないか。

「亜梨沙、ごめん」

「え？　どうして謝あやまるの？」

　座ったまま理央が頭を下げると、亜梨沙は驚おどろいてグラタンを食べるスプーンを置いた。

「いや、転校で疲れてるのに、俺おれが引っ張り回しちまってさ。悪いなって思って」

「そ、そんなことないよ。りーちゃんに会えて嬉うれしいし、疲れてなんかないよ」

「でもほら、食欲なさそうだし……」

「あ、あのね、これはちょっと違う理由っていうか……その……」

「違う？　まさかお前、久しぶりに会った俺がカッコよくなり過ぎてて……」

「そうじゃっ……ない、けど……」

「だよなぁ……」

　冗じよう談だんで言ったつもりなのに軽くへこんだ。

「あ、別にりーちゃんがカッコよくないってことじゃなくて……」

　そのまま亜梨沙は黙だまってしまった。グラタンにも手をつけない。さっき麻ま未みとの関係を訊きいた時のように、何か言いたいことがあるのに言葉にしようか迷う。そんな感じだった。

　理央は急せかさずに待つ。そのまま話してくれなくてもいいし、そこを追及するつもりはない。気にならないと言えば噓うそになるけれど、誰だれにだって言いたくない、知られたくないことはあるし、幼おさな馴な染じみだからといってすべてを知っていなければいけないわけじゃない。そもそも「幼馴染」という言葉に、それほど強い意味はないのだ。

　やがて理り央おがドリンクバーから三杯目のレモンスカッシュを持ってきた時、うつむいていた亜あ梨り沙さが顔を上げた。

「話してくれるのか？」

「うん。……りーちゃん、私の家に来て」







　各駅停車で四つ。亜梨沙の家は駅前のマンションだった。一階がオートロックなので、亜梨沙はパスワードを入力してドアを開けた。部へ屋やにいる人を呼ばなかったということは、家族は留守なのだろうか。

　エレベーターに乗って、亜梨沙は八階を押した。

「なあ亜梨沙、変なこと訊きくけど、ここって賃貸？」

「うん。そうだってお父とうさんが言ってたよ」

　借りているということは、また引っ越しをする可能性があるということ。

「そうか……」

　理央の気持ちを察したのか、亜梨沙は言った。

「でもね、私が高校を卒業するまではここにいられるって。もう転校はしないよ」

「マジか！　よかったぁ」

「うん。私も嬉うれしい」

　もうあんな悲しい思いをする必要もない。亜梨沙が引っ越した後、兄妹揃そろってげっそりしていたと母は言っていた。

「じゃあもし、次におじさんが転勤になった時、亜梨沙がこっちの大学とか専門に通うことになってたらさ、うちから通えばいいな。凛りん子こも喜ぶぞ」

「そ、それはその……」

　亜梨沙は顔を赤くして言葉に詰まってしまった。そういえばもう子供ではないのだから、同じ家に住むなんて気軽に言うものじゃない。どうにも口が滑る滑る。亜梨沙に再会したことで、精神年ねん齢れいがあの時まで戻ったようだ。

　上う手まくフォローもできずにいるとエレベーターが止まって、理央は「早はや坂さか」の表札が掲げられた部屋に案内された。

「おばさんいる？　挨あい拶さつしたいんだけど」

「お母かあさんは夜まで帰らないと思う。……飲み物用意するから、私の部屋で待ってて。そこの奥だから」

「入っていいのか？　漁あさるぞ？」

「もう、ダメだよ。クッションがあるから座ってて」

　本当に漁る勇気などなく、理り央おはおとなしく亜あ梨り沙さの部へ屋やで座っていた。見覚えのあるぬいぐるみに、ピンクのカーテン、ベッドの枕まくら元もとには少女漫画が置いてある。本棚には理央も読んでいる忍者が主人公の少年漫画もあるってばよ。

　亜梨沙らしい女の子な部屋なのだが、似つかわしくない無骨なデスクトップパソコンが一つ。理央が買った葉は月づきさんのような黒い本体に、大きなディスプレイ。それなりに値が張ったのではないか。近くではルーターがチカチカと光を発している。

「…………」

　女の子の部屋に入るなんて初めてだ。妹を除いて。

　今、家には二人ふたりきり。

　初はつ島しま理央よ、紳士であれ。

　亜梨沙は何か大事な話があって理央を家に呼んだのだ。そんな時に変な気を起こすんじゃない。

　これから亜梨沙は何を話すのだろう。ファミレスから家に場所を変えたのはどうしてだろう。

　その時、亜梨沙がお茶をいれて入ってきた。

「お待たせ。……どうして座禅を組んでるの？」

「いや、今の俺には『無』が必要なんだ」

「よく、わからないけど……」

　わからなくていい。理央はお茶と一いつ緒しよによからぬ妄想を体の奥の方に流し込んだ。

「漫画、好きなんだな。そうだ、髪型を真ま似ねしたっていうキャラ見せてくれよ」

「え？　別に、いいけど。……これ」

　手渡された漫画の表紙には、確たしかに黒くて長い髪の少女が描かれていた。おお、かなり忠実に再現している気がする。

「これさ、このキャラと同じ制服着たらコスプレみたいになるな」

　何気なく言ったことなのだが、亜梨沙は妙な反応を見せた。

「あっ、それはまだできてなくてっ……」

「作ってんの!?」

「え、えっと、違うのっ。ちょっとだけ興きよう味みがあって、ちょっと、ちょっとなの！」

「あ、慌てるな亜梨沙！　俺おれ、お年玉前借りして一いち眼がんレフ買うから！」

「撮とらないでよぉ……」

　二人しておどおどして、二人してお茶を飲んだ。本当にお茶ってすごい。なんか落ち着くもの。

　しかし、亜梨沙の話というのはコスプレ願がん望ぼうのことではあるまい。なんとなく弱腰になって逸そらしてしまったが、本題はこれからだ。

「それで、さ、亜あ梨り沙さ」

「……うん」

　察したのか、亜梨沙は頷うなずくとパソコンのキーに触れた。待たい機き状態にしてあったようで、すぐに起動して子猫の写真の壁かべ紙がみが表示された。

「やっべ、猫かわいいな」

「そうだね。……りーちゃん、昔から動物好きだったよね。でも凛りん子こちゃんがアレルギー持ちだから飼えないって」

「そうなんだよな。ま、体質はどうしようもねえし」

「……昔から、変わってないね、りーちゃん。優やさしくて、頼りになって、いつも私を引っ張っていってくれるの」

　亜梨沙は目を合わせず、視し線せんは少し下、ベッドの枕まくらの方。

「おいおい、褒ほめても調ちよう子しに乗るだけだぞ」

「ふふ。今日きよう、りーちゃんに再会できて本当に嬉うれしかった。奇跡なんじゃないかって。大げさ、かな」

「奇跡みたいなもんだろ。こうやって高校生になったお前と話してるのが信じられん」

「私もだよ。……それで、りーちゃん……勇ゆう魔ま戦せん争そうやってるんだよね」

　唐突に出てきたゲームのタイトルに、理り央おは「あぁ」と小さく返事をするだけだった。亜梨沙が悩んだ末に明かすことが、勇魔戦争に関かかわっているのだろうか。

「実は、私もやってるんだ。リリースされた頃ころから」

　よく見れば、ディスプレイには勇魔戦争のアイコンがあった。やたらごついパソコンは、ゲームが快適にできるようなハイスペックな物だったのだ。

「なんだ、やってるんじゃん。さっきは知らないみたいなこと言ってたのに」

「ごめんね。その、私がやってること、黙だまってようかと思ってたの」

　亜梨沙はネットゲームをやっていることを知られることで、「暗い」とか「オタク」とか、ゲームにまつわるマイナスイメージを持たれてしまうかもしれないと思ったのだろうか。しかし蓋ふたを開けてみれば、理央も麻ま未みもネットゲームをやっている。だったら隠すことなどない。むしろ一いつ緒しよにやろうと。

　いや、でも、それならファミレスで言えるようなことだし、あんなに思い詰めるようなことでもない。

　もっと、何かある。

「……どうしてか、訊きいていいのか？」

「麻未ちゃん、勇ゆう者しやなんだよね。勇者軍のリーダー。それでりーちゃんはそのパーティ、親しん衛えい隊たいの一人ひとり、なんだよね」

「ああ。俺おれはまだレベル１だけど」

　亜あ梨り沙さは「こっちに来て」と手招きした。腰を上げ、理り央おはパソコンを操そう作さする亜梨沙の傍かたわらに立つ。

　亜梨沙は勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインを起動した。音楽と共に、ログイン画面になる。亜梨沙は慣なれた手つきでパスワードを入れて、次の画面に移行した。

「りーちゃん、魔ま王おうの名前は、知ってる？」

「麻ま未みから聞いた。確たしか……あ」

　心しん臓ぞうが跳ね上がった。昨日きのうの夜、理央は麻未から魔王の名前を教えてもらった。掲示板にも出ているし、プレイヤーなら誰だれでも知っている情報だ。響ひびきもかわいいし、この名前をハンドルネームにしているプレイヤーは勇魔戦争以外のゲームにもたくさんいるだろう。だから、別に意い識しきしていなかった。魔王の名前なんて。

　だけど、もはや意識せずにはいられない。

「……アリサ」

　魔王の名前は、アリサ。

　理央にとって、麻未にとって、倒すべき敵のボスの名前は、アリサだ。

　ログイン後の画面には、真っ黒なローブで全身を包み、顔の上半分までフードで隠れてしまっている、なんとか女だとわかるキャラクターがいた。

「どんなことでも、りーちゃんには隠し事、できない。でも、ごめんなさい」

　謝あやまる必要はないのに、亜梨沙は謝った。

「お前……」

「私が、魔王なの」

　画面の中のアリサは石造りの建物の中にいて、豪華な椅い子すに座っていた。ここは、魔王の城か。他ほかのプレイヤーの姿は見えない。
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　知りたくなかった。という気持ちがないと言えば噓うそになる。亜梨沙が魔王と知ってしまえば、これからのプレイに影えい響きようが出るのは間違いない。レベルが低いとはいえ、親しん衛えい隊たいの理央は魔王を率先して倒しにいかなければいけない立場にある。敵が亜梨沙とわかっている状態で、ためらいなく攻撃ができるかと言われれば、素直に頷うなずけない。

　が、同時にもう一つの気持ちが生まれてきている。

　ゲームじゃないか。

　亜梨沙は何をそんなに真剣に悩んでいるんだ。確かに一人ひとりずつしかいない勇ゆう者しやと魔王が麻未と亜梨沙だというのは驚おどろきだが、ゲームじゃないか。食欲がなくなるほど考えて、画面を見せるために家に呼んで、一世一代の告白をするように言うことでもないじゃないか。なんなら麻未にも話して、「お互い、恨うらみっこなしで楽しもうね」でいいじゃないか。きっと麻未ならそう言ってくれる。

　そんな気持ちを理り央おは、あまり深く考えずに口にしていた。

「ゲームなんだからさ、そんなにマジにならなくてもいいって。別に……」

「違うのっ！」

　亜あ梨り沙さの声が部へ屋やに響ひびいた。頰ほおは上じよう気きし、こちらを見る目は射い貫ぬくよう。怒っているのとは違う、しかしそこには気迫があった。

「……すまん」

　悪いことをした自覚のない理央だが、つい謝しや罪ざいの言葉が出てきてしまった。

「あ……大きな声出して、ごめんなさい」

「いや、まずいこと言っちまったなら謝あやまる」

　幼かった頃ころも、亜梨沙が大声を出したことなんてほとんどない。ああ、そういえば一回だけ、亜梨沙のお気に入りの人形の手足を取ってしまって怒られたっけ。その時の目に似ている。あの人形と同じくらい、亜梨沙にとって大切なものなのか。このゲームが。

「……りーちゃんは、インターネット、あんまりやらないのかな」

「っていうか、昨日きのうパソコン買うまでネット自体をよく理解してなかった。無む線せんＬＡＮを台たい湾わんの歌手だと思ってたくらいだ」

「そう……。私にとっては、ネットは必要なものなの」

　しまったスベった。

　亜あ梨り沙さが静かに話し始めたのは、転校によって理り央おから離はなれていってしまった後のことだった。

　小学四年生になる前にここから引っ越していった亜梨沙は、中学一年の夏休みにも引っ越しがあり転校していた。転校すれば人間関係はリセット。せっかくできた友達と別れ、また新たに友達を作らなければいけない。理央の場合は小学校から中学校へほとんどの生徒がそのまま上がっていったので、ただでさえ内向的で友達を作るのが苦手な亜梨沙の苦労は想像できない。

　やがて亜梨沙は、親がパソコンを買い替えたので古い物をもらい、インターネットに出会う。休日も家にいることが多かったせいもあって、亜梨沙のパソコンはネットに繫つながっている時間がしだいに長くなっていった。

　インターネット依存という言葉が頭をよぎったが、その基準は何か。今は誰だれもがパソコンや携帯電話でネットをしているし、生活に欠かせないものになっている。亜梨沙が重度のそれなのかはわからなかった。

「その、なんつーか、学校は嫌いやだったのか？」

「ううん。そんなんじゃないの。たくさんってわけじゃないけど友達もできたし、でも、ネットも面おも白しろいなって……」

　凛りん子こもネットで色々と楽しんでいるようだが、そんなにいいものなのか。

　最初は自分の好きな漫画や歌手を応援している人のサイトを眺めているだけだった亜梨沙だが、段々と掲示板に書き込んだりして、ネット上での交流を持っていく。そうした中で気づいたのが、顔も知らない他人だからこそ、気兼ねなく話ができるということ。文字通り顔色を窺うかがわなくていいし、同じ趣しゆ味みの人間が集まっているので話が合う。たまに変な奴やつがやって来て暴ぼう言げんを吐いていたそうだが、みんなで追い払ったりした。知ってるぞ。「荒らし」とかいう奴だ。

「へえ。亜梨沙は自分でホームページ作んなかったの？」

　何気なく訊きいてみると、亜梨沙は露ろ骨こつに目を泳がせた。

「作ってみたことはあるんだけど……。今はもう閉へい鎖さしちゃったの。その、勢いで作っちゃったっていうか、もう忘れたいっていうか、あの時は勘違いしてたっていうか……」

　なんとなく察した。

「わかった。もう訊かん」

「……ありがと」

　誰にだって消したい過去がある。友達から借りたアダルトなＤＶＤを深夜にリビングのプレイヤーで観みて、取り出すのを忘れて寝てしまい凛子に発見され、「兄にいちゃん、毛がないのが好きなんだね」と言われた中二の春のような。

　ともかく、そんなふうにして亜梨沙にとってネットは欠かせないものになっていった。その亜梨沙がネットゲームに興きよう味みを持つのは必然的なことだろう。

　ちょうど勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインがリリースされて間もない頃ころで、亜梨沙はネットゲームデビューをした。どうして勇ゆう魔ま戦せん争そうを選んだのか訊きいてみると、グラフィックが好みだったらしい。

　魔ま王おう軍ぐんで始めたアリサは、最初は僧そう侶りよだった。そこでも仲良くなったプレイヤーとパーティを組み、楽しくやっていた。この亜あ梨り沙さを社交的にしてしまうインターネットとは、つくづくすごいものである。

　だが、事件が起きる。

「裏切られた？」

　こくりと亜梨沙は頷うなずいた。

　アリサは長くパーティを組んでいた仲間に裏切られ、集めてきたアイテムやお金を奪われてしまったという。どんな方法かはわからないが、しかも被害者であるアリサはパーティ内で逆に悪者扱いされ、追放されてしまった。

「きっと、最初からそうするつもりで、パーティの人に私の悪口とか言ってたみたいなの」

「何だよそれ！　そいつの家に毎日ピザ注文して送りつけてやる！」

「家なんてわからないよ……。あと、ピザ屋さんに迷惑だよ」

　マジメに返されると困る。凛りん子こだったら「ピザ？　ぬるいぬるい。私なら首のとれた人形を二日置きに送り続けるね」と言うだろう。頼もしいが、兄として妹の将来が心配でもある。

　ネットの特徴である素性を知らないというのが裏目に出たな。仕返しができない。

　身ぐるみ剝はがされてパーティを追い出され、亜梨沙は途方にくれた。もうゲームを辞めてしまおうかと悩んでいると、声をかけてきたプレイヤーがいた。それが先代の魔王だった。

「まさか追おい討うちのＰＫか？」

「ううん。魔王さんは私のことを助けてくれたの。当面の装備も買ってくれて、私の話も親身になって聞いてくれたし……」

「何だそのいい魔王は」

　と言っても勇魔戦争に職しよく業ぎよう選択の自由はないので、職業と性格を結びつけるわけにはいかない。その魔王だって運良く魔王になれただけだろうし。

　先代魔王は勇ゆう者しや軍と戦うために、自軍のプレイヤーの戦力を把握するべく声をかけて回っていたらしい。その最中に不幸のどん底にいたアリサに出会った。

　それから亜梨沙は魔王と交流を持つようになって、四し天てん王のうにも紹介してもらう。人数の関係で四天王に入ることはできなかったが、頻ひん繁ぱんに魔王城に出入りするようになる。ちなみに亜梨沙を裏切った奴やつは、事情を知って激げき怒どした四天王にボコボコにされた。

　先代魔王は今までいくつものネットゲームを経けい験けんしてきたベテランゲーマーで、過去に亜梨沙のように裏切られたことがあって放っておけなかったとのこと。

「魔王さんがいてくれなかったら、きっと私は勇魔戦争をやめてたと思う」

「ネットゲームやってる奴がみんなその魔王みたいな人だったらいいのにな」

「うん。でも、色んな人がいるから……」

　裏切られた時、亜あ梨り沙さはきっと恨うらむよりも悲しくなったのだと思う。

　勇ゆう魔ま戦せん争そうの参加者も徐々に増えてきて、領土の奪い合いも活発になってきた頃ころ、魔ま王おうは引退を四天王と亜梨沙に告げた。突然のことに亜梨沙も驚おどろいたという。

「また急だな」

「あのね、魔王さんって弁べん護ご士しを目指している人だったの。それで、八回目で司し法ほう試し験けんに受かって、司法修習生になるの。だからもう忙しくてゲームはできないだろうって」

「そりゃすげえ。頭いい人なんだな」

　ネットゲームをやっていなければもっと早く受かったのではないかと思ったが、それは言わない約束だ。

「それで、『魔王の権利はアリサに渡す』って……」

「ん？　魔王になれる権利って人に渡せんの？」

　麻ま未みから聞いた話では、勇者か魔王が倒されると、マップ上のどこかに指ゆび輪わが出現するはずなのだが。

「私も知らなかったんだけど、そうみたい。その人の意志で譲じよう渡とする分には自由らしいの。指輪をあげればいいんだって」

　勇者と魔王になったプレイヤーにしかわからないことだ。麻未も知っているのだろうか。

「んで、亜梨沙が魔王になったわけか」

　亜あ梨り沙さは無言で頷うなずいた。

　四し天てん王のうのうち一人ひとりは、「後継者は四天王から選ぶべき」と主張した。まあ、それが普通だ。でも先代魔王は「アリサならいい魔王になれる」と言ってアリサに魔王を継がせた。「いい」と「魔王」が矛む盾じゆんしている気もするが、先代はアリサの中に魔王の素質を見出みいだしたのだろう。残り三人の四天王は賛さん成せいし、反発していた一人も諦あきらめるような形で魔王アリサを認めた。

　こうして現在の魔王、アリサが誕たん生じようした。今こ年としの二月のことである。

「魔王って何すればいいかわからなくて、まだ何もしてないんだけど……」

「ちょっと待て。じゃあ俺おれの知ってる魔王の噂うわさはどうなんだ？　あれもお前なのか？」

　アイテムのために味方をＰＫし、勇者軍は卑劣な罠わなで倒す。理り央おが聞いた魔王はそういう奴やつだ。そういえばバスでそのことを亜梨沙に話した時、反応が鈍にぶかったような気がする。あれは知らないゲームの話だからじゃなくて、自分のことを言われていたからだったんだ。

　まさか亜梨沙は、ネット上では性格が変わってしまうのか。

「違うの。あのね、魔王軍に悪いＰＫがいるって聞いて、やめてもらおうと思って探してるんだけど、いつも一歩遅くて……」

　昨日きのう、理央が襲おそわれたように、悪質なＰＫ野郎は魔王側にもいるらしい。魔王として注意するためにそいつを探しているのだが、亜梨沙が現場に着く頃ころには逃げられていて、そこには被害者と魔王アリサだけが残っている状態を目もく撃げきされてしまう。そうなれば、誰だれだって魔王がやったと思う。

「お前じゃなかったのか」

　素直に安心した。一度裏切られたことのある亜あ梨り沙さがＰＫなんてするはずがないし、そもそも亜梨沙の性格でＰＫはあり得ない。

「信じてくれるの？」

「当たり前だろ。っていうか、要領悪いところがお前らしい。よく貧乏くじ引くよな」

「もうっ……」

　拗すねた素振りを見せるが、それ以上反はん論ろんしないところを見ると、少しは自覚があるようだ。

　すると、画面上に新たなキャラクターが現れた。「素もと子こ」という名前で、弓を装備していた。職しよく業ぎようは狩人かりうどか。

「もしかして四し天てん王のうか？」

　亜梨沙は頷うなずき、滑なめらかにキーを打った。

「こんにちは。一週間ぶりですね」

「お疲れー。サークルの合宿にいってたのよ。あれ？　ログイン早くない？　あ、始業式だから帰り早いのか。新しい高校はどう？」

「サークル」という単語から、どうやら素子というのは大学生で、亜梨沙が高校生なのも知っているらしい。さらには転校したということも。

　亜梨沙はちらりと理り央おを見てから返事を打った。

「実は小さい頃ころに住んでいた町で、幼おさな馴な染じみと同じクラスになれたんです」

「マジ？　すごくない？　それ運命じゃん！　もしかして幼馴染って男？　イケメン？」

　この素子、ぐいぐい来るぞ。ノリのいい女子大生という感じだ。キャラクターの吹き出しから星のマークがどんどん出てくる。

　本人がいる状態で質問されて、亜梨沙は答えに詰まってしまった。素直にイケメンだと答えればいいのに。

「ちょっと貸せ」

「あ……」

　理央はキーボードを引き寄せ、アリサのセリフを打った。

「うん。腸イケメンになってた」

　変換ミスった。

「腸とかウケるんですけど！　こりゃ来るね『臓ぞう物もつ系けい男子』！」

　新しい流行の予感。がしない。

「りーちゃんっ。勝手にもう……」

「悪い悪い」

　キーボードを返したところで、また一人ひとりキャラクターが魔ま王おう城じようにやって来た。名前は「七なな海み」で、ナイフを装備しており、外見からすると盗賊のようだ。ここに来たということは彼女も四し天てん王のうの一人ひとりだろう。

「やっほー」

「あ、七なな海みさん。体の方はいいんですか？」

　亜あ梨り沙さから気き遣づかいの言葉が出る。病気でもしていたのだろうか。

「平気平気。ま、バリバリ臨りん月げつだけどね」

　妊婦さんかよ。しかも臨月って出産間近じゃないか。

「男の子か女の子かって聞いてないんでしたっけ」

　素もと子こが訊きくと、七海は「生まれる時までのお楽しみ」と答えた。四天王らしからぬ会話だが、人間がプレイしているのだからこれが普通なのかもしれない。学生もいるし主婦もいる。

「アリサちゃん、これからクエストいくんだけど、どう？」

　素子が誘うと、亜梨沙は「用事があるから」と断った。用事というのは噓うそだが、理央をそのままにしてゲームをするわけにはいかないと思ったのだろう。確たしかにこのまま亜梨沙が魔王を操あやつっている姿を見ているのは複雑だ。

　結局、クエストには素子と七海がいくことになった。四天王だけあって二人ふたりともレベルが高い。かなり難なん易い度どの高いクエストに挑むに違いない。

「じゃあまたね。出産したら子育てあるし、みんなと遊べるのもあと少しかもね」

「そんなあ。寂しいこと言わないでくたさいよー」

「あ、お腹なか蹴けった」

「マジ!?　やべー！」

「分ぶん娩べん室しつにもネットあれば実況するんだけどねー」

　そんな会話をしながら二人ふたりは城を出ていった。

　亜梨沙はログアウトすると、「お茶、おかわり持ってくるね」と言って部へ屋やを出ていった。正直、助かった。なんて声をかけていいのかわからない。

　四天王の二人と会話していた時間は短かったが、キーを打つ亜梨沙の横顔を見れば、とても楽しそうだった。理り央おがいなかったら、もっとたくさん会話やクエストを楽しんでいただろう。

「素子」も「七海」も、きっと本名じゃないし、どこに住んでいるかもわからない。インターネットという世界の中の、文字とグラフィックだけの繫つながり。だけど、いや、だからこそできる付き合いというものがある。

「お待たせ」

　二杯目のお茶を持って、亜梨沙が戻ってきた。

「サンキュ。……仲良さそうだったな」

「先代の魔ま王おうさんがいた頃ころからずっと同じメンバーだから。クエストに行かずにお喋しやべりばっかりってこともあるよ」

「転校のことも知ってたな」

　驚おどろいたのは、転校とか妊娠とかプライベートなことまで明かしているということ。もちろんそれだけの情報で現実での本人が特定されてしまうようなことはないし、危険ではないだろうが、「そこまで話したんだ」という気持ちはある。

「転校前は不安だったから、相そう談だんしてたの。七なな海みさんも初めての出産で気持ちが沈んじゃうことがあって、みんなで励ましてたりしてたんだ」

　それはもう、友達といっていいのではないか。顔も知らない、年ねん齢れいもバラバラ、性別もわからない。でも友達。

「なんつーか、俺おれにはわからない世界だ……」

「勇ゆう魔ま戦せん争そうをやってれば、りーちゃんにもネットの友達ができるかもしれないよ」

　むしろネットゲームをしているのに、周りがクラスメイトばかりという方が変なのだ。

「んー、どうだかな。……亜あ梨り沙さは、四し天てん王のうたちとマップを統一したいのか？」

　統一するということは、同時に麻ま未みを倒すということでもある。このゲームをやっている以上、統一へ向けてプレイするのは当然だ。

　しかし、亜梨沙は小さく首を横に振った。

「今は勇ゆう者しや軍ぐんに押されてるから、まずは奪われた領地の奪回から始める予定かな。攻め込むのは慎重にいこうって思ってるの。統一したら進めるマップも気になるけど、焦って負けちゃったら意味ないし……」

　亜梨沙に自覚はないかもしれないが、視し線せんが泳いで定まらない。理り央おは亜梨沙の言葉から、隠された気持ちを読み取った。

「お前は、今を続けたいんだな」

「……。りーちゃんは、何でもわかっちゃうね」

　四天王というネットの友達。亜梨沙は彼、彼女たちをとても大切に思っている。素もと子こたちと話す亜梨沙の表情がそれを物語っている。現実の友達は転校すると疎そ遠えんになってしまうが、ネットの友達に転校は関係ない。パソコンがあれば分身であるキャラクターを通じて会い、会話ができる。

　理央も一度、亜梨沙という友達を失っている。もう会えない悲しさは知っているつもりだ。そして理央以上に友達との別れを味わってきた亜梨沙は、いつでもどこにいても会える友達を必要としているのかもしれない。

「ネットここ」が亜梨沙の居場所なのかもしれない。

「エスパーみたいに言うなよ。お前がわかりやすいんだ」

　亜梨沙は「えへへ、そうかな」と笑った。

「素子さんも七海さんも、あと二人ふたりの四天王も、みんないい人なの。私は少しでも長く、みんなと一いつ緒しよにお喋しやべりしたりゲームをしていたい。だから……負けるわけにはいかないの」

　魔ま王おうは一度でも死んだらキャラクター自体が消滅する。魔王アリサが死んだら、亜あ梨り沙さはまた新しいキャラクターでゲームを始めることになる。それによって四し天てん王のうとの関係はどうなるか。変わらないかもしれないし、変わるかもしれない。新しい魔王がどんな奴やつになるかも予測がつかない。訪れる未来がわからない以上、現状を維持するしかない。

　亜梨沙には負けられない理由がある。魔王を続けなければいけない理由がある。

　そして自分は、魔王を倒す側にいた。

「どうして俺おれに話してくれたんだ？」

　この事実を知って、正直困っている。だが、困らせる目的で亜梨沙が話すわけがない。

「このままりーちゃんに隠していても、いつかは私が魔王だってわかる日がくるかもしれない。私と一いつ緒しよにいるりーちゃんは魔王軍のスパイだって思われちゃう。そうしたら、りーちゃんがいじめられちゃうんじゃないかって……」

　幼おさな馴な染じみとして、クラスメイトとして、これから理り央おが亜梨沙と一緒にいる時間は多くなるだろう。むしろそうしたいと思っている。再会した幼馴染と、離はなれていた時間を取り戻したいと思っている。でも何かのきっかけで亜梨沙が魔王だと知れ渡ったら。親しん衛えい隊たいでありながら敵のボスと仲のいい理央は、勇ゆう者しや軍ぐんからの嫌けん疑ぎを免まぬがれない。当然、麻ま未みにも嫌われ、パーティを追放されるに違いない。しかもゲーム内だけではなく、現実の世界にも悪い影えい響きようが出るはずだ。

　だからといってこうやって知ってしまってた以上、もう親衛隊として普通のプレイなどできるはずもない。

「お前が魔王で麻未が勇者って時点で、俺は八方ふさがりだったわけね」

　そういうことだ。

「ごめんなさい……。りーちゃんがスパイ呼ばわりされるのが嫌いやだって言ったけど、本当は隠し事をしてるのが辛つらいっていう私のわがままなんだと思う」

「謝あやまんなよ。そりゃ魔王なのを隠したまま俺や麻未と同じ教室にいるのはきついもんな。普通だよ普通。わがままじゃねえって」

　ディスプレイの前に座る亜梨沙は、隣となりに立つ理央を見上げ、微笑ほほえんだ。

「優やさしいね」

「昔からだろ」

「そうかな。小さい頃ころはよく泣かされてたよ。りーちゃん、私にいたずらばっかりするんだもん」

「それはすまん。でも、いたずらは昔から得意でな」

「ふふ。変わらないね」

　理央も笑ってみせるが、頭の中では思考がぐるぐると回っている。もちろん、論ろん点てんはこの一つである。

　どうすりゃいいんだ。

「すまんついでに、今日きようは帰らせてくれ。悪い頭で上う手まいこといかねえか考えてみる」

「……ごめんね」

「だから謝あやまるな。あと、そのうち凛りん子こにも会ってやってくれ。喜ぶから」

「うん。おばさんにも挨あい拶さつしたいから、お邪じや魔まするね」

　亜あ梨り沙さはエレベーターまで送ってくれて、理り央おは「また明日あした」と言って別れた。

　結果だけ見れば、「女の子の部へ屋やにいって何一つ行動を起こせなかった男」という情けないものであるが、そんな気を起こすような状況ではなかった。

　マンションを出ればすぐ駅だが、理央は逆方向に歩いた。少し歩いて考えよう。

　正直なところ、インターネットに思い入れのない理央には亜梨沙の気持ちはわからない。だから亜梨沙に「俺おれにもその気持ちはわかる」とは言えない。言ってしまえば、途と端たんにその言葉は安っぽくなる。

　考えてみると亜梨沙には言ったが、どうするかなんてほとんど決まっていた。

　理央にできるのは気持ちを理解するのではなく、ただ単純に、亜梨沙の味方になるということ。亜梨沙に再会して、亜梨沙の声を聞いて、昔の記き憶おくや思い出が蘇よみがえってきた時、自分は亜梨沙を守っていかなければいけないのだと強く思った。おそらく幼い頃の自分も同じような感情を持っていたのだろうが、その感情を理解できるほど頭が成長していなかった。でも今ならわかる。

　もちろん、理央が勝手にそう思っているだけであって、亜梨沙にとっては迷惑なのかもしれない。が、亜梨沙の都合などはどうでもいいのだ。自分がそう思っているからそうする。相手の都合などいちいち考えていたら何もできない。

　寝返るか。

　勇ゆう魔ま戦せん争そうのキャラクターには、一回だけ「寝返り」のコマンドが許されている。文字通り、所属する軍を変更するのだ。何度も使えないのはスパイ行為を防ぐためだ。魔ま王おう軍ぐんに入れば、亜梨沙と戦わなくて済む。麻ま未みとは敵対することになるが、「敵として麻未と戦ってみたい」とでも言えば、麻未ならわかってくれるだろう。事実、わざと麻未と戦うために魔王軍でゲームを始めた奴やつもちらほらといる。麻未のことだから「いつでも挑戦待ってるよ」くらい言うに違いない。

　そうと決まれば、帰ってゲームを起動して魔王軍に寝返ろう。魔王城にいって亜梨沙を驚おどろかせてやろう。

「ん？」

　駅に向かって踵きびすを返した時だった。すぐ近くの喫茶店の中に知った顔を見つけた。

　麻未である。

　しかも男と一いつ緒しよ。しかも四十過ぎのおじさん。しかもおじさんは麻未にお金らしき物を渡そうとしていた。

　そういえば麻ま未みは用事があると言っていた。

　結けつ論ろんが出るのに時間はかからなかった。

　まずいぞ。これはヤバいところに遭遇してしまった。

　喫茶店の前で硬直してしまった。そして完かん璧ぺきに店内の麻未と目が合った。あっ、と目を丸くする麻未。全力疾走する理り央お。

　どうして走り出したかわからないまま、しかし止まるわけにはいかないまま、理央は駅まで来ていた。

　着信。麻未から。

　出るしかない、よなあ。

『あ、理央くん？』

「麻未！　俺おれ、誰だれにも言わないからな！　絶対に言わない！　だからすぐにそういうことはやめた方がいい！　わかる。お前にお金を払いたくなるおじさんの気持ちはわかる！　でもやめるんだ！」

『わかるってそっちかい！　……もう、誤解だから説明させてよ。さっきのお店に来て。おじさんは帰ったから』

「いったらお前とおじさんはグルで美人局つつもたせとかにならないよな」

『妄想広がり過ぎ！　あと『つつもたせ』って読むんだよ』

「し、知ってるよ！」

『はいはい。じゃあ待ってるね』

　電話が切れ、理央は乱れた息を整ととのえつつ走ってきた道を戻った。麻未からは援助交際をしているところを見られた焦りは感じられなかった。あと一つ賢かしこくなった。

　さっきの喫茶店に麻未はいて、おじさんは本当に帰ったようで姿は見えなかった。

　まだ暑い外に対して店内は涼しく、急速に体が冷えていく。

　麻未はレモンティーを飲んでいた。

「喉のど渇かわいてるだろうからコーラ頼んでおいたよ」

「どうも」

　間もなくコーラが届いて、理央は一気に飲み干した。おしぼりで首に滲にじんだ汗を拭ぬぐう。

「エンコーしてると思った？」

　制服姿の麻未は、単刀直入に訊きいてきた。

「あんなの見たら誰だってそう思う」

「だよねー。誤解されるのが嫌いやで学校から離はなれた所にしたつもりだったんだけど、まさか理央くんがいるなんてね。家、この近くなの？」

「いや、亜あ梨り沙さの家が近くなんだ」

　すると麻未はにやりと笑った。

「亜あ梨り沙さちゃんの家にいってたの？　理り央おくん、手が早いんだねー」

「ち、違ちげえよ！　誓って言うが、俺おれは亜梨沙に指一本触ってねえ」

　それどころじゃない。亜梨沙が魔ま王おうだったんだとは口が裂けても言えない。目の前にいるのは勇者なのだ。

「それもそれで男としてどうなの？」

「正解を教えろ！」

「あはは。ま、理央くんの奥手っぷりはともかく、私の誤解を解いておくね。……さっきの人、お父とうさんなの」

　あっさりと語られた事実に、理央は拍子抜けしてしまった。父と娘が会うなんて普通のことじゃないか。むしろ高校生の娘と父親が喫茶店でお茶をするなんて、仲がいい証拠である。

「なんだ。びっくりさせやがって」

「ま、両親離り婚こんしてるから、こうやってたまに会ってるってわけなんだけどね」

　重かった。

「……やめてくれ。俺、そういうの聞くの苦手なんだ」

「得意な人はいないよ。そんなに真剣に受け止めなくていいって。私はお父さんもお母かあさんも好きだし、ずっとお父さんのことは尊敬してる」

「いや、お前が気にしてないならいいけどさ……」

　さすがに離婚とかいう単語を出されたら気を遣つかわずにはいられない。さっきおじさんが渡そうとしていたのはお小遣いか。たまにしか会えない娘にお小遣いをあげようとする姿だったと思うとなんだか切ない。

「というわけで、理央くんが想像したようなことじゃありませんでした」

「いくら払えばお前とデートできるか考えて損した」

「あはは。そうだなあ、理央くんだったら三千円でいいよ」

「やっぱ取るのか！」

　いや、麻ま未みとデートとなれば破格か。って、マジメに考えてどうする。

「そりゃあ、私は安くないよ？」

　麻未はレモンティーのおかわりを頼んだ。理央もコーラを頼む。

「親おや父じさんとは定期的に会ってるのか？」

「うん。その度たびにお小遣い渡そうとするから困っちゃうよ。そんなに困ってないって」

「やっぱりあげたくなるんじゃないか？　俺の爺じいちゃんとかそうだし」

「わかるんだけどね。だからもらったお小遣いは全部貯金して、誕たん生じよう日びに何か買ってあげようかなって思ってる」

「どんだけいい娘だよ。泣くぞ親父さん」

　宇う留る野の麻未というクラスメイトは、外見も性格も完かん璧ぺきだった。そりゃ人気も出る。

「親権はお母かあさんだけど、私はお父とうさん子なんだ。家庭の事情を知られちゃったついでに教えてあげる。みんなには内ない緒しよだよ？」

　麻ま未みは人差し指を口にあてる仕し草ぐさ。かわいいな本当に。

「何だよ」

「んー……やっぱりどうしよっかなー」

「そこで焦じらすのかよ。すっげー気になるじゃんか。眠れなくなったら夜中に電話するからな」

「ふふ、冗じよう談だん。……勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインを作ったの、お父さんなんだ」

「……え？　マジ？」

　はっきり聞こえていたのに訊きき返してしまった。

「マジ。お父さんはゲーム会社に勤めてて、勇魔戦争の開発責任者。今も運営に関かかわって私たちが楽しめるように頑張ってるの」

「すげえじゃん」

　としか言いようがなかった。

　麻未の父親は、理り央おたちが生まれる前からゲーム業界にいて、ソフトの開発に携わってきた。理央は見たこともないが、初代プレステのソフトとかを作っていたらしい。

「小さい頃ころは、ゲームを作ってるお父さんが自慢だった。周りが『すごーい』って羨うらやましがるのが嬉うれしかった」

「みんなゲーム好きだからな。作ってるって聞いたらすげえってなるさ」

　しかし、ゲーム機きの主流が据え置き型から携帯型へ変わっていき、さらにソーシャルゲーム、オンラインゲームが盛んになっていくに連れて、父親の会社はその波に乗れず業ぎよう績せきが下がっていってしまう。

　このままでは倒産は免まぬがれない。仮に倒産を回かい避ひしたとしても、他社に吸収合併されてしまう可能性もある。そうして立ち上がったのが、会社の未来をかけたオンラインゲームの開発だった。過去の実績から、麻未の父親が開発責任者に抜ばつ擢てきされる。

　しかし大きなプロジェクトだけあって、父親は仕事に追われ、家に帰れない日が多くなった。この辺りから、両親の関係がおかしくなっていったという。父親としても複雑だっただろう。家族を養うためには働くしかない。ゲーム開発を成功させるしかない。だけど代わりに家族との時間を失ってしまう。

「それで、ついに離り婚こん。私が中一の時。お父さんは相変わらず忙しくて、私はお母かあさんの方にいくしかなかった。辛つらかったけど、これでお父さんは仕事に専念できるって思ったら、これでもいいのかなって……」

「おい、泣かせるなよ」

「あは。ごめんね。それから一年くらいして、勇魔戦争が完成したの。私はずっと楽しみにしてて、もちろんリリースと同時に始めたよ。あの感動は忘れられないね」

　勇ゆう魔ま戦せん争そうを憎む。という選択肢も麻ま未みにはあったように思う。父親がその開発に携わらなければ、麻未の家族は今も一いつ緒しよだったかもしれないのだから。でも、麻未からそんな感情は伝わってこない。向かいの席でレモンティーを飲むのは、ただ純粋に、父親の作ったゲームを楽しむ娘だった。

「他ほかの奴やつとは思い入れが違うな」

「まあね。あ、勇ゆう者しやになったのは本当に運だからね。お父さんに裏技とか聞いたわけじゃないからね」

「そこは疑わねえよ。好きなゲームでズルするのは失礼になるもんな」

「ありがと。今もまだ会社の経営は厳きびしいみたいだけど、勇魔戦争のユーザーはじわじわ増えてるみたいだし、私ももっと宣伝しないとね」

「もう麻未が広告塔になって、水着の写真配って回れば一気に増えるんじゃね？」

「理り央おくんのエッチ」

「まさか。俺おれほどの紳士もいない」

　いや、水着よりも婦ふ警けいのコスプレの方が。

「そーゆーことにしておいてあげよう。で、こうやって会った時は、勇魔戦争の感想とか、プレイ中に気がついたことを教えてるの」

　ユーザーから生の声を聞けるのだから、参考になるだろう。

　離り婚こんした父親と娘、開発者とユーザー。現実で離はなれてしまった繫つながりが、インターネットを通じて繫がっていた。

「娘が楽しくゲームしてるなら、親おや父じさんも嬉うれしいだろうな」

「うん。でさ、マップを統一するといける次のマップってあるじゃん？　お父とうさんは話したがってるんだけど、フェアじゃないから聞かないようにしてるの。それでこれは私の予想なんだけど、神の領域だと思うんだ」

「神？」

「そ。勇ゆう者しやと魔ま王おうの世界を創つくった神がいる世界。統一すれば、創造主に挑めるってわけ」

　あくまで麻未の推測の域は出ないが、あり得る話だ。そして創造主とはつまり、勇魔戦争を、ゲームを作った存在。

「敵は開発スタッフってか？」

「面おも白しろそうじゃない？　ユーザーが作り手と戦えるなんて絶対楽しいよ。んで、ラスボスはスタッフの中で一番偉い人」

「親父さんか」

「だったら最高だよね」

　麻未の瞳ひとみは輝かがやき、まるで新しいおもちゃを買ってもらった子供のようだった。ゲームを作っている父親と、父親が作ったゲームが本当に大好きなのだ。

「ホントかどうかはわからんが、統一してみる価値はあるな」

「うんっ。だから私は絶対にマップ統一をしてみせる。魔ま王おうにも負けない。こうやって全力で遊ぶのが、親孝行だと思うんだ」

「完かん璧ぺきに同感だ。俺おれもいくらでも協力するぞ」

　ドラマみたいに素す晴ばらしい話じゃないか。さらには、麻ま未みのことを他ほかの奴やつよりも知っているという優ゆう越えつ感かん。加えて、ここまで話してくれたということは、麻未は自分を他の男子より良く思ってくれているのではないかという期待感があった。

「じゃ、約束通り、今夜から特訓だからね」

「おう、任せとけ！」

　気前よく麻未の分まで支払いをして、理り央おは家路についた。







　家に帰るとすぐに葉は月づきさんの電源を入れた。無む線せんＬＡＮも調ちよう子しがよさそうだ。見えないけど。

「ねえ兄にいちゃん。亜あ梨り沙さちゃんが転校してきたんだって？　どんな感じ？　かわいくなってた？」

　制服姿の凛りん子こが部へ屋やに入ってきた。理央もかつて通っていた凛子の中学校はセーラー服を採用している。向かって左側に髪をたらすサイドポニーで、淡い緑のシュシュで髪をまとめていた。
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「かわいくっつうか、亜あ梨り沙さは昔っから亜梨沙だからなあ。そうそう、お前が持ってる漫画のキャラみたいだったぞ」

　漫画のタイトルを教えてやると、凛りん子こは「なるほどー。髪のばしたんだね」と、今の亜梨沙を想像したようだった。

「で、兄にいちゃんは亜梨沙ちゃんと会えてテンション上がってクラスメイトの前にもかかわらず大はしゃぎして質問コーナーとかやっちゃったわけだ」

「……お前エスパーなの？」

　まるで見ていたかのようだ。

「これでも兄ちゃんの妹だからねー。前みたいにいじわるして泣かしちゃダメだよ」

「もう子供じゃねえよ。そのうち連れてくるから、楽しみにしとけよ」

「オッケー。亜里沙ちゃんを『お姉ねえちゃん』って呼ぶ日も近いかもねー」

「こ、このおしゃまさんめ！」

　兄を戸惑わせて妹は部へ屋やを出ていった。まったく、困った奴やつだ。

　亜梨沙がかわいくなっていたかなんて、うん、そうだな、まあ、かわいくなってた、気がする。前髪や雰囲気のせいで地味に感じてしまうが、肌は白くて、整ととのった顔立ちだ。しかしこれで男子に人気が出るようだと、複雑な気分だな。いや、別に付き合っているわけでもないのだが。

　とにかく今は勇ゆう魔ま戦せん争そうだ。麻ま未みの家庭の事情や勇魔戦争にかける思いを知った以上、パーティとして協力をしなくては。そのためには何よりもまずレベル上げだ。麻未との約束は夜だから、それまでに一人ひとりで少しでもプレイしてゲームに慣なれよう。

　強くなって、勇ゆう者しやマミと一いつ緒しよに魔王をボコボコにしてやる。

　首洗って待ってろよ魔王。

「…………あ」

　ぴたりとマウスに添えた手が止まる。

　魔王、亜梨沙じゃん。

「のわああああああああぁぁぁぁぁう！」

　この理央の絶叫は家の外まで響ひびき、隣となりの家のおばさんは初はつ島しま家けに強盗が入ったかもしれないと思って通報寸前だったという。













　　　　第３話　クロワッサンとカラオケ







　大型のモンスターが倒れ、死んではいないが動かない。銀と青の鎧よろいを装備し、鍔つばに緑の宝石が埋め込まれた剣を振るう勇ゆう者しや、マミが叫んだ。

「麻ま痺ひらせたから今のうちにとどめ刺して！」

「おう！」

　料コ理ツ人クリオはフライパンで動かないモンスターを殴る。低レベルながら親しん衛えい隊たいからの援助で装備だけはそれなりの物を揃そろえ、さらにマミの補助魔ま法ほうで攻こう撃げき力りよくが上昇しているので、普通なら瞬しゆん殺さつされるような強いモンスター相手でもなんとかダメージを与えることができた。モンスターは断末魔の叫びと共に消えていく。

　とどめを刺したプレイヤーには経けい験けん値ちが多く入るので、マミはダメージを調ちよう整せいしてくれているのだ。

　なんと一度に３レベルも上がった。ログインしてから二時間ほどで、１だったレベルは１９にまで達していた。まだまだマミや他ほかの親衛隊には遠く及ばないが、どんどん強くなっていくのは気持ちがいい。ＲＰＧでずっとメインで使われず、物語後半になってレベル上げに駆り出されたキャラクターの気持ちがわかった。

「いい調子だね。もう操そう作さには慣なれた？」

「少しずつな。これさ、コントローラー買った方がいいのか？」

「あ、やっぱり使ってないんだ。そんな感じしたよ。コントローラー……っていうかゲームパッドはあった方がいいよ。私も使ってるし」

　慣れもあると思うが、マミの方が明らかに動きが滑なめらかなのだ。明日あしたにでも買いにいこう。

　麻ま未みとのレベル上げは夜の八時過ぎに始まった。メールで連絡を取ってログインし、すぐに合流して強いモンスターが出る地帯へ。攻撃を受けたら即死するリオをマミは引っ張っていき、「あれ倒そう！」と突っ込んでいく。同じパーティなのでその場にいれば経験値が振り分けられ、初戦はマミだけで倒したのにリオは５レベルも上がった。「レベル上げ」と言えば単調作業でつまらない印象しか持っていなかったが、これは楽しい。

　しかも今夜は他の親衛隊はログインしておらず、麻未と二人ふたりきりなのだ。存分にお喋しやべりができる。

　それにしてもマミは圧倒的な強さだ。能力値が優ゆう遇ぐうされている勇者だというのもあるが、キャラクターを巧たくみに操作してほとんどダメージを受けずに敵を倒していく。昨日きのうだったら相当やり込んでいるなあくらいにしか思わなかっただろうが、このゲームを作ったのが誰だれで、麻未の思いを知った今、きゅっと胸が締しめ付けられる。麻ま未みは今まさに親孝行をしているのだ。

　ちなみに理り央おたちがいるこの森は勇ゆう者しや軍ぐんの領土なので、モンスターは出るが魔ま王おう軍のプレイヤーに遭遇する可能性は低い。仮に出くわしたとしてもマミが一掃してしまうだろうし、敵も準備なくマミに挑むはずがない。

「リオくーん、お腹なか空すいたー」

　とマミが言った。現実のことなら「勝手に何か食ってろ」と言いたいところだが、マミの発言はゲームのシステムに関係している。

　最初、料コ理ツ人クなんて何の役に立つのか理央はわからなかったが、勇ゆう魔ま戦せん争そうのシステムを理解すると、料理人の役割がはっきりした。

　勇魔戦争には０になると死亡となるＨＰ、魔法やスキルを使用するのに消費するＭＰに加え、キャラクターのお腹の空き具合を示す「空腹値」が設定されている。現実の人間と同じく、定期的に食事を摂とらないと各ステータスが低下してしまうのだ。そのため、村や町を離はなれて冒険する際は保存食を持っていく必要がある。

　しかし、料理人が習得できる「調ちよう理り」スキルがあれば、マップ上で手に入る果物やモンスターから得られる肉などを使ってその場で食事を作ることができる。保存食はただ腹を満たすだけだが、調理スキルのレベルに比例して美お味いしい料理が作れるようになると、「士気」を上昇させることもできる。誰だれだって缶詰よりも出来立ての料理を美味しいと思うに決まっている。

「士気」は通常の補助魔法では上昇させられない値で、クリティカル率や敵と鍔つば迫ぜり合あいになった時の勝率、合体技の成功率に関かかわってくる。料理以外では、一部のスキルでしか上昇させることができない。

　さらには料理人がパーティにいると保存食を持ち歩く必要がなくなるので、それだけ他ほかのアイテムを持っていけるようになるのだ。まあ、料理人が死ぬとパーティは飢うえ死じにの危き機きに晒さらされるのだが。

「調理」スキルは料理人だけのものではないが、他の職しよく業ぎようよりもレベルが上がりやすくなっている。

「わかった。待ってろ。……肉があるな」

　さっき倒したモンスターから生肉が手に入ったので、食材に使う。リオはまだ調理のスキルレベルが低いので、簡かん単たんなものしか作れない。

　調理のコマンドを実行すると、画面上のリオがせっせと料理を始めた。四頭身くらいのキャラクターがフライパンや包丁を動かして、その横でマミが期待を表す星マークを出す。どうでもいいが、そのフライパンは敵を殴るのに使った物ではないのか。

「お待たせ」

「いただきまーす。あ、ちなみに今リアルでクッキー食べてます」

「知るか」

　と言いつつ、理り央おは饅まん頭じゆうを食べている。最初はスナック菓子を用意していたのだが、あっという間にキーボードがべたべたになったのでやめた。食べる前に気づくべきだった。

「よし、お腹なかいっぱい。ここでモンスターを待ち伏せしよう」

「うい」

　空腹が満たされたマミは周囲に罠わなを仕掛け始めた。確たしか罠は主に盗賊のスキルだったはずだが、それまでも習得できるのか。さすが万能である。

「ねえリオくん。亜あ梨り沙さちゃんの家でどんなこと話したの？」

　間をもたせるためか、それとも純粋な麻ま未みの好奇心か、そんなことを訊きいてきた。しかも正直に答えられるような内容じゃない。

「別に。今までどうしてたとか、そんな感じ」

　救いなのはこれがチャットでの会話で、声じゃないから動揺が出ないことだ。考えてから返答できる。

「小さい頃ころによく遊んでたの？」

「ああ。親どうしも仲よくて、俺の妹も亜梨沙に懐なついてたしな。そりゃ毎日遊んでたよ」

「お医者さんごっことか？」

「やっときゃ良かったと後悔してる」

　どこかで同じ画面を見ている麻未は笑っているだろうか。と、マミが吹き出しから笑え顔がおのマークを出した。

「今からでもお願ねがいしてみたらー？」

「捕まるわ！」

　その時、理央の携帯が鳴った。麻未かと思ったら夏なつ樹きだった。まだモンスターも現れていないので出てやるか。

『理央、お前ログインしてるか？』

「してるぞ。麻未とレベル上げしてる。お前はもう寝るんだろ？　じゃあおやすみ」

『だったら電話なんてしねえよ！　俺おれも行くから場所教えろ』

　どう考えても麻未が目当てなのだが教えないとまた明日あしたうるさいので、素直に教えることにした。理央たちがいる所は夏樹にとってモンスターのレベルが高く、たどり着けるか微妙らしいが、気合いで来ると言って夏樹は電話を切った。麻未と一いつ緒しよにゲームをするにも命いのち懸がけである。

「夏樹も来るってさ」

「堀ほつ田たくん？　オッケー。そういえばさ、亜梨沙ちゃんも勇ゆう魔ま戦せん争そうに誘ってみない？　ネットゲームとか興きよう味みあるかな」

　麻未は勇魔戦争のプレイヤーを増やしたいという純粋な気持ちから言っているのだろうが、興味があるどころの話じゃない。お前は今、敵軍のボスを誘おうとしているんだぞ。

　ここは全力ではぐらかす。

「どうだろうな。俺おれから誘ってみるけど、あんまり期待はしないでくれ」

　きっと麻ま未みから声をかけられたら、噓うそがつけない亜あ梨り沙さはしどろもどろになるに違いない。そしてそのまま「魔ま王おうなんです」とかぽろっと言ってしまいそうだし。

「うん。強引に誘っちゃダメだよ」

「はいよ」

　安心しろ。そもそも誘わない。麻未に噓をつくのは気が引けるが、仕方ない。仕方ないのだ。

「亜梨沙ちゃんで思い出したんだけど、魔王の名前ってアリサだよね。やっぱり女の子なのかな」

　そうだよ。

　理り央おは思い切り動揺を顔に出しているが、麻未から見えるはずもない。なんか暑いな、クーラーは動いているんだけど。

「さあ。ネットゲームの性別なんてあてにならないからな」

「だよねー。お父とうさんが言うには、ユーザーの登とう録ろくは男女で半分半分くらいなんだって。絶対に男が多いはずじゃん？」

「ネカマ多いな！　こりゃ魔王も男なんじゃね？」

　お、自然な流れで亜梨沙から遠ざけられるぞ。理央は必死に頭を回転させてキーを打つ。

「かもね。どれくらいのレベルなんだろ。戦ってみたいね」

　理央は今日きよう、亜梨沙が操あやつる魔王アリサの画面を見ているが、レベルまでは確かく認にんしていない。マミは現在レベル４７８。リリース直後からずっとプレイしているマミを超える奴やつはそういないはず。亜梨沙もプレイ歴はかなり長いが、よくて同じくらいといったところだろう。

「魔王とやる前に俺を一人前に育ててくれよ」

「おっとそうだね。多た分ぶん１００まではすぐ上がると思うんだけど、そこからがきついんだよね。寝不足になっちゃうかも」

　睡眠時間を削れということか。授業に体育がある日の前はやばいな。かといってゲームのために学校を休むのもバカらしいし、麻未も好まないだろう。現に麻未は一学期に一度も休んでいない。

「ま、死なない程度に頑張るよ」

　すると画面の端に夏なつ樹きのキャラクターである武ぶ闘とう家かのナツキが映った。麻未に会いたいがために死ぬ気でここまで来たようだ。ＨＰが半分くらいになっているのは、モンスターに襲おそわれて逃げてきた証拠だ。

「宇う留る野のさーん！　ついでに理央ー」

　決してわざとではないのだが、理央は肝心なことを夏樹に伝えていなかった。

　その辺、麻未が仕掛けた罠わながあるぞ、と。

　ナツキが踏んだ地面が爆ばく発はつした。







「まだ起きてたの？　ああ、ネトゲか」

　キッチンでアイスコーヒーをかき混ぜていると、パジャマ凛りん子こが二階からおりてきた。初はつ島しま家けは二階建てで、上の階が理り央おと凛子の部へ屋やになっている。

　現在十一時を少し過ぎたところ。罠わなによって瀕ひん死しになったナツキを回復させようと思ったら複数のモンスターが襲おそってきたのでリオは逃げた。マミが迎むかえ撃うったが不運なナツキは餌え食じきになってしまった。死んだナツキがドロップしたアイテムをいただきつつ、マミとたっぷり三時間のレベル上げをして今日きようは解散になった。

「お前こそまだ起きてんのかよ。早はよ寝ろ」

「もう寝るって。てかコーヒー？　まだやる気なの？」

　普ふ段だん、理央はコーヒーを飲まない。受じゆ験けんの時はたまに飲むこともあったが、あれも眠らないためというよりは雰囲気を出すためだったし。

「おう、まあな。俺おれは高校生だからまだ起きててもいいのだ」

「そんな決まり知らないけど。ま、廃人にだけはならないでね。兄にいちゃんが引きこもりネトゲ廃人とか、友達を家に呼べないから」

「大丈夫　俺はいつでも　健全だ」

「きれいな五七五だけど、そっちの俳人じゃないから」

　冷たい反応である。

　凛子が歯磨きを始めたので、理央はコーヒーを持って部屋に戻った。だいたい、中学生がこんな時間まで起きているというのがけしからん。あいつは何をしているというのか。まさか彼氏と電話とか。いや、彼氏ができたなんて聞いてないし、兄がまだ彼女を作れていないのだから空気を読むべきだ。

　部屋では葉は月づきさんが機き嫌げん良く作動中だ。理央は一度ログアウトしてトップ画面に戻ったところで、カーソルを動かした。

「これしかねえ……」

　誰だれにでもなく、強しいて言えば葉月さんに向かって理央はつぶやいた。

　クリックしたのは「新規」という文字。

　画面はキャラクター作成画面へ。所属を魔ま王おう軍ぐんにして、性別は男、名前は「ハイネ」、そして職しよく業ぎよう選択の質問へ移る。

　質問は前の時とは違った。何十種類とあって、その中からランダムになっているようだ。まさかまた料理人になることはあるまい。

『あなたに適した職業は暗殺者アサシンです』

　やがて職しよく業ぎようが決まった。別に不満はない。料コ理ツ人クと比べたらどれだって使い勝手はいいだろう。

　次に外見の設定。リオは自分に似るようにパーツを選んだが、ハイネはその逆。まったく自分とは違う髪型にして、色も金髪にした。

　こうして魔ま王おう軍ぐんの暗殺者アサシン、ハイネが誕たん生じようした。理り央おが勇ゆう魔ま戦せん争そうで持つ二人ふたり目めのキャラクターである。気のせいか、リオよりもカッコよくなった。リオと逆になるように選んでイケメンになったということは……いや、やめておこう。

　アイスコーヒーを一口。

　魔王軍の領地である村に降り立つと、景け色しきは勇ゆう者しや軍の村と特に変わらない。違うのは、周りのプレイヤーの名前が赤で表示されていること。ついさっきまで勇者軍でプレイしていたので敵に囲まれているような感覚に陥るが、今の自分は魔王軍なのだ。堂々としていればいい。

　どちらも死なせない。

　これが理央の出した結けつ論ろんだった。いや、結論ではないか。ただひたすら保留し続けるための延命策といった方が正しいかもしれない。

　ネットで出会った大切な友達との場所を失いたくない。だから負けられない魔王、亜あ梨り沙さ。父が作った勇魔戦争を全力で楽しみ、マップ統一をして次のステージに進みたい勇者、麻ま未み。

　二人には負けられない理由がある。だけど敵どうしである以上、いつかは戦い、いつかはどちらかが負ける。負ければキャラクターは消滅。亜梨沙は魔王でなくなり、麻未は勇者でなくなる。

　もう自分が情けない。決められない自分が情けない。先に亜梨沙から魔王であることを告白された時、寝返って魔王軍になり、亜梨沙と一いつ緒しよにプレイしようと思った。生意気にも「守る」なんて言葉まで使った。でもすぐに麻未の家庭の事情を知って、麻未の親孝行に協力しようと思った。で、悩んだ結果、キャラクターを二人作成して、どちらの軍でもプレイするという優ゆう柔じゆう不ふ断だんの極みを選択した。

　建前は、二人の悲しむ顔を見たくない。本音は、なんとか上う手まいこといく方法が見つかるまで先延ばしにしたい。

　だから、理央は勇者軍ではリオとしてマミと一緒に戦い、魔王軍ではハイネとしてアリサを支える。二人がぶつかりそうになった時は、陰でこそこそ動いてどちらも負けない、死なない道に誘ゆう導どうする。

　言うのは簡かん単たんだが、実行するのは難むずかしい。勇者と魔王のプレイヤーの事情など他ほかのプレイヤーは知るはずがないし、誰だれもが自軍の勝利のために日々プレイしているのだ。露ろ骨こつに妨害をしたら、理央は裏切り者として制裁を受ける。

　器用に立ち回るためには、とにかく自分が強くなくてはならない。今の理央に必要なのはレベルだ。リオはマミのおかげでどんどんレベルが上がっていくが、協力者のいないハイネは自力で頑張るしかない。

「ねえ、今ゲーム始めた人？」

　ハイネのところに一人ひとりの魔ま法ほう使つかいが近寄ってきた。リオでＰＫに遭っているので、警けい戒かいせずにはいられない。しかもあのＰＫと同じ職しよく業ぎようだし。

　ちなみにハイネという名前は、理り央おの父親が好きなビールから取っていて、深い意味はない。亜あ梨り沙さにバレないためには女キャラを使うというのも考えたが、自分に女役ができるとは思えず、ネカマがバレるくらいなら男でいくことにした。これからアリサと接触することがあっても、名前が理央と結びつくこともなく、現実の理央や亜梨沙が知っているようなことを口走らなければ大丈夫だろう。

「はい。そうなんです。これからレベル上げにいこうかと思ってます」

　魔法使いはレベル６８だった。行動を共にできれば、中級のモンスターが倒せて経けい験けん値ちも手に入る。

「今日きようは俺おれも一人だから、一いつ緒しよにいこうよ。ちょうどいい場所知ってるから」

　おお、助かる。ＰＫを疑ってごめん。

　理央はとりあえず初期の所持金で装備一式と保存食を買い、魔法使いとモンスターを倒しにいくことにした。暗殺者の特徴としては、素す早ばやさを重視するため重い装備ができず、防御力が低い。その代わり、敵を翻ほん弄ろうして背後を取るといったような奇抜な動きが得意だった。武器はナイフや爪つめ、「暗あん器き」と呼ばれる隠し武器など。盗賊に次いで罠わなのスキルレベルが上がりやすい。これは公式サイトからの情報である。

　魔法使いに案内してもらった場所はハイネにとっては強敵だが、魔法使いにとっては楽に勝てる地帯で、ハイネは後ろから回復アイテムを使って援えん護ごする役目だった。今はそれでいいし、それしかできない。

　やがてレベルが１０に達した頃ころ、魔法使いが言った。

「ところで、君ってリアルはどっち？」

「どっちって？」

「男か女か、どっち？」

　そういうことか。キャラの見た目は男だが、そんなものあてにならない。

「男です」

「本当に？　噓うそつかなくてもいいよ。っていうか、男なら証拠見せてよ」

「好きな女じよ優ゆうは華はな山やまかれんです」

「は？　マジで男？　いや、意味わかんない。俺を騙だましてたってこと？」

「騙したつもりはないですけど。見た目だって男キャラですし」

「ふっざけんなよ！」

　えー……。

　魔ま法ほう使つかいは去っていった。あいつアレだ。女の子との出会いを目的にしてゲームをやっている奴やつか。こちらを男のキャラを使っている女の子だと思っていたのだろうが、何を根拠に女だと勘違いしたのだろうか。ろくに会話もしていないのだが。

　ちなみにどうして女じよ優ゆうの名前を言っただけで男だと証明できたかというと、その女優さんは「そっち」の女優だからである。

　っていうか、こんな所に置いていくんじゃねえよ。一人ひとりじゃ死ぬって。

　ハイネは到底敵かなわないモンスターから逃げながら、通りがかった魔ま王おう軍ぐんのパーティに経緯いきさつを話して近くの町まで連れていってもらった。その人たちは「ああ、そりゃ運が悪かったね」と同情的であった。ネットには色んな人がいると勉強になった。

　それからは同行してくれるプレイヤーも見つからず、理り央おはハイネ一人でレベル上げをした。レベルが低いプレイヤーが一いつ緒しよだとそいつに合わせなければいけなくなるので、あまり歓迎されないようだ。現実の知り合いがいればいいのだが、学校の連中はほとんど勇ゆう者しや軍に所属しているし、そもそも理央だと言えない。

　防御力が低いから、油断して攻こう撃げきを受けると死にかけるし、仲間がいないから複数を相手にするのがきつい。リオと比べてこちらのレベル上げは苦労しそうだ。

　ふと時と計けいを見ると一時を過ぎていた。明日あしたから授業も始まるし、もう寝よう。ゲームが原因で成せい績せきが落ちたらパソコンを取り上げられる可能性もある。凛りん子こがいい成績をキープしているからなおさら。

　ログアウトする前に、そういえば最初にランダムでもらえるアイテムがあったので装備しておくことにした。

　狐きつねの面。能力値には影えい響きようしない、キャラクターの外見を変えるだけのアクセサリーである。どうせ誰だれにも正体を明かせないのだし、顔を隠すくらいがちょうどいい。







　翌日、九月二日宝くじの日、及び靴の日。理央はいつもより早く家を出て駅のロータリーで亜あ梨り沙さを待っていた。一人でいくのは不安だろうと思い一緒に登校することを思い立ったが、連絡先を交換するのを忘れていたことに気づき、仕方ないので待つことにした。

「あ……りーちゃん」

　スクールバスを二回見送ったところで、亜梨沙が駅から出てきた。

「よう。一緒にいこうぜ」

「うん。……待っててくれたの？」

「勘違いするなよ。べ、別にお前が心配で待ってたわけじゃないんだからなっ」

「ふふっ、棒読みだね。ありがと」

　バスを待っている間、アドレスを交換した。ふむ、この四桁けたの数字は誕たん生じよう日びか。忘れていたわけじゃないぞ、決して。

「これ誕たん生じよう日びだよな。何が欲しい？　おじさんに言ってごらん？」

「ま、まだ早いよ。十二月だし……。でも、私がもう少し早くこっちに来てれば、りーちゃんの誕生日に間に合ったのにね」

　心しん臓ぞうがびくんってなった。

「お、お前、俺おれの誕生日覚えてんのか？」

「え？　七月二十九日……だよね。違ってた？」

　合ってる。なんだろう、ものすごく嬉うれしい。夏休み中だからクラスメイトに祝ってもらいにくい理り央おの誕生日を、亜あ梨り沙さは覚えてくれていた。確たしかに小さい頃ころに誕生日会をした記き憶おくはあるが、六年も経たっているのだ。

「よし、今からでもプレゼントをもらってやろう」

　柄にもなく照れたものだから、ごまかした。

「もう一ヶ月以上前だから、無効です。えへへ」

　亜梨沙が笑って、理央も笑った。そう、これでいいのだ。こんな普通な会話があればそれでいいのだ。

　しかし、理央の思惑通りにはいかないもので。

「お前さー、昨日きのうのアレはないっしょ。おかげで死にかけたし。なんで僧そう侶りよがＭＰ切らすんだよ」

「悪わりい悪わりい。今日きようもいくっしょ？」

　バスに乗り込んで亜梨沙と並んで座ると、前の席で一年生二人ふたりが話し始めた。

「もち。あ、無理だって。今日メンテじゃん。つーかさ、親しん衛えい隊たいに料理人が入ったってマジか？　あり得なくね？」

「なんかＣ組の、ほら、あの背が高めで宮みや野の先生と漫才してる……」

　意図的に避けていた勇ゆう魔ま戦せん争そうの話題。おそらく亜梨沙も同じように避けていた。混み合う車内、前の二人はすぐ後ろに本人がいると気づかずに続けている。昨日のことがあって、理央は亜梨沙に「こうする」という明めい確かくな返事をまだしていない。ということは、亜梨沙からしてみれば理央は現状維持、勇ゆう者しや軍ぐんの親衛隊を続ける決断をしたというわけだ。つまり、敵。

　だからこそ、亜梨沙とは勇魔戦争以外の会話を心掛けていたのに。下へ手たに喋しやべれば亜梨沙が魔ま王おうだとすぐに周りにバレるし、そうなったら麻ま未みも巻き込んでややこしいことになる。しかし、学校で流は行やっている勇魔戦争から逃げるのは到底無理だ。

　仮に、亜梨沙に麻未の父の話をしたらどうか。亜梨沙の性格からして、自分は身を引いて麻未を勝たせるのではないか。誰だれとでも仲良くなる麻未のことだから、これから亜梨沙とも友情を深めていくだろう。亜梨沙はネットの友達よりも現実の友達を取るのではないか。理央個人としては、そうして欲しいという気持ちがある。なぜなら、まだ理央にはネット上の友達の存在を受け入れていない部分がある。

　が、今度は麻ま未みが納得しないだろう。お情けで勝たせてもらっても、あいつが喜ぶはずがない。それで麻未と亜あ梨り沙さの仲がぎくしゃくしようものなら最悪だ。

　やっぱりダメじゃん。正解ないじゃん。

「そうそう、初はつ島しまだ。ってどんな奴やつだっけ」

「呼んだか？」

　つい反応してしまった。二人ふたりは「おわっ！」とか言って振り返ったので、天使のスマイルを見せておいた。

　さすがに理り央おを前にしてお喋しやべりを続けるつもりはないようで、二人はしょんぼり黙だまってしまった。でも亜梨沙も気まずそうに黙ってしまった。こいつらのせいだ。

　嫌いやな感じの無言のままバスは学校に着いて、教室に入る前に理央は拳こぶしを固めておいた。

「おい理央！　お前のせいで死んじまったじゃねえかぐほぅ！」

　予想通りに夏なつ樹きが絡んできたので腹を殴った。よし。きれいに入った。

「てめえが無理してレベルに合わない所に来るのが悪いんじゃねえか」

「そんなのお前も同じじゃんか。つうか俺おれよりレベル低いし」

　夏樹は運動部に所属しているのでログイン時間が確かく保ほできず、死亡によって失った金やアイテムを取り返すのも大変なのだ。

「いいの。理央くんには私が護ご衛えいについてるんだから」

　勇ゆう者しや様の登場である。いつの間にか、亜梨沙は理央から離はなれて席についていた。

「おお麻未、昨日きのうはサンキューな。おかげでレベルも上がったし、アイテムもいいのが拾えた」

「それ俺が死んで落としたやつだろ！　返せって！」

「死ぬのが悪い」

　嚙かみついてきそうな夏樹を麻未が「まあまあ」となだめた。夏樹も麻未に言われてはおとなしくせざるを得ず、しかも肩に麻未の手が乗っているので表情が緩ゆるんでいる。わかりやすい奴だ。

「勇ゆう魔ま戦せん争そうの恨うらみは勇魔戦争ではらせばいいじゃない。ま、理央くんをＰＫしたら私の仲間が黙ってないと思うけど」

「そりゃないよ宇う留る野のさん」

「喚わめくな夏樹。ゲームの話をリアルに持ち込むとか引くわー」

「……お前に言われるとすげえムカつく」

　言ってみたものの、理央はリアルの話をゲームに持ち込んでいるわけで。あまり夏樹のことは言えないのだ。

　予よ鈴れいが鳴ったので、理央はやっと席について鞄かばんの中を机に移した。この教科書たちはしばらく家に帰らない。

「…………」

　不自然にならない程度に亜あ梨り沙さを見てみる。先に座っていた隣となりの亜梨沙は、後ろの席の緑みどり川かわと話していた。緑川は気軽に喋しやべっているが、亜梨沙は「おっかなびっくり」という表現が適切である。まだ転校二日目だ。亜梨沙も緊きん張ちようしているのだろう。

「初はつ島しまくんって小さい頃ころどうだったの？」

　緑川が訊きくと、亜梨沙は「えっと……」と横目で理り央おを見た。幼おさな馴な染じみと公表したのだから、緑川の質問は無ぶ難なんであり当然だ。

　昨日きのうと同じく、素直に「超イケメンだった」と答えればいいのに、亜梨沙はおろおろして答えない。声でなら「腸」と間違える心配もない。仕方ないので理央は模も範はん回答を耳打ちすべく、亜梨沙に顔を寄せた。

「あのな、ちょう……」

　理央のひそめた息が、亜梨沙の髪を少しだけ揺らす。

「ひゃぅっ」

　すげえかわいい声が出た。

　同時に緑川が席を立つ。

「はい公開セクハラ頂きましたー！」

　各おの々おの談だん笑しようをしていたクラスメイトたちの視し線せんが集まる。緑川め、ちょっと他ほかの女子より胸が大きいからって調ちよう子しに乗りやがって。

「どした？」「初島がセクハラだって」「ああ、ついに」「そう、ついに」「なんか初島の顔にモザイクかかってない？」「ホントだ」。驚おどろくほど味方いないし。

「待て緑川！　セクハラというのは、やられた方が嫌いやだと感じた時に成り立つものではなかろうか！　ああそうに違いない！」

「ふむ。君の意見は認めよう。ならば早はや坂さかさん、今の初島くんの行為について、嫌悪感を持ちましたか？」

　昨日と同じくみんなに注目されて顔を真まっ赤かにした亜梨沙は、うつむいて長い前髪で顔を隠し、口をもごもごと消え入りそうな声を発していた。

「んん？　早坂さん、もうちょっと大きな声でお願ねがい。初島くんをブタ箱にぶち込むためにも」

　緑川は自分に何か恨うらみでもあるのか。さてはこいつ、前に間違えて「縁えん川がわ」と呼んだことを根に持っていやがるな。そんなのどっちだっていいだろ。

　緑川に迫られた亜梨沙は、顔を上げて。

「り、りーちゃんなら、嫌じゃないからっ」

　と言った。

　教室が静まり返る。

　しばらくしてそれなりに衝しよう撃げき的てきな発言をしたことに気づいた亜梨沙は、「そ、そういう意味じゃないの……」と、じゃあどういう意味だったのかわからない言い訳をしたが、誰だれも聞いていなかった。

「なんかごめん、早はや坂さかさん。もう二人ふたりの間には誰も入り込めないんだね」

　入り込むつもりなんて微み塵じんもないくせに緑みどり川かわは言った。

「そ、そうじゃなくてっ……」

　さらにざわつきそうだった一年Ｃ組だったが、タイミングよく担任の宮みや野の先生が来たので、朝のホームルームとなった。

「……何やら騒さわがしかったみたいだが、どうかしたか？　初はつ島しまがセクハラでもしたか？」

「見てたんじゃん！」

「ま、いちゃつくのは自由だが、間違っても先生より先に結婚はしないように」

　だったらいつまで経たっても結婚できねえよ。

「初島うるさいぞ」

　心読まれた。

　亜あ梨り沙さは心ここにあらずといった感じで、一時間目の授業はほとんど頭に入っていないみたいだった。

　すまん亜梨沙。このクラスはこんな奴やつらばっかりなんだ。担任含めて。







「朝はごめんね。お詫わびにこれ。それと、お昼一いつ緒しよにどう？」

　昼休みになり、緑川が紙パックのジュースを渡すと、亜梨沙は「うん」と控えめに頷うなずいて弁当箱を鞄かばんから出した。

　朝の件は決して緑川が亜梨沙をからかおうとしてやったのではなく、クラスに少しでも早く馴な染じめるようにとの彼女なりの気き遣づかいだったことは、理り央おでもわかる。理央自身はどういじられても構わないわけで、亜梨沙のために自分を使うのはむしろ推すい奨しようしたい。

　それにしても耳打ちの時のリアクション、かわい過ぎだろ。またやってみるか。いや、今度こそ有罪になる。亜梨沙が嫌いやがらなくても、この国には裁判員制度がある。クラスの多数決で理央がブタ箱に送られてしまう。

　理央は一学期と同じく夏なつ樹きたちと昼を食べることにする。緑川のグループに突入してもいいが、そこまで亜梨沙にくっつくというのも過か保ほ護ごである。逆に少し離はなれてやらないと、亜梨沙が自分以外のクラスメイトと親しん睦ぼくを深められない。

　なんだか親心みたいなものが生まれつつあるな。

「ねえねえ、私もここでお昼いい？」

　亜梨沙が緑川たちと食べ始めるのを見届け、男子数人で机をくっつけていると、麻ま未みが弁当箱持参でやって来た。まさかの客人に夏樹をはじめとした男子が「へ？」と間抜けな声を出した。

「別にいいけどよ、俺おれ以外はクロワッサン食べた時にポロポロ落ちるアレみたいな奴やつらばっかりだぞ」

「お前は何様なんだよ！」

「あはは、理り央おくん言い過ぎ。ここのみんな、勇ゆう魔ま戦せん争そうやってるでしょ？　だから作戦会かい議ぎも兼ねてってことで」

　確たしかに。理央が参加したので、この昼飯グループは全員が勇ゆう者しや軍ぐんのプレイヤーになった。

「なるほどね……。それじゃあどうぞ、ボス」

「おや？　なんか少し迷わなかった？　もしかして私、理央くんに嫌われてる？」

「いや、麻ま未みが何食ってんのか気になっただけ」

　麻未が加わり、男ばかりの食卓に華はなが添えられる。心なしかいつもより弁当も美お味いしく思えてくる。

　ちらりと亜あ梨り沙さの様よう子すをうかがうと、緑みどり川かわたちと楽しく食事をしているようだった。

「実際さ、宇う留る野のさんはこれからどうしようと思ってるの？」

　夏なつ樹きが訊きいたのは勇者軍の動きである。

「んー……。理央くんが育ったら、本格的に魔ま王おう軍に侵攻するつもりかな」

「理央待ちかあ。早く１００レベ超えろよ」

「無む茶ちや言うな。俺が始めたの一昨日おとといだぞ。あ、そういや夏休みの宿題終わってない奴いるか？　有料で見せてやってもいいぞ」

　これから提出が始まるので言ってみるが、夏樹をはじめとした男子には簡かん単たんにあしらわれた。

「金払うくらいなら先生に怒られるって。そんでさ、魔王城がどんなふうになってるか誰だれか偵察した方がよくね？」

「私も考えてはいるんだけどね。見つかってやられちゃう可能性あるから、腕の立つ人に頼めればいいんだけど……」

「ところで今こ年としのペナントレースだが」

「野球の話は今いいって。それで宇留野さんは……」

　昼休みはまさに作戦会議となり、麻未の考えを各パーティのメンバーに伝えることになった。総合すると、勇者パーティの準備が整ととのうまでは魔王軍に手を出すのは極力避けて欲しい。今までも何組かの調ちよう子しに乗ったパーティが魔王を倒すために魔王城に向かったが、ことごとく四し天てん王のうに返かえり討うちに遭あっているらしい。手柄を焦るとロクなことにならないのはいつの世も同じである。

　理央は亜梨沙の画面を通じて四天王のうち二人ふたりを見たことがあるが、そんなに強いようには見えなかった。一人ひとりは妊婦だし。残りの二人が化け物みたいな奴なのかもしれない。

　昨夜ゆうべは寝たのが遅く、いつもより睡眠が足りていないせいか、午後の授業は眠気との戦いになり、負けた。目を覚ました時には授業の八割が終わっていて、亜あ梨り沙さにノートを見せてもらった。

「それじゃあ今夜もよろしくね。つきっきりで特訓してあげるから」

　放ほう課か後ごになって、麻ま未みはそう言って帰っていった。

「……なんかエロいな」

　想像が膨ふくらむフレーズである。

「ったく、声に出すなっての」

　後ろから緑みどり川かわに小突かれた。振り返れば、亜梨沙も一いつ緒しよだ。

「亜梨沙も緑川と帰るのか？」

「うん。緑川さんが美お味いしいケーキのカフェを教えてくれるって」

「そゆこと。というわけで早はや坂さかさん借りるね」

「俺おれのじゃねえよ。そうだ亜梨沙、緑川はバイトやってて金持ちだから奢おごってもらえ」

「えっ？　なんでバイトのこと知ってんの!?」

　教室に入ってきた先生を「いらっしゃいませ。マイクに向かってご注文をどうぞ」と迎えた奴やつが何を言うか。ドライブスルー担当ってところまでわかったし。

「また明日あした。りーちゃん」

　クラスの女子と寄り道。いいことだ。それに、理り央おはできるだけ早く帰ってハイネでログインしないといけない。それに今日きようはゲームパッドも買う予定だ。亜梨沙が緑川と一緒に行ってくれたのは幸いと言える。

　家の近くの家電量販店でゲームパッドを買って帰ってくると、玄関に見み慣なれない靴が一足。女物だが、凛りん子この友達だとするとおばさんっぽい趣しゆ味みだ。

　凛子はよく家に友達を呼ぶので、理央と面めん識しきのある娘こもいる。いるなら挨あい拶さつくらいするかと靴を脱ぐと、リビングから母親の笑い声が聞こえてきた。

「ただいま。お客さん？」

　初はつ島しま家けの客人は母より少し若い女性で、黒い髪がきれいな品のある人だった。近所のママたちなら顔を知っているが、どうやら違う。

「あら……もしかして理央くん？　大きくなったわねー」

　母に誰だれか訊きく前に、声と、その目もとで客人の正体に気づいた。

　亜梨沙の母親だ。そして間違いなく、亜梨沙は母親似だ。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます。理央です」

　頭を下げると、母が「生意気な顔になったでしょ？」と笑った。

「男前になったわね」

「よく言われます」

「ふふ。あ、社交辞令じゃないのよ。本当にカッコ良くなったわ」

　笑い方までそっくりだ。

「お姉ねえさんこそ、昔と変わらずおきれいで」

　素直な気持ちだ。四十を過ぎているはずだが、三十代に見える。もう母と代われと言いたいが、そうすると今度は亜あ梨り沙さがかわいそうだ。

「お上手じようずね。理り央おくんはお父とうさん似かしら」

　ここで初めて知ることになるのだが、亜梨沙の母親は「亜あ希き子こ」といった。小さい頃ころは「おばさん」と呼んでいたから名前なんて知りもしなかった。

　亜希子はこっちに戻ってきた挨あい拶さつに初はつ島しま家けを訪れた。それが午前のこと。そこからこの時間までずっとリビングで母と話し込んでいたらしい。キッチンに目をやると空の寿す司し桶おけが二つ。

　積つもる話はまだまだあるだろうと理央が「ごゆっくり」とリビングから出ていこうとすると、亜希子に呼び止められた。

「ねえ理央くん。亜梨沙はどう？　同じクラスになったのよね」

「まだ二日目なんで何とも言えないですけど、今日きようはクラスの女子とケーキ食べにいってますよ。うちの連中はいい奴やつかバカしかいないんで大丈夫っすよ」

　担任含めて。

　それを聞いた亜希子は心から安心したような顔を見せた。

「よかったわぁ。何度も転校させちゃった私たちも悪いんだけど、あの子、漫画とかゲームばっかりになっちゃって……。今回も二学期からの転入だから、ちゃんと友達できるか心配だったの」

　亜梨沙がインドア気味になってしまっているのは、亜希子も気にしていたようだ。そうしてネットゲームに手を出した結果、今えらいことになっているわけだが。

「俺おれもいますから、できる限りのことはします。任せてください」

「助かるわ。……そうそう、昨日きのう、うちに来てくれたんですってね。ごめんなさいね、おもてなしできなくて」

　いえいえ、と軽く手を振ったところで、母が無む駄だに大きな反応を見せた。

「理央！　あんた亜梨沙ちゃんに何かしてないでしょうね！」

「してねえよ！　アホか！」

「あら、理央くんなら別にいいわよ？」

　まさかの母親公認が出た。もちろん冗じよう談だんだとわかっているけど。

「やめてくださいよ。俺は見た目どおり紳士なんです」

「ふふ。でも、理央くんがよければ亜梨沙をもらって欲しいわ」

「俺、モテるんでわからないっすね」

　ついに母に後頭部をはたかれた。

「はいはい。だったら早く彼女の一人ひとりでも家に連れてきなさい」

「くっ……今に見てろよっ」

　小物臭い捨すて台詞ぜりふを残し、今度こそ理り央おは退散して二階にあがった。亜あ希き子こはそれから間もなく帰っていった。母も亜希子も喋しやべり足りない様よう子すだったので、近いうちにまた来るだろう。

　亜あ梨り沙さと付き合う。あんなの、話の流れから出た社交辞令に決まっている。大きくなったら結婚するなんて、幼い自分たちは何度誓い合ったことか。おもちゃの指ゆび輪わで結婚式ごっこなんて、何回したことか。

　物心がつき、思春期を迎え、理央には理央の、亜梨沙には亜梨沙の異性の好きなタイプがあって、それぞれに人を好きになる感情がある。

　自分だって高校生だ。彼女が欲しくないと言ったら噓うそになるし、いちゃいちゃしたくないと言ったら噓になるし、体とか触りたくないと言ったら噓になる。

「違うねん！」

　中途半端に訛なまって、理央は我に返った。やるべきことが他ほかにあるだろ。麻ま未みと亜梨沙のためにリオとハイネを鍛きたえるのが最さい優ゆう先せんだろ。

　理央は指先に気を遣つかいながら葉は月づきさんの電源を入れた。彼女はデリケートだから、優やさしくしないと機き嫌げんを悪くする。という設定だ。

　リオは麻未と一いつ緒しよにプレイすればいいから、とにかくハイネだ。あいつが強くならないと魔ま王おうのフォローなど到底無理だ。

　勇ゆう魔ま戦せん争そうのアイコンをクリック。そうだ、ゲームパッドを接続しないと。

『現在、定期メンテナンス中です。再開は九月二日午後九時からとなります』

　この文章が画面に表示された時、夕飯のやけ食いが決まった。







　二学期は月げつ曜よう日びから始まったので、最初から五日フル登校しなければいけない。夏休みでだらけた体と心も、金曜日ともなれば感覚を取り戻しつつあった。明日あしたは土曜日だから、今夜は徹てつ夜やで勇魔戦争ができる。帰りに夜食でも買っていくか。

　ちなみに昨日きのう、亜梨沙は両親と共に初はつ島しま家けを訪れ、両家で盛大な夕食となった。亜梨沙との再会を凛りん子こは非常に喜んでいて、終始べったりだった。あの兄には冷たい凛子も、亜梨沙には子供のように懐なついている。亜梨沙も一人ひとりっ子こなものだから、凛子が本当の妹のようにかわいいのだろう。

　亜梨沙を凛子に独占されてしまったので、理央は大人おとなたちに混ざって盛り上がりつつ、亜希子を口く説どいたりしていた。

　父親二人ふたりは見事に酔っ払い、早はや坂さか一家がタクシーで帰っていったのは日付が変わる直前だった。

　眠い。連日、夜十時頃ごろまで麻未とリオでプレイ、それから遅くまでハイネでプレイしているので、理り央おの睡眠時間は確かく実じつに削られていた。そこにきて昨夜ゆうべの宴会ときた。夜食と一いつ緒しよに栄養ドリンクも必要になりそうだ。

「ねえ、ファーランドくん」

　移動教室の三時間目が終わり、教室に戻る途中に理央は呼び止められた。声の主は緑みどり川かわである。

「確たしかに俺おれを直訳すると初島フアーストアイランドだが、それをさらに略して呼んでも流は行やらねえんじゃないか？」

「そっかなあ。ま、それはいいんだけどさ、ちょっといい？」

　と言って、緑川は理央に並んだ。暑さを理由にベストを脱いでいてリボンを緩ゆるめているものだから、身長差がある理央視点だと白い肌と鎖さ骨こつが見える。さらにシャツの下のブラジャーは水玉。常々思っていることだが、もはやブラを透けさせるのが一つのファッションになりつつある。

「何だ？」

　理央の邪よこしまな視し線せんとは裏腹に、緑川の声は若干沈んでいた。

「あのさ、私、早はや坂さかさんに嫌われちゃったのかな」

「そりゃお前、そのパンツの柄じゃ亜梨沙も引くって」

「……やっぱまずいかな、くらげ柄」

「どんなだよ！」

「こんなの……って見せるか！」

　水玉に見えたブラもくらげか。

　亜あ梨り沙さが緑川を嫌う。いや、そんなことはないはずだが。理央の耳打ち事件で亜梨沙を困らせてしまったかもしれないが、一緒に昼ご飯を食べているし、関係は良好に見える。

「心当たりでもあんのか？」

「お昼一緒に食べてるじゃん？　でもね、食べ終わったらすぐにどっか行っちゃって。昼休みが終わるまで帰ってこないんだよ」

　緑川の言う通り、亜梨沙はいつも五時間目が始まる直前に席についている。

「んー……。転校の関係で何かやることがあって先生のところにいってるとか」

「そんなだったらいいんだけど」

　緑川はあの時のことがやり過ぎだったのではないかと不安になっているようだが、理央はむしろ亜梨沙に構ってくれて感かん謝しやしているくらいだ。

「ま、遠回しに訊きいてみるよ。『緑川が嫌いか』って」

「遠回ってないよ！」

　首にツッコミをもらった。

　緑川と一緒に教室に戻る。席に座って次の授業の教科書を取り出している亜梨沙は至って普通だ。緑みどり川かわ以外の女子も声をかけてくれていて、女子らしいお喋しやべりもできている。

「おい理り央お、緑川と仲良さげじゃん。手ぇ出しまくってると男子に恨うらまれるぞ」

　夏なつ樹きは人に絡むのが趣しゆ味みらしい。

「いや、緑川のクラゲ見ようとしてた」

「それ何の暗あん喩ゆ!?」







　空腹に耐える四時間目が終わり、それぞれのグループが昼食のために机をガタガタと動かし始める。理央はさりげなく亜あ梨り沙さの様よう子すがうかがえる位置に座り、麻ま未みたちと話しながらも横目で亜梨沙を追っていた。

　時折笑え顔がおも見えて、楽しげに食べているように見える。あ、おかずの交換までしているではないか。

「ねえ理央くん、聞いてる？」

　トントンと、同じ食卓についている麻未が理央の机を軽く叩たたいた。

「ん、悪い。『お疲れサマンサ』って言うタイミングについて考えてた」

「今じゃなくてもよくない!?」

　麻未たちは例によって勇ゆう魔ま戦せん争そうの話をしていた。連日の特訓のかいもあり、料コ理ツ人クリオのレベルは６０になっていた。ちなみにハイネはまだ４７である。ハイネの方がプレイ時間が長いのだが、強い敵を倒してくれる味方がいないのが響ひびいている。といっても、この辺までは上がりやすいらしい。

「理央も参加しろよ。親しん衛えい隊たいだろ？」

　夏樹が白飯を頰ほお張ばりながら言った。運動部にとって早弁は基本なので、夏樹は最初から二つ弁当を持ってきている。

「はいよ」

　どうやら母は最近になって「キャラ弁」というものに興きよう味みを持ったらしく、父と理央に持たせる弁当には器用に何かしらのキャラクターが描かれている。今日きようは吉よし田だ茂しげるか。

「一回でいいから、できるだけパーティのリーダーを集めて会かい議ぎできないかな。息を合わせないと魔ま王おうは倒せないよ」

「そりゃ無理だろ。ニートはともかく、社会人もいるんだろ？　働いてる人だってみんな土日休みってわけでもねえし、夜勤もいるかもしれん。あーでも、ほとんどニートか」

「理央くん、偏見はダメだよ」

「そうだぞ理央。ニートだって勇魔戦争じゃいい仕事してるかもしれないじゃないか」

　切ないパターンだろそれは。親が。

　すると、亜梨沙が席を立つのが目の端に映った。首ごとそちらに向けると、亜梨沙は教室を出ていき、次にすがるような緑みどり川かわの視し線せんとぶつかった。「任せろ。それと正直、そのシュシュはあんま似合ってないと思う」と目で伝え、理り央おは残りの弁当を一気に流し込んだ。緑川の目が「地味に傷つく！」と言っていたが無視。

「どしたの急に。何か用事？」

　麻ま未みが驚おどろいて箸はしを止める。完食した理央は弁当箱をしまって立ち上がった。

「ごちそうサマンサ！」

「さっきと違ってるよ！」

　教室から出た理央は迷わずに廊下を進んだ。亜あ梨り沙さがいった場所の見当はついている。

　この高校は図と書しよ館かんが独立して建てられている。校舎から屋根付きの通路を十歩ほど歩いて、二階建ての建物が図書館である。中学は「図書室」だったので、初めて入った時は蔵書量に驚いたものである。

　賑にぎやかな昼休みでも、ここだけは静かに時間が流れている。カウンターには図書委員が二人ふたり。テスト前でもないので、勉強よりも読書をしている生徒が多い。時間を潰つぶそうと思ったらここしかない。

　亜梨沙は奥の方で本を読んでいた。亜梨沙の容姿に、読書は似合う。まるでずっと前からここの住人だったように、幼おさな馴な染じみは図書館に溶け込んでいた。

「何読んでんの？」

「……っ。りーちゃん」

　驚いた亜梨沙は音を立てて本を閉じた。たくさん本を出している有名な推理作家の小説だった。

「ちょい意外だな。時刻表トリックは解けたか？」

「読んだことあるの？」

「親おや父じがミステリ大好きで、家の本棚に腐るほどある」

　理央が隣となりに座ると、亜梨沙は読書を続けるわけにもいかず、そのまま黙だまってしまった。

　緑川の前ではとぼけたが、どうして亜梨沙が弁当を食べ終わったらすぐ図書館に来ているのか。その理由はわかっていた。緑川に言わなかったのは、彼女では解決できないことだからである。

「……やっぱキツいか。麻未の話が聞こえちまうのは」

　亜梨沙は小さく頷うなずいた。

　このところ、麻未は「作戦会かい議ぎ」と称して理央たちと弁当を食べながら勇ゆう魔ま戦せん争そうの話をよくする。勇ゆう者しやをしている麻未の話というのはそのまま勇者軍の内部情報となり、特に声量も抑えていないので、同じ教室にいれば会話は聞こえてくる。

　もちろん麻未は、すぐ近くに敵軍の親玉がいることを知らない。そしてその親玉の亜梨沙は、聞くつもりがなくても勇者軍の情報が耳に入ってきてしまう。おそらくは、有益な情報もあるだろう。亜あ梨り沙さはこんな形での情報収集を望んではおらず、聞いてしまっていることに罪悪感を覚えているのだ。だから少しでも聞いてしまわないように、できるだけ早く教室から去っていた。

「すごく麻ま未みちゃんに悪いことしてる気がして……。麻未ちゃんは私が魔ま王おうだってこと知らないのに……」

「俺おれもなんとか話を逸そらそうとしてるんだが、すまん」

「り、りーちゃんが謝あやまることじゃないよっ」

　夏なつ樹きたち男子がアホみたいに喜ぶので、麻未の同席は避けられず、そうなれば自然と話題は勇ゆう魔ま戦せん争そうになっていく。理り央おは不自然にならない程度にさりげなく他ほかの話題を振っているのだが、すぐに路ろ線せんが戻ってきてしまうのだ。

「いや、こうなったら直接麻未に言ってみる。このままじゃお前が教室にいられなくなっちまう」

　緑みどり川かわが亜梨沙と仲良くなろうと動いてくれたのは幸いだった。何な故ぜなら緑川の仲良しグループは勇魔戦争に参加していないから、その話題が生まれるはずもない。亜梨沙も穏おだやかに溶け込んでいけると思ったのだ。

「別に私は……。昼休みだけだし、本読むの、好きだし」

「そうじゃねえ。お前は好きでゲームやってんのに、そのせいで辛つらい思いするってのがおかしいんだよ。ゲームだぞゲーム。楽しむためにやってんだろうが」

「……ありがと」

　まだ昼休みは残っている。

「じゃ、俺ちょっと言ってみる。それと、その本の犯人は被害者の旦だん那なだぞ」

「もうっ、言わないでよ」

「噓うそだよ」

　それ読んだことないし。

　図と書しよ館かんから教室に戻る途中、理央はどうやって麻未に「作戦会かい議ぎ」をやめさせようか考えていた。

　壁かべに頭を打ちつけたくなる。

　罪悪感という部分では、理央の方が数倍だ。口では亜梨沙を助けるようなことを言っておきながら、それでも麻未のパーティは抜けていない。亜梨沙からすれば「お前は一体どっちなんだ」状態だ。でも亜梨沙はそれを言わないし責めない。

　どっちでもない。いや、どっちでもいたい。なんと欲張りで自分本位な人間なのだろう。

　亜梨沙は大切な幼おさな馴な染じみだ。なら全面的に亜梨沙につけばいいではないか。だけど実際、そうはなっていない。

　自分はまだ、麻未に未練があるのだ。もし麻未が学年一と言われる美び貌ぼうの持ち主でなかったら、誰だれからも好かれる愛あい嬌きようの持ち主でなかったら、おそらくはパーティを抜けて魔ま王おう軍ぐんに寝返っていただろう。麻ま未みの家族のことを知ってしまっても、だ。

　麻未との仲が発展する可能性を、諦あきらめていない、られない。周りから羨うらやましがられる高校生活を心のどこかで求めている。理り央おはどこまでも現金で、どこまでも「男子」なのだ。

　この前、亜あ梨り沙さが髪型を真ま似ねたというヒロインが出てくる少女漫画を凛りん子こに借りて読んだ。地味でぱっとしないヒロインと、きれいな顔をしたさわやかイケメン君の物語だった。ヒロインよりもかわいい同級生、先せん輩ぱい、後輩たちが、あの手この手でイケメン君を落としにかかるが、イケメン君はなびかない。ずっと一いち途ずにヒロインを想おもい続ける。

　自分は彼のようになれない。

　ちなみにその漫画は現在九巻まで発売中。ヒロインは自分に自信がないから、イケメン君に惹ひかれているのになかなか一歩を踏み出せない。ええい、新刊はまだか。

　教室に戻ると、麻未たちは弁当を食べ終えていつものように作戦会かい議ぎをしていた。

「おかえりー。用は済んだの？」

「麻未、それにお前ら、ちょっといいか？」

　理央の改まった態度に、喋しやべっていた夏なつ樹きたちも口を閉ざして「何だ？」と注目する。

「学校で勇ゆう魔ま戦せん争そうの話すんの、やめね？」

「はあ？　何でだよ。意味わかんねえし」

　夏樹の反はん論ろんは当然だ。同じゲームの話をするのは楽しいし、何よりも麻未との話題を一つ失うことになる。

「いや聞いてくれ。別に勇魔戦争の話をするのはいいんだが、勇ゆう者しや軍に関係することは避けようって言いたいんだ。だってよ、どこに魔王軍のプレイヤーがいるかわかんねえんだぞ？」

　麻未は「んー」と声を漏らし、夏樹は反論の口を閉じた。一理あるとは思ってもらえたようだ。

　大半の男子は、麻未と同じフィールドでプレイしたいという理由で勇者軍に参加している。だが、全員とは限らない。中には麻未と関係なく勇魔戦争を前から遊んでいた奴やつもいるかもしれないし、そいつは魔王軍かもしれない。クラスだけでなく、学年まで範はん囲いを広げれば、魔王軍は必ずいる。それがわからない麻未や夏樹ではない。

「……確たしかに、理央くんの言うことはもっともだと思う。自分で言うのもなんだけど、私は勇者だから、私の情報って魔王軍にとって貴重なんだよね。ちょっとはしゃぎ過ぎちゃったかも」

　麻未は教室を見回す仕し草ぐさ。実際、亜梨沙以外に魔王軍がいるかどうかはわからない。もしかしたら本当にいて、麻未たちの会話を「ラッキー」と盗み聞きしているかもしれない。

「たまにはいいこと言うじゃねえか理央」

「俺も親しん衛えい隊たいだからな。勇者軍のために働くさ」

　こうして理央の提案は受け入れられ、勇者軍の動向に関かかわるような作戦会議は場所を変えて行うと決められた。あっさり聞き入れてもらえたのは意外だったが、言っていることは間違っていない。これで亜あ梨り沙さも気兼ねなく教室にいられるはずだ。

　放ほう課か後ご、理り央おはさっさと帰るべく鞄かばんに筆箱だけ入れた。授業中に携帯で勇ゆう魔ま戦せん争そうのホームページを見ていると、今日きようはロンゴ山でイベントがあるらしい。限定のモンスターが出現し、ドロップ品にも期待できそうだ。ロンゴ山は現在魔ま王おう軍ぐんの領地なので、必然的に魔王軍のプレイヤーのみの参加になる。もちろん勇ゆう者しや側もいこうと思えばいけるが、わざわざ袋ふくろ叩だたきにされに行く奴やつもいない。

　ここ数日、ハイネと一いつ緒しよにプレイしてくれた武士のプレイヤーがいるので、その人を誘っていこう。

「理央くん、ねえ、カラオケ行かない？」

　清すが々すがしいほど高校生なフレーズでもって遊びに誘ってきたのは麻ま未み。

「カラオケってアレか？　曲が流れてきてそれに合わせて歌うっていう」

「他ほかにあれば見てみたいけど」

「また突然だな」

　麻未の後ろに教室を出ていく亜梨沙が見えた。

「作戦会かい議ぎも兼ねてるのさ。ほら、みんな勇者軍だから」

　そう言った麻未に並んでいるのは三人の女子。とんでもないメンツであった。言わずと知れた美少女の麻未、眼鏡めがねが知的で本当に成せい績せきもいい西にし橋はし、小柄で小動物的な魅み力りよくがある石いし井い、そして出席番号一番の相あい沢ざわである。

　麻未を含めたこの四人は数少ない女子プレイヤーだった。

「他に男は？」

「いれば誘うけど、ほとんど部活みたいだし。理央くんがよければ一人ひとりでもいいんじゃない？」

　まあ、一向に構わないわけだが。ネットゲームを始めただけで、女子からカラオケに誘われた。すごいぞネットゲーム。だからこんなに流は行やったのかと、理央は一人で納得した。

　いやちょっと待て。これから帰ってイベントに参加しなきゃじゃん。上う手まくいけばハイネを強化できる。

　だが、こんな機き会かいは次にいつ来るかわからない。女子とカラオケだぞ。

　体たい内ない時ど計けいで二時間ほどの理央の葛かつ藤とうは、現実世界では五秒に満たなかった。

「……すまん、俺おれは帰る。今日きようのところは女子会ってことで」

「えー。もし一人でレベル上げするっていうなら焦らなくてもいいよ？」

「そうじゃないんだ。とにかく悪いな」

　理央は逃げるように鞄を持って教室を出た。あと少し麻未に引き止められたら「やっぱいく」と言ってしまいそうだった。ハイネがいなければ、二つ返事でカラオケだったのに。ダメだ。早足で昇降口を目指しながら理央は首を横に振った。もう決めたことに後悔するな。女子の誘いを断ってでも、リオとハイネを演じるのだ。

　ちょうど発車するところだったバスに乗り込むと、亜あ梨り沙さが乗っていた。

「りーちゃん、帰るの？」

「そりゃ帰るよ。俺おれには帰る家がある」

「麻ま未みちゃんたちとカラオケにいくんじゃ、なかったの？」

　どうやら教室での会話を聞いていたようだ。

「こう見えて俺は忙しいんだよ。今日きようは俺のファンクラブのイベントに顔を出さなくちゃいけないんだ」

「ふふ。イベントって、どんなことするの？」

「……お前が乗ってくるなんて珍しいな」

「え？　噓うそだったの？」

「本気かよ！」

「噓だよ」

「……ちくしょぅ」

　昼休みに犯人を教えられたから、そのお返しだと亜梨沙は笑った。不覚である。

　理り央おは、もう教室では勇ゆう者しや軍ぐんの詳しい情報は流れないようにしたと亜梨沙に伝えた。だから図と書しよ館かんに避ひ難なんする必要はないと。

「ありがと。……りーちゃんには昔から助けてもらってばっかりだね」

「気にすんな」

　マジで。亜梨沙に感かん謝しやされればされるほど、心が痛むから。

　駅で亜梨沙と別れ家に着くと、すでに凛りん子こが帰ってきていた。凛子は中学で活動らしい活動をしていない「パソコン部」なるものに入っていて、ほとんど帰宅部のような状態だった。凛子いわく「学校よりも家のパソコンの方がスペックが高いから、学校でやる意味がない」そうだ。

　凛子の部へ屋やの前を通ると、中から話し声が聞こえてきた。友達が来ているのだろうか。しかし、玄関に靴はなかったはず。

「おっけ。案外ザコいね、ドリルドレイク」

「ままつぁあ！」

　妹が発した単語に反応し、「待った」を嚙かみながら理央は凛子の部屋のドアを開けた。

　ドリルドレイクとは、理央が参加しようと思っていた勇ゆう魔ま戦せん争そうのイベントに出てくるモンスターの名前だった。案の定、凛子のディスプレイには勇魔戦争の画面が映し出されていた。

　そして凛子はヘッドセットをして、どこかのオペレーターのような姿をしていた。

「ちょっとぉ、勝手に入ってこないでよ。……あ、ごめん。ちょっと落ちるね」

　会話の相手にそう告げて、凛子はヘッドセットを外した。

「お前、勇ゆう魔ま戦せん争そうやってたのか。俺おれが始めたの知ってるだろ？　言ってくれりゃいいのに」

「だって兄にいちゃんは勇ゆう者しや軍ぐんの親しん衛えい隊たいなんでしょ？　私は魔ま王おう軍だもん。馴なれ馴なれしくできないよ」

　リオが親衛隊に入ったことは、すでに魔王軍にも伝わっているのか。まあ、情報伝達の速さに今さら驚おどろいてもいられない。

「お、俺たち兄妹きようだいじゃないか」

「ゲームでは敵でしょ。はあ……兄ちゃんが勇魔戦争を始めなければ、私たち、今まで通りの関係でいられたのにね」

「いかないでくれ凛りん子こぉっ！　前みたいに俺を『にぃにぃ』って呼んでおくれよ！」

「一回も呼んだことないでしょ！　……はいはい、兄ちゃんも好きだよね、こういう茶番」

「お前もな。んで、そのヘッドセットは何だ？」

　凛子先生の説明によると、世の中にはインターネットで電話ができるサービスがあり、名を「スカイプ」というらしい。凛子の所属するパーティにはリアルの友達がいて、その友達と電話で話しながらゲームをしているという。文字で会話するよりも断然速いので、より緻ち密みつな連携ができるとのこと。ふむ、確たしかに。

「いつか敵として戦うことあるかもしれないけど、その時はよろしくね」

「ふふふ……、俺は勇者パーティの一人ひとりだぞ？　お前なんぞには負けん」

「私、レベル２６２だけど」

「お手柔らかにお願ねがいします」

　いつからやっているのだ妹よ。

　ちょうどいいから休きゆう憩けいにすると言って、凛子は飲み物を取りに下へ降りていった。その間に理り央おは自分の部屋に鞄かばんを置き、また凛子の部へ屋やに戻った。

「……何でまだいるの？」

　麦茶を持って帰ってきた凛子は表情を変えずにそう言った。

「たまには兄妹のスキンシップも大切だろう。悩みがあれば兄ちゃんが聞いてやるぞ」

「私にはないけど。あるのは兄ちゃんじゃない？　何の相そう談だん？」

　背中に汗がじわり。

「凛子さん？　どうして相談だと……」

「顔に書いてあるよ。兄ちゃん、何年の付き合いだと思ってんの？　何日か前からだよね、ちょっと変なの」

　よし、降参だ。

　理央の悩みとは当然ながら現在の状況である。こんな相談を年下の凛子にするのはおかしいのかもしれないが、理央の近くにいる中で一番賢かしこいのは凛子だと思っている。

「いやな、これは俺じゃなくて俺の友達のことなんだが」

「ふぅん、『友達』ね」

　もうバレた。しかし続けるしかない。

「そいつには二人ふたりの女子の知り合いがいて、どっちともそれなりに仲が良いんだ。そんで、ある事情でどっちかの味方にならなきゃいけなくて、そうするともう一人ひとりの方の敵になっちまう。それで悩んでるんだ。あ、友達がな」

「味方したい理由がその二人の女子どっちにもあるの？」

「ある。……って言ってた。友達が」

「なんかさ、勝手に二ふた股またかけて被害者面づらしてるよね、その『友達』」

　ぶほぁっ。

　一番言われたくないことを言われた。きっつい。でも反はん論ろんできない。その通りだし。

「ま、まあそう言わずに凛りん子こさん。俺おれの友達はどうすりゃいいんだろうか」

「その人がより大切に思ってる方の味方になればいい。っていうのが模も範はん解答だけど、それができないから悩んでるんだよね」

「そうなんだよ！　……友達が！」

　凛子はサイドポニーの毛先を指でいじる。

「じゃあさ、今はどっちつかずかもしれないけど現状維持に努めて、これからどっちかを大切に思う瞬しゆん間かんが来たら、そっちにいけばいいんじゃない？　迷わずに、その瞬間にバシっと決める」

　なんとなく、背中を押された気がした。凛子のことだから「さっさと決めろ。それでも男か」くらいなことを言いそうだったが、女子二人の抱える事情を深刻なものだと考えてくれたのだろうか。

「サンキュ。お前に相そう談だんしてよかった」

「『友達』によろしく伝えておいて」

「わかった。ゲームの邪じや魔まして悪かった。レベル上げてそのうちお前に挑むわ」

　凛子の部へ屋やを出ようとすると、妹は「でもまあ」と言葉を継いだ。

「亜あ梨り沙さちゃんを泣かせるようなことしたら、絶交だからね」

「…………」

　こういうこと最後に言うもんなあ。







　青い飛竜がハイネに襲おそいかかり、しかし暗殺者アサシン特有の素す早ばやさでそれをかわす。ドリルドレイクの名前の由来は螺ら旋せん状じようになっている尾で、その攻こう撃げき力りよくは高い。ただでさえ防御の低い暗殺者では一撃で大ダメージだが、ステップを駆使して回かい避ひしている。

　一定時間の飛行を終えたドレイクが着地した。瞬間、罠わなが発動してワイヤーがドレイクを拘こう束そくする。

「頼みます！」

「任せるでござる！」

　言葉づかいまでなりきっている武士が飛び出して、刀で攻こう撃げきを加える。単身で攻撃することで能力を上昇させる「一いつ騎き当とう千せん」スキルが発動し、ついにドレイクを撃破。約十五分の戦いであった。

　お互いの健けん闘とうを称たたえ合い、ほとんどＨＰが残っていない満まん身しん創そう痍いの中、モンスターがドロップした宝箱を開ける。

　さて、どんなレアアイテムだろうか。

「アクセサリー『ドレイクのしっぽ』を手に入れました」

　装備してみる。ハイネの尻しりから青い鱗うろこで覆おおわれた尻尾しつぽが生はえた。アクセサリーなので、能力値には変化なし。

「ううむ、拙せつ者しやには似合わぬな……」

「俺おれもっす……」

　こんなことならカラオケいけばよかった。













　　　　第４話　海賊と臨月







「運が良くなる壺つぼはいかがですかー」

　理り央おの操あやつるハイネは大きな城門の前で声を張り上げていた。ここは魔ま王おう城じよう。魔王軍の拠点である。すべての建物には耐久値が設定されており、それを超えるダメージを与えると崩ほう壊かいする。もちろん自軍の建物を壊こわすはずもなく、こうやって中の人を呼んでいるのだ。最近知ったことだが、魔王城の門は中からでないと開けられない仕組みで、城に自由に出入りできるのは魔王から権限を与えられたプレイヤーだけなのだという。現在その権限を持っているのは魔王、そしてパーティの四し天てん王のうたちである。だからハイネは魔王軍所属であっても中に入れない。

　勇ゆう者しやの城は誰だれにでも開かれているようだが、ネットに流れている情報を拾ってみると、先代魔王の時代に魔王を狙ねらった味方のＰＫが増えたことがあり、出入りが制限されているらしい。

　しばらく叫んでいると、ついに門が少し開き、男のキャラクターが顔をのぞかせた。

「訪問販売かよ」

「今なら素す敵てきなイルカの絵もついてきます。合わせて３０万円！　これは安い！」

「……ひやかしなら帰れ」

「わっかりました。シャチにしましょう」

「そこじゃねえよ！」

　門が閉じそうになったので、ハイネは隙すき間まから滑り込んで魔王城の敷しき地ちに入ることに成功した。

　ハイネを迎えたのはがっしりした体格に身長ほどもある巨大な剣を背負ったプレイヤーだった。確たしか「狂戦士バーサーカー」だ。防御を捨て、攻こう撃げきに特化した肉弾戦専門の職しよく業ぎよう。公式サイトで公開されている職業分布の割合でも少数派に入るレア職業だった。名前は「大たい佐さ」と表示されている。城にいるということは、四天王の一人ひとりだろう。理央はすでに「素もと子こ」と「七なな海み」を知っている。あと一人か。

「違うんです。今日きようは就活に来ました」

「就活？」

「俺を四天王に入れてください」

　この時、ハイネはレベル５６。九月も中ちゆう旬じゆんとなり、睡眠時間を削り、休日の時間もつぎ込み、なんとかここまで強くした。スキルもそれなりに習得している。そして今日、ハイネは魔王のパーティに加入すべく、城を訪れたのだった。

　魔王アリサを支えるには、近くにいる、つまり四天王になるのが最善だ。ハイネがここに来たのは必然と言える。

　狂戦士バーサーカー、大たい佐さはしばらく無言だった。狐きつねの面をつけた暗殺者アサシンを観かん察さつしているようだ。ネットの向こうで、何を考えているかはわかる。

　こいつは何な故ぜ、四し天てん王のうが欠けたことを知っているのだ。そう思っているに違いない。

　四天王は常に満員。新メンバーが入る余地などない。魔ま王おう軍ぐんにはそれで通っている。だから誰だれもハイネのように加入を希望したりしない。

　しかし、理り央おは亜あ梨り沙さの画面を通じて七なな海みが妊婦で臨りん月げつであることを知っている。近いうちにゲームを離り脱だつすることも。だからこそ、そこを狙ねらった。

　大佐は理央が七海を知っていることを知らない。きっと、タイミングがよかったくらいにしか結けつ論ろんづけないはずだ。

「……話を聞いてやる。入れ」

　文字通りの門前払いは避けられた。大佐の後を追って城の奥へと進んでいく。不ふ思し議ぎな空間であった。魔王の城だというのに、通路の脇わきには花が植えられ、石造りの建物を鮮あざややかに彩っていた。

「なんかきれいな所ですね。イメージと違うっていうか」

「魔王の趣しゆ味みだ。魔王はあんまりクエストにいかずに、いつも城の手入ればっかりしてるんだ。『園芸』のスキルを持ってるからな」

　あいつ、何やってんだよ。でも亜梨沙らしいとも思った。この花も、亜梨沙が植えたのか。戦せん闘とう以外の部分にも細かい遊び要素がある。勇ゆう魔ま戦せん争そう開発スタッフの力の入れ具合がうかがえた。

　モンスターを倒さなくても、スキルを使って花を植えたり家を建てたりすると経けい験けん値ちが手に入りレベルが上がる。どうやら亜梨沙は麻ま未みとは違ったレベルの上げ方をしているようだ。

　城の奥にたどり着くと、そこには狩人かりうどの素もと子こと、初めて見る男のプレイヤーがいた。名前は「チャンタ」。白と水みず色いろのローブに包まれた姿は魔法使いか僧そう侶りよに見える。さすがに七海はいない。

「あれ、お客さん？」

　すぐに素子が食いついた。

「四天王に入りたいんだと」

　大佐が答えると、「ふーん、レベルちょっと足りないかなあ」とつぶやいた。それは理央としても承知している。

「しかし暗殺者か。ちょうどいいと言えなくもない」

　発言したのはチャンタだった。素子も「そうだねー」と同意する。

　抜けた七海は盗賊だ。このメンバーだと「罠わな」スキルを持って城の罠を管理していたのは七海だったに違いない。

　お互いの陣営にとって、城は落とされてはいけない重要な拠点だ。だからこそ、敵を迎むかえ撃うつための罠わなを充実させているはずだ。罠の設置はスキルがないと行えない。勇ゆう者しや側の城はどうなっているか知らないが、マミが罠スキルを持っていたのでマミが仕掛けていると推測できる。といっても、現在は勇者軍が押しているので、勇者の城が攻め入られることはしばらくないだろうが。

　罠スキルは盗賊が一番上達しやすく、次に暗殺者アサシンだ。もちろんハイネのスキルレベルもそれなりに高くなっている。というより、七なな海みの後あと釜がまに納まるために重点的に鍛きたえた。

　今、魔ま王おうパーティには罠を管理できる人材がいない。そこに現れた罠スキルを持つ暗殺者のハイネ。大たい佐さがレベルの低いハイネを城に招き入れた最大の理由はそこにある。

「チャンタ、どうする？」

「俺おれに決定権はない。決めるのはアリサだ」

「でもまあ、レベルは私らと一いつ緒しよにクエストいけばすぐに上がるっしょ。ぶっちゃけ、罠使える人いないとキツくない？」

　三人が相そう談だんを始めた。手て持もち無ぶ沙さ汰たになってしまった理り央おだが、採用されるかとは別に緊きん張ちようしていた。傍かたわらに置いたコップに手を伸ばすが空で、ペットボトルからファンタオレンジをそそぐ。

　相談している会話はチャットで読めるが、タイミングもあってか悪くなさそうだった。もしハイネが来なかったら、レベルの高い盗賊か暗殺者をスカウトにいくつもりだったのだろうか。

　その時である。チャットに割り込むようにしてコメントが表示された。

『アリサがログインしました』

　同時に、黒いローブを纏まとったキャラクターが城内に登場した。胸には大きな赤い宝石をぶらさげている。ローブのせいで顔は確かく認にんできないが、長い髪を肩の前に流しているのがわかる。亜梨沙は自分の髪型に似せているようだ。

　理央の胸の鼓動が速くなる。今日きよう、初めてゲームの中で亜あ梨り沙さと会った。亜梨沙はハイネのプレイヤーが理央だと知しる由よしもない。だが、何か一つの言動で気づかれてしまうのではないかと不安になる。何せ、相手は家族の次に理央を知っている人間だ。この時ほど、装着している狐きつねの面を心強く思ったことはない。無表情なお面が、ハイネを通して理央が見透かされるのを防いでくれているような気がした。

「お、アリサちゃんいいところに」

「こんにちは。……えっと、そちらの方は？」

　ああ、人見知りする亜梨沙が戸惑いながらキーを打つ姿が容易に想像できる。

「七海ちゃんの後任候補くん。暗殺者で罠スキルもそこそこだし、どうしよっかって話してたとこ。ほらハイネっち、この人がウチらの上司。自己紹介して」

　素もと子こに促され、理央はハイネのスキルや装備などを明かした。中級にも至らないプレイヤーだが、四し天てん王のうの需要には応こたえられる。

「そもそも、四天王が一人ひとり減ったことをどこで知った？　俺おれたちはまだ公開していないが」

　チャンタが言った。その質問は想定内、答えも用意してある。

「俺、何回か四天王の皆さんがクエストに行っているのを見たことがあるんですけど、ちょっと前に見た時に一人いないような気がして……。たまたまいなかっただけかと思ったんですけど、次に見かけた時もいなかったので、ダメもとで来てみたんです。このゲームやってたら、やっぱり四天王には入りたいので」

「そうか。まあ筋は通るな。なかなか観かん察さつ眼がんはありそうだ。アリサ、俺は彼でも構わんぞ」

　口く調ちようと素もと子こたちとの会話から、チャンタは年上ではないかと推測をしてみた。大学生、もしかしたら社会人かもしれない。時と計けいを見ると夜の九時を回ったところ。働いている人でもログインできる時間帯だ。

「私は反対。って言いたいところだけど、君の持っている『ドレイクのしっぽ』をくれたら考えなくもないなあ、なあんて」

「どうぞどうぞ」

「いいの？　やったあ！　あのイベント、忙しくて参加できなかったんだよねー」

　素子は物につられて陥落した。残るは大たい佐さ。

「……俺はアリサに従う。好きにすればいい」

　狂戦士という職しよく業ぎようだが、意外にも従順である。

　やがてアリサは決断をくだした。

「では、ハイネさんを迎えたいと思います。よろしくお願ねがいします」

　理り央おの画面に、「アリサからパーティ加入への招待がありました。承しよう諾だくしますか？」と表示され、理央は迷わず承諾した。ハイネは四天王に選ばれたのだ。亜梨沙としても、罠わなの管理は必要と判断したようだ。

「ようこそ！　今日きようはハイネっちの歓迎会だね！　中庭にいこうよ」

　機き嫌げんのいい素子に連れられて、ハイネは城の中庭に案内された。そこは一面の花畑で、ここが魔ま王おうの城だということを忘れてしまいそうな景け色しきだった。花畑の真ん中には白いテーブルを五つの椅い子すが囲んでいて、セレブが豪華なランチでも食べていそうな場所である。

「中もすごかったけど、ここも一段と手が込んでるな」

「私が育てたんです。『園芸』スキルで種をまいて水やりをしてるんです。あっちには菜園もあるんですよ。四天王には『調ちよう理り』を持ってる人がいないので、収しゆう穫かくした野菜は近くの人に差し上げています」

　これ、亜あ梨り沙さが作ったのか。先代の魔王も、まさか代替わりして城がこうなるとは予想していなかっただろう。

　リオだったら、亜梨沙が作った野菜を料理にしてやれるのに。

　素もと子こがどこからか保存食を持ってきてテーブルに並べた。

「料コ理ツ人クがいないから保存食で勘弁してねー。あ、食料庫にたんまりあるから、クエストの時は好きに持っていっていいよ」

　食料庫とはつまりアイテム置き場と考えればいいか。「倉庫」と言わないところを見ると、他にもいくつかあってアイテムの種類によって使い分けているのだろう。

　この日は城の外には出ず、ハイネを中心にしたお喋しやべりに終始した。空腹値が減ってきたら食料で回復し、まるでファミレスでだらだらしているようだった。

「ハイネ、君は学生か？　ログイン時間を把握したいのだが」

「はい。高校生です」

　チャンタに訊きかれ、素直に答える。ここで偽ってもすぐにバレるだろうし、これくらいで亜あ梨り沙さに気づかれるはずもない。

　ちなみに魔ま法ほう使つかいかと思っていたチャンタは召喚士サモナーだった。この中で一番年上で会社員。そのためログインは主に土日となる。今日きようは平日だが、早めに帰宅できたのでログインしたそうだ。

「なあんだ。ニートだったら都合よかったのに」

　素子の吹き出しから下向きの矢印が飛び出した。

「先代魔王の取り決めがあるだろ。ニートはパーティに入れないって」

「はいはーい。わかってまーす。大たい佐さはパーティに入りたいからバイト始めてニートからフリーターに進化したんだもんねー」

「そんな前のこと話すんじゃねえよ！　すぐに大だい検けん取ってお前と同じ大学生になってやんよ！」

　大佐の背景を見てしまった。しかし文面から大佐が本気で怒っている様よう子すはない。素子のいじりは日常的なのかも。

　この場で一番偉いはずの魔王アリサは、せっせと食料庫から食料を運んでテーブルの上に並べるウェイトレスになっている。時折、大佐たちのやり取りを見て笑っていた。パソコンの前で微笑ほほえんでいる亜梨沙が見える。

「ねえ、ハイネっちって男の子だよね。芸能人でいうと誰だれに似てる？　キスマイの中だったら誰に近い？」

　女子大生、素子は亜梨沙の部へ屋やで見た通りのぐいぐいタイプで、だけど彼女が空気を賑にぎやかにしてくれている。ちょっと麻ま未みに近いと感じた。

「じゃあ先に素子さんが誰に似てるか教えてくださいよ。やっつけ感のあるご当地アイドルの中で誰に似てます？」

「なんでそこから入るの!?」

「じゃあもう野菜でたとえてくださいよ」

「人じゃなーい！」

「ははは。面おも白しろいな新入り。あー、酒がうめえ」

　チャンタは飲んでいた。

「あんまり飲みすぎないでくださいね。この前だって、酔って寝落ちしちゃったじゃないですか」

　アリサが窘たしなめる。そのあたりの用語に疎うとい理り央おだが、ログインしたまま寝てしまうという意味くらいは知っている。理央もハイネのレベル上げに深夜までログインしていて、危ない場面が何回かあった。近くにいる人からすれば、急に喋しやべりも動きもしなくなって不気味だろう。

「今日きようくらいいいじゃないか。なあハイネ」

　さっきまでとキャラクターが違う気が。酒が入ってテンションが上がっている。

「実は私も飲んでまーす。梅酒うめー」

　成人二人ふたりはいい気分である。花畑のはずが、居酒屋になった。

「けっ、二は十た歳ち過ぎたらみんなババアだ……」

　大たい佐さがつぶやき、素もと子こが絡む。

「おーおー、中卒が何言ってんだか」

「うるせえ！　素子、表出ろこの野郎！」

「よっしゃ、受けて立つ！」

　これがいつものことなのか、チャンタは笑って傍ぼう観かんしている。

「あの……二人ともケンカしないで……」

　アリサの仲裁もむなしく、素子と大佐はケンカの場所を求めてテーブルを離はなれていった。ここでやり合うとアリサの育てた花が荒れてしまうから場所を変えたのだろう。狩人かりうどと狂戦士バーサーカーがタイマンすると相性はどうなのか。

　二人が画面外に消えると、チャンタが言った。

「あれで素子は大佐をかわいがってんだよ。大佐が高校中退でニートだった時もバイト探すの手て伝つだったり、バイト始めてからも相そう談だん乗ってやったりしてるみたいだし」

「大だい検けんを勧めたのも素子さんですよね」

　アリサが言葉を継ぐ。

「いい人ですね」

「そういうのを先代魔ま王おうが集めたんだよ。アリサを含めてな。俺は結構ここが気に入ってる。お前も楽しめ。月げつ額がく分ぶんくらいはな」

「もちろんっす」

　すると、素子と大佐が戻ってきた。大佐のＨＰは残り５。時間的にほとんど瞬しゆん殺さつされたことになる。

「アリサ……回復してくれ……」

「は、はいっ。今すぐ」

「はっはっは。私に勝とうなんて甘い甘い」

　瀕ひん死しの大たい佐さはアリサの回復魔ま法ほうを受け、素もと子こにダメージはほとんどなかった。狂戦士バーサーカーは近接戦せん闘とうが主だから、距きよ離りを取られて弓で攻こう撃げきされると手も足も出ないのか。

　それから元気な酔っ払いが主しゆ導どうとなって宴会は続き、チャンタの打つ文章がひどくなってきたところでお開きになった。チャットでも呂ろ律れつが回らないってすげえ。

「これからよろしくお願ねがいします」

「いや、こちらこそ」

　丁てい寧ねいなアリサの挨あい拶さつを最後に、ハイネはログアウト。理り央おは肩を回し、体を伸ばしてベッドに寝転んだ。

　ともかく、四し天てん王のうに入るという目標は達した。離り脱だつした七なな海みが盗賊だったこと、ハイネが暗殺者だったことが幸いした。

　枕まくら元もとに置いてあった携帯が目に入る。

　亜あ梨り沙さに電話して言ってやりたい。「楽しい人ばっかりだな」って。

　たった二時間ほどだが、愉快な時間を過ごした。彼らの仲間になれたのだと思うと、明日あしたまたログインするのが待ち遠しくなる。

　亜梨沙は彼らから離はなれたくないから、魔王を辞めるわけにはいかない。倒されるわけにはいかないと言う。あそこが亜梨沙の居場所。そしてその居場所を必死に守るだけの価値が、あの城にはあるように思う。

　いい友達じゃないか、亜梨沙。

　理央は亜梨沙に電話をかけた。もちろん、ハイネが自分だと伝えるためではない。

『もしもし、りーちゃん？』

「おう。チョコパイ食べてるところ悪いな」

『た、食べてないよっ』

「ホントは？」

『……食べてる、けど』

　食べてんじゃん。

「それ確かく認にんしたかっただけだから。んじゃ、おやすみ」

『あ、おやすみ……』

　亜梨沙は切れた電話を見ながら首を傾かしげているだろう。しかし、亜梨沙の機き嫌げんがいいのは間違いない。何な故ぜならチョコパイを食べているからだ。

　明日からは言動に気をつけなければ。四天王しか知らないようなことを亜梨沙の前で口走るわけにはいかない。

　さて、次は……。







　三十分後、理り央おはプライドをかなぐり捨てて凛りん子この部へ屋やのドアを叩たたいた。

「助けてくれ凛子！　変な広告が消えない！」

「……消してあげてもいいけど、どんなサイト見てたか教えてもらおうかな」







　徐々に涼しくなってきて、そろそろ二学期が始まって一ヶ月が過ぎようとしている。麻ま未みたちは勇ゆう者しや軍ぐんについては教室で話さないようにし、そのおかげで亜あ梨り沙さも教室で女子とお喋しやべりができる。週に何回かは寄り道をしているようだ。余よ談だんだが、我らが担任の宮みや野の先生は婚活により素す敵てきな男と知り合ったが、初デートで男が子供を二人ふたり連れてきたという。繰くり返すが余談である。

　今日きようの英えい語ごの授業も荒れそうだなあと登校すると、いつもと教室の雰囲気が違った。

「……柴しば垣がきが白いな」

　違和感の正体は柴垣。一学期の中間、期末テストどちらも好こう成せい績せきの秀才である。同時に熱ねつ心しんな勇ゆう魔ま戦せん争そうプレイヤーでもあった。職しよく業ぎようは魔法使いで、マミやリオと一いつ緒しよにクエストに出たこともある。

　その柴垣が真っ白の状態で席でうなだれていた。白いというのは石灰をかぶったわけではなく、全身から精気が抜けたようにぐったりしているのだ。他ほかの男子たちも朝の挨あい拶さつをためらうほどだ。

「柴垣はどうした？　推してたアイドルに彼氏でも発覚したか？」

　近くにいた夏なつ樹きに訊きくと、意外な返事。

「宇う留る野のさんに告こくって撃げき沈ちんしたんだと」

「マジか！　そりゃ白くもなるか」

　未いまだ異性に告白というものをしたことがない理央は、振られた時の衝しよう撃げきを知らない。自分もあんなふうに白くなるのだろうか。だが、勇気を出して麻ま未みに思いを伝えた柴垣を尊敬したい。

　が、さらに意外なことを夏樹は続けた。

「お前、どうせ勘違いしてるだろうから言っておくけど、柴垣が告ったのはネットの中のことだぞ」

「……ん？　何を言っているんだい？」

「だから、あいつは勇魔戦争の中のキャラとしてマミに交際を申し込んだんだよ」

「ちょっと意味がわからない」

　夏樹はため息を一つ。

「俺も詳しいわけじゃないけど、ネトゲ内の交際とかあるんだってさ。中には結婚もあるらしい」

「はあ？　……はあ？」

　勇ゆう魔ま戦せん争そうに交際や結婚のシステムはない。つまり、プレイヤーどうしがそう思えばそうなるということか。

「理り央おもこれから見かけるんじゃないか？　カップルとか夫婦とか。仲良くクエストしてるぜ」

「給料の配偶者控除とかどうなってんだろうな」

「お前の心配するポイントもすげえな！」

　理央は白い柴しば垣がきに歩み寄った。ぽんと肩に手を置くと、少し反応があった。

「初はつ島しまか……」

「聞いたぞ。マミに振られたんだってな。まだまだ女キャラなんてたくさんいるじゃないか。中身はおっさんの可能性高いけど」

「それ言いにきたのかよ……」

　クラスの秀才は余計にうなだれた。

「いや、キャラに惚ほれるってどういう感じなのか聞きたくてさ」

　すると柴垣は首を横に振った。

「違うんだ。そりゃ、ネトゲ内でガチで付き合ったりしてる人もいるけど、マミは宇う留る野のさんだってわかってるだろ？　だから、ネットでの付き合いからリアルの付き合いに発展させようって……」

　ネットの告白はステップ１だったと。

　こいつ、策士か。さすが秀才。考えることが常人とは違う。そして遠回り。それが正解かはわからないけど。

　しかしこの世の中、そんな恋愛もアリなのではないかと思ってしまう。インターネットを通じて十分に愛を育はぐくみ、そして現実でも交際を始めたなら、お互いをよく知っているから上う手まくいくのではないか。

　昔の人は、これを「文通」という形でやっていたのではないか。そう考えてみると、今も昔も変わらないような。

「まあ柴垣、ネトゲのお前は振られたが、リアルのお前はまだ振られてないわけじゃん。現実の麻ま未みにアタックしてみてもいいんじゃないか？」

　理央がそう言うと、わずかに柴垣の肩が震ふるえ始めた。

「……女の子怖い」

「もうトラウマになってる！」

　もはや柴垣の回復は時間の経過に任せるしかないようだった。







「んでさ、上が中一で下が小四だっていうのよ。いくつの時の子供って話でしょ？　そしたら小四の方が『このおばちゃん誰だれ？　前の人の方がきれいだね』って言ったのよ。前って誰？　別れた奥さんと私の間に何人いんの？　つうか、銀行員とか言ってたけど、よく聞いてみりゃ銀行の事務やってる派は遣けんじゃねえか。ふっざけんなよ！　なあ初はつ島しま！」

　大方の予想通り、英えい語ごの授業は荒れた。というより英語やってない。

「はい。ふざけてると思います」

「私はおばちゃんじゃないよな、宇う留る野の」

「はい。全然お若いと思います」

「嫌いや味みか女子高生！」

　どうしろと。

　といってもこんな宮みや野の先生は慣なれっこなので、Ｃ組は「宮野先生よいしょモード」を発動し、ひたすら褒ほめちぎって機き嫌げんをとった。

　帰りのホームルームでは若干おとなしくなっていて、今日きようの授業も無事に終わった。窓から空を見れば、日が暮れるのが段々と早くなってきている。

「ねえりーちゃん、よかったら帰りに……」

「理り央おくん、ちょっといい？」

　亜あ梨り沙さと麻ま未み、別方向から同時に声をかけられ、理央の首が「くくいっ」と不自然に動く結果となった。

「どした？」

「大事な話なの。ここじゃダメだからこっち来て」

　返事を待たず、麻未が腕を摑つかんで歩き出してしまう。引っ張られながらも理央は振り返った。

「亜梨沙、何だ？」

「あ……いいの。じゃあね、りーちゃん」

　小さく手を振って、亜梨沙は鞄かばんを持った。

　麻未はずんずん進んでいく。

「おい、俺おれだって忙しいんだ。貴重な俺の時間をもらおうってならまずはＴポイントカードをだな……」

「はい」

　目の前に突きつけられた。

「話を聞こう」

　たどり着いたのは屋上へ続く階段の踊り場。屋上は常に閉へい鎖さされているので、ここに用のある生徒はいない。つまりは邪じや魔まの入らない空間で麻未と二人ふたり。

　ふむ。麻未がひと気のないところへ自分を。

「とりあえず俺、縛しばられた方がいいか？」

「そんなプレイしないよ！」

　冗じよう談だんでも残念な気持ちになるのは何な故ぜなのか。

「人に聞かれたくないってことは、勇ゆう者しや軍ぐんの話か？」

　麻ま未みは「うん」と頷うなずき、続けた。

「理り央おくんがいないところで勝手に決めちゃってゴメンなんだけど、昨夜ゆうべ、理央くん以外の親しん衛えい隊たいのみんなと話し合って決めたの。近いうちに、魔ま王おう城じように攻め込もうって」

「……マジか」

　確たしかに、昨夜は素もと子こに誘われていたのでハイネでログインしていた。その頃ころ勇者軍ではいわば幹部会かい議ぎが開かれていたのだ。勇者、親衛隊、それに集まれるだけのパーティのリーダーたち。それなりの規模で行われた話し合いの結果、魔王軍の本拠地へ侵攻することになったという。

　仮にリオがその場にいても何も変わらなかっただろう。親衛隊とはいえ新入りで、レベルも低いリオに発言権はないに等しい。

　ついに来てしまったか。

「今、魔王城への障害はコドニ村だけ。ここを落とせれば、補給ルートが確かく保ほできるの。そうしたら一気に魔王城に攻めやすくなる」

　地図上で見ると、勇者軍の領地と魔王城の間にあるのがコドニ村で、現在は魔王軍の領地だ。魔王軍からするとここが城への最終防衛ラインになっている。

　麻未はとても綿密に作戦を練っている。大人数がぶつかれば、長期戦は必至。戦っている間、どんどんアイテムは消費され、腹も減るので保存食や食材も異常なペースでなくなっていくだろう。

　敵地へ攻め込む勇者軍には、後方から物資を運ぶ役目を持ったプレイヤーが必要だ。そのプレイヤーの通り道がすなわち補給ルート。コドニ村を領地にすることができれば開通するのだ。

　そしてここにきて、どうして麻未が料コ理ツ人クリオをパーティに迎えたかがわかった。空腹値を回復するための料理は、出来立てを食べると士気が上昇する特典がついてくる。保存食ではそうはならない。麻未は、戦場でいかに美お味いしい料理を食べて士気を高められるかが勝負の鍵かぎを握っていると考えているのだ。

「コドニ村は、いつ頃落とせそうなんだ？」

「多た分ぶん、そんなに時間はかからないはず。あっちも四し天てん王のうが出張ってきて粘ねばってるけど、数ではこっちが有利だし」

　チャンタと大たい佐さがコドニ村の防衛に力を注いでいるのを理央は知っている。二人ふたりが頑張っている間に、ハイネは素子にレベルを上げてもらっている。アリサはというと相変わらず城から出ない。アリサもコドニ村に出しゆつ撃げきするべきではないかと提案したが、まだアリサの手の内を明かしたくないというチャンタの戦略から、アリサのスキルなどは隠す方向で一致している。おそらくチャンタは、コドニ村がいずれ落とされ、勇ゆう者しや軍ぐんが魔ま王おう城じように乗り込んでくるのを予見しているのだろう。その時のために、魔王はまだ出るべきではないと判断している。

「十月の頭が騒さわがしくなりそうだな」

「そだね。あと、まだ噂うわさレベルなんだけど、四し天てん王のうでメンバーの入れ替わりがあったらしくて、戦力ダウンしたって」

「それは狙ねらい目だな」

　白しら々じらしく言ってみるが、やはりダウンと取られてしまうか。

「理り央おくんには存分に働いてもらうから、覚悟しておいてね」

「任せとけ」

　リオは戦力としてはほとんど役に立たないので、後方支援に回ることになるだろう。調ちよう理りスキルを上げておく必要がある。

　ふと、麻ま未みが小さく拳こぶしを握っているのがわかった。

「……やっと、お父とうさんに近づけるかもしれない。マップを統一したら言ってやるんだ『覚悟しろよ』って」

「親おや父じさんも早く来いって待ってるかもな」

「あー、すっごい楽しみ！　お父さんに挑むのも、魔王と戦うのも！」

　活動的な勇者と違い、魔王は引きこもりがちで目もく撃げき情報が少ない。麻未はどんな魔法やスキルを使ってくるかわからない敵と戦うことになる。それでも麻未の表情に不安の色はなかった。

「頑張ろうな」

「うんっ！」

　満面の笑えみで返事。

「あ、俺、教室に鞄かばん置きっぱだ。取りに戻るわ」

「じゃあ私も」

　階段をおりて、教室に向かう。帰る生徒は帰り、校舎内に人は少ない。

　やばい。麻未マジでやる気だ。このままだと魔王城陥落、四天王全滅、魔王消滅まであり得る。

　アリサが死んでしまう。消えてしまう。

　そうしたら、亜あ梨り沙さが笑っていられるあの場所がなくなってしまうかもしれない。友達を失ってしまうかもしれない。

「理央くん？　どしたの？」

「あ、いや……」

「もしかして、亜梨沙ちゃんのこと考えてた？」

「一応訊きくが、どうしてそう思った？」

　何な故ぜこうも自分は心を読まれるのか。地元ではポーカーフェイスで通っていると勝手に思っているのに。

「だって亜あ梨り沙さちゃんが転校してきてから、理り央おくん、亜梨沙ちゃんに首ったけじゃん」

「首ったけって……」

　生まれて初めて言われた言葉だ。

「妬やいちゃうよ？　私」

「はあ。あんまり思わせぶりなこと言うなよ。だからその気になった奴やつがアタックしちまうんだ。今までどんだけ告白された？」

　麻ま未みは「えーと」と言いながら指を折る。おい、両手使うのかよ。

「先せん輩ぱいと学外入れて十四人かな」

「勇ゆう魔ま戦せん争そうの中の奴入れたら？」

「その三倍」

「化け物め」

　そんなにモテてみたいものである。

「ひどーい。女の子にそんなこと言っちゃダメだよ」

「誰だれとも付き合わんのか。そもそも麻未はどんな感じのがタイプなんだ？」

「ジャック・スパロウだね」

　海へいけ。

「なら柴しば垣がきは撃げき沈ちん確かく定ていってわけか」

　あいつのどこからも海賊感はしない。

「なんだ、知ってるの？　柴垣くんには悪いんだけど、私さ、ネットでの告白は誰でもお断りなの。やっぱり告白ってメールでも電話でもなくて、面と向かってするものじゃない？」

　それには同意である。大切なことなのだから、相手の顔を見て伝えるべきだ。

「じゃあ、柴垣が直接告白してきたら？」

「それでもごめんなさいかな」

　骨は拾ってやる、柴垣。

　Ｃ組の教室には誰もいなかった。机の上には放り出されたままの鞄かばんが置いてある。

「いつかお前にふさわしいジャック・スパロウが現れるといいな」

「うわー、完全に他ひ人と事ごとって感じ。傷つくわあ」

「なんだその言い方は。だって俺おれ、ジャックじゃねえもん」

　すると麻未は理央に正面から向かい合った。西日が射さして、顔の半分を照らす。十人を超える男から告白された女子が、今、理央一人ひとりを見ている。

　おいどうした。という言葉を飲み込む。胸の鼓動が速くなって、声が出てこない。なんだよ、いつもみたいに軽口を叩たたけよ。

　やがて麻未の口が開く。

「理り央おくんだったら……いいよ？」
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　あまりに抽象的なその言葉。何がいいのか、どういいのか。考えても答えにはたどり着けない。言った本人に訊きくしかない。

「いいって、何の……」

「なあんて、冗じよう談だん！　からかっただけ。てへっ」

　ばちっとウインク。

「……言っとくけどな。その『てへっ』はかわいい奴やつじゃないと殴っていい法律があるんだぞ」

「かわいいから合法でーす」

　その時、理央の視界の隅に誰だれかが映った。教室の前の廊下を誰かが通ったのか。

　違った。

　亜あ梨り沙さだった。走り去る亜梨沙だった。踵きびすを返してなびいた髪は、間違いなく亜梨沙のものだった。

「あっ……亜梨沙！」

　すぐさま後を追って走り出す。亜梨沙が今の会話をどこまで聞いていたのか、どうして逃げるように走っていったのか、そもそもどうして自分は亜梨沙を追わなければいけないと思ったのか、何もわからないまま理央は走った。

「……どうして髪の先を見ただけで亜梨沙ちゃんってわかるかなあ」

　教室に残った麻ま未みの声は、理り央おには届かなかった。







　インドアの印象が強い亜あ梨り沙さだが、実は運動神経は悪くない。体育でやったバドミントンでは見事な反応とフットワークを見せていた。これはきっと過去に外を連れ回したからだと理央は勝手に思っている。

　そんな亜梨沙なので、理央が教室を出た時にはすでに階段をおりて踊り場をターンしていて、後姿を捉とらえることはできなかった。

　しかし転校一ヶ月に満たない亜梨沙は知るはずもない。この学校の階段は手すりに腰をかけて滑りおりる芸当が可能なことを。おそらく亜梨沙はそれをしている学生を見たことがない。当然だ。ダサいから誰だれもやらないのだ。

　理央は迷わず手すりに尻しりを乗せ、踊り場まで滑る。切り返してまた滑る。偶然通りかかった女子が「ださっ……」とつぶやいた。

　一階に着地し、亜梨沙の背中を発見。

「待て亜梨沙！　待たないとお前の秘密ばらすぞ！」

「わ、私だってりーちゃんが遠足でおもらししちゃったことばらしちゃうもん！」

「ばれたよ今！　赤裸々に！」

「ご、ごめんなさいっ」

　怯ひるんだ亜梨沙は減速し、理央は昇降口の前で捕まえた。何かを失っての勝利であった。

「どうして逃げた。あと、あれはおもらしじゃない。ズボン着用の立ちションだ」

「だ、だって……。りーちゃんが麻未ちゃんに告白されてたから……。私、邪じや魔まだと思って……」

　亜梨沙は涙で目を潤うるませていた。理央が必死の形ぎよう相そうで追ってきたからなのか、他ほかに理由があるのかはわからなかった。

「告白？　違うって。そんなんじゃない」

「でも麻未ちゃん言ってた」

「何て？」

「『理央くんだったらキスしてもいいよ』って」

「妄想で補完すんな！」

　少女漫画の読み過ぎだと言いたい。

　どうして麻未は追ってこない。誤解を解くには麻未がいた方がいいのに。

「……違うの？」

「違う。それにあれから麻未は冗じよう談だんだって言ってた。いつもの軽口なんだよ」

　だから麻未早く来いって。でも来ない。

　結局、二人ふたりで学校を出るまで麻ま未みは現れなかった。

　誤解は解いたはずなのだが、バスに乗り込んでも亜あ梨り沙さの口数は少ない。理り央おにもかける言葉がなく、「最近チョコパイどう？」というわけのわからない質問しかできなかった。それに「まあまあ」と返した亜梨沙も混乱していると思われる。

　こんな時、「どうしたらいい」と凛りん子こにメールを打ちたくなる情けない兄だった。

　ほとんど無言のままバスは駅のロータリーに入り、理央と亜梨沙はバスを降りる。あとは改札を通って別々のホームから帰るだけだ。

「……私は、麻未ちゃんが言ったのは本当に冗談なのかなって思ってるの」

　別れの挨あい拶さつを告げる前に、亜梨沙は言った。

「は？　麻未は自分でそう言ったんだぞ？　だいたいな、麻未の好みは……」

「でもっ……麻未ちゃん、いつもりーちゃんのこと見てる……！」

　大人おとなも子供も、同じ高校の生徒も違う高校の生徒も行き交う駅の中で、亜梨沙は頭一つ高い理央を見上げ、泣きそうに語気を強めた。

「……は、いや」

　ここで「女子がハンサムな俺おれを見るのは当たり前じゃないか」くらいのことが言えたなら、どれだけ楽だっただろう。だけど、言えないこの空気を読む程度は理央でもできる。

「お弁当食べてる時も、体育の時も、いつもりーちゃんを見てるもん。りーちゃんと話してる時、すごく楽しそうだもん。麻未ちゃんは……きっと……」

「お、落ち着け亜梨沙っ。そりゃお前の思い込みだって。麻未はちゃんと目を見て話すし、どんな話でもよく笑う奴やつなんだ。そう見えただけだ」

　多た分ぶん。

　麻未の好みはジョニー・デップ似の海賊で、理り央おなど遠く及ばない。そりゃあ、もし亜梨沙の言った通りで麻未が自分だけをよく見ていて、自分と話している時だけ楽しくしているのなら、「もしかして」なんて勘違いしてしまうかもしれないし、勘違いでもいいからしてみたい。

　麻未に好かれて嫌いやな男なんていない。男なら誰だれだって舞まい上がる。妄想を広げて奇声をあげる。

「そう、なのかな」

　だけど何だ。亜梨沙から麻未は自分に好意があると言われ、素直に喜ぼうとしていない。何かがつっかえている。ちくしょう、わからん。

「そうだよ。考え過ぎだ」

「じゃ、じゃあ……、もし麻未ちゃんが本気でりーちゃんに告白したら、どう、するの？」

　今日きようの亜梨沙は具合がおかしい。いつもならこんなに突っ込んだことは訊きいてこない。冗じよう談だんにしても麻未の告白のようなシーンを見てしまい、少女漫画スイッチが入ってしまったのか。

「そりゃ……まあ、何だ。そん時の俺じゃないとわからんっつうか……」

　そしてとりあえず適当なことを言って茶ちや化かそうとしない理り央おもおかしな具合であった。もしもの話じゃないか、何を真剣に答えようとしているのか。

　亜あ梨り沙さは泣き出しそうだし、さっきから歩いていく人がチラチラ見ていくし、かといってここでぶっきらぼうに亜梨沙に別れを告げて改札を通ってしまうわけにもいかないし。

　肺の脇わきで風船が膨ふくらんでいくような息苦しさから理央を解放したのは、改札から出てきた少女だった。

「亜梨沙ちゃん？」

「あ、凛りん子こちゃん……」

　制服姿の凛子がそこにいた。同じ制服の女の子数人と一いつ緒しよで、中には理央の知っている顔もいる。

「お兄にいさん、お久しぶりです」

　礼れい儀ぎ正ただしい凛子の友人は軽く頭を下げた。

「よう。買い物か？」

　そうなんですと友人は答えた。理央の地元には中高生が遊ぶ場所が少なく、だいたいはこの辺りまで出てくる。中学生が寄り道とは感心しないが、凛子もいるし、はめを外すようなことはないだろう。

「もしかして私、お邪じや魔まだった？」

　凛子が言うと、亜梨沙は長い髪が乱れるほど首をぶんぶんと振った。

「違うの。そ、それじゃあまた明日あしたね、りーちゃん」

　亜梨沙は鞄かばんから定期を取り出すのに手間取りながら改札を通っていってしまった。

　助かった。と考えてしまっていいのか。

「兄ちゃん」

　ぐいっと凛子が近づいてくる。その目には兄ですら慄おののく気迫が宿っていた。

「何でしょう……」

「今回は助けてあげたけど、ちゃんと後で話聞くからね」

「はい……」

　しかしまだ動かない凛子から理央は察し、財布から千円札を二枚取り出して「これで茶でも飲め」と握らせた。友人たちからは「お兄さん優やさしい」と感かん謝しやされたが、これは正当な謝礼である。

　帰りの電車の中で麻ま未みからメールが届いた。「亜梨沙ちゃんに明日フォローしとくね」という内容だったので、一安心しておくべきか。

　その夜、理央がびくびくしながら部へ屋やで待たい機きしていると、風ふ呂ろあがりの凛子が訪ねてきた。

「……で？　なんか居づらそうだったから割り込んだけど、亜梨沙ちゃんに何かしてないよね」

　さすが我が妹。改札の向こうから亜梨沙と理央のただならぬ雰囲気を察し、敢あえて声をかけることでその場を収めたのだ。空気というのは凛りん子こに読まれるためにあるのではないかと思う。

「めっそうもない。亜あ梨り沙さがな、冗じよう談だんを本気にしちまっただけだよ。そしたら、クラスの女子が俺おれのことをよく見てるとか言い出してさ……」

「ふぅん。そんだけ？」

「そんだけっす」

　凛子はポケットから小銭を出すと、「おつり」と言って理り央おに渡した。二十三円って、きっちり使っておられる。

「お願ねがいだから、亜梨沙ちゃんを頼むね。兄にいちゃんが思ってるより、私は亜梨沙ちゃんが好きだよ」

「わかってる。これでも俺はお前の兄だ」

　部へ屋やを出ていく凛子は、ドアを閉めながらこう言った。

「そのクラスの女子って人が兄ちゃんをよく見てるって、どうして亜梨沙ちゃんが気づいたか、考えてみたら？」







　魔ま王おうによって花が飾られ、とても魔王軍の拠点とは見えなくなってしまっている城だが、徐々にそれらしく変化していっている。それらしいというのは、ハイネが黙もく々もくと設置している罠わなの数々である。基本の落とし穴に、壁かべから発射される毒矢、地雷などなど。侵入者を阻はばむ罠わながこれでもかと取り付けられている。

「いやー、やっぱり罠スキルあると助かるわー」

　作業するハイネの傍かたわらで手持ちぶさたなのは素もと子こ。チャンタと大たい佐さはコドニ村へ向かい、波状攻こう撃げきを仕掛ける勇ゆう者しや軍ぐんを迎むかえ撃うっている。会社勤めのチャンタも今ばかりは都合をつけてログインしていた。四し天てん王のうが駆けつけたことでコドニ村防ぼう衛えい線せんの士気は上がっているが、マップ統一が視野に入った勇者軍の勢いはそれを上回っている。その中でも麻ま未みを知っている男子たちは手柄をあげて麻未の好感度を上げようと必死である。

「七なな海みまでとはいかないが、限界まで城を武装する。金は使わせてもらうぞ」

　新参のハイネは最初こそ敬語だったが、こんな関係で遠えん慮りよなどいらないということで、いつの間にか四天王とはタメ口になっていた。敬語なのはアリサだけだ。

「全然オッケー。好きなだけ使って」

　スキルのレベルによって、設置できる罠の種類に制限がかかる。広こう範はん囲い、大ダメージの罠はまだハイネには使いこなせない物が多い。その分を数で補おうとしていた。幸い、プレイ時間の長い素子たちが貯ため込んだ金がある。かつて七海が設置した罠とあわせて、魔王城を罠の要よう塞さいにするつもりだった。

「城門は？」

「強化してもらってるよ。あっちがどれくらい対城兵器を持ってくるかわかんないけど、耐えてもらわないと」

　素もと子こと会話しながらも、ハイネは次々に罠わなを仕掛ける。金の心配をしなくていいから、設置するのが楽しくなってきた。もちろん、どこに何を仕掛けたのか覚えていないと逆に危険なので、理り央おはマメなことにノートにメモを取っていた。

「魔ま王おうはもう来てるか？」

　もう家に着いているはずだ。「はず」というのは、ここのところ理り央おは亜あ梨り沙さと一いつ緒しよに下校していない。麻未の告白を勘違いした日から、さりげなく避けられていた。麻未からフォローがあったものの、どことなく気まずい空気がある。

　幼い頃ころは、ケンカしても次の日には仲直りができた。亜梨沙を泣かせてしまっても、ごめんと言って一緒にジュースを飲めば、また遊びに行くことができた。だけど高校生になって、当たり前にできていた仲直りができなくなっていた。

「まだログインしてないね。なんかさ、最近のアリサちゃん変じゃない？」

「どうしてだ？」

「乙女おとめの勘だね」

　文字の会話だけでそこまで悟るか。乙女の勘、侮あなどれない。いや、それだけ付き合いが長く、仲が良いともとれる。

「俺おれにはわからん。つうか、このやばい時に魔王がおかしいのはまずいだろ」

「そんなこと言ってもアリサちゃんは女子高生だよ？　色々あるんじゃない？　君は知らないと思うけど、転校して再会した腸イケメンの幼おさな馴な染じみがいるの。彼の絡みかもねー」

　もうちょっとで口に含んだファンタを葉は月づきさんにぶちまけるところだった。

　こんな時、どう反応したらいい。この幼馴染を知っているような言動はご法はつ度とだから、何も知らないふりをしてさりげなく話題を逸そらすか。

　理央がキーを打つ手を止めていると、『七なな海みがログインしました』と表示。同時に盗賊の格好をしたキャラクターが歩いてきた。

「久し振りー」

　パーティから抜けた七海だった。元四し天てん王のうだから城に入る権限を持っている。

「うわっ、七海ちゃんだ！　ちょー懐なつかしいんですけど！」

　素子が音符と星のマークを出しまくる。

「もう。そんなに懐かしくもないでしょ。……こちらは？」

「初めまして。暗殺者アサシンのハイネです。新しく四天王に入りました」

　ぺこりと頭を下げてみせると、七海も同じ仕し草ぐさをした。

「元四天王の七海です。私ね、罠のスキルがどうなったか心配してたのよ。魔王なら習得できるけど、アリサちゃんは罠とか向かないし、どうしたのかなって」

「ちょうどいいところにハイネっちが志し願がんしてきたんだよ。レベル低かったんだけど、それは私と猛特訓中」

「なるほどねー。じゃあ、これもらってよ。私からのプレゼント」

　そう言うと七なな海みは、その場にどんどん自分のアイテムを置き始めた。しかもどれもがＡランク以上で、理り央おが見たことのない物がほとんどだった。素もと子こが焦りを表す汗のマークを出した。

「ちょっと待って！　こんなにレアなのもらえないって！　ＲＭＴして出産費用の足しにするとか……」

　素子が発した単語の意味がわからなかった理央は、すぐに画面を小さくしてブラウザを立ち上げて単語を検索。アイテムを現実のお金で売り買いする行為、「リアルマネートレード」って、ダメだろこれ。

「素子、冗じよう談だんでも言っちゃダメよ。そんなお金で子供育てたくないでしょ。私はしばらく使わないから、好きにしてよ。危ないんでしょ？　魔王軍」

「うん……ごめん七海さん」

　素子も言い過ぎたと反省。

「いいのいいの。ハイネくん、これ使って。あ、これもいいよ。これ持っておくと役に立つよ」

　七海の実じつ年ねん齢れいを知らずに失礼だが、「親しん戚せきのおばさん」という印象を持った。が、七海がくれたアイテムはレアなだけあって強力な物ばかりで、ハイネ自身も強化できるし、城も補強できそうだ。

「ありがとうございます。助かりました」

「そんな丁てい寧ねいにしなくていいわ。そうそう、アリサちゃんは？」

「まだなの。私の予想だと、例の彼のことでもんもん状態っぽいね」

　もんもんって何だ。その彼はファンタ飲みながらネットゲーム中だ。

「あ、幼おさな馴な染じみの？」

　井い戸ど端ばた会かい議ぎのようなものが始まってしまった。しかも話題は亜あ梨り沙さと自分ときた。

　信頼しているネットの友達で、しかも同性の素子と七海にはプライベートな相そう談だんをしている可能性が高い。実際、転校のことも知っていた。このままだと亜梨沙のことを盗み聞きすることになってしまう。

「じゃあ俺おれは罠わなの設置を続けるんで、ごゆっくり」

「待ってハイネくん。せっかくだから男の子の意見も聞かせてよ」

　場を離はなれようとするが、七海に引き止められてしまった。

「あのね、アリサちゃん、再会した幼馴染のことで悩んでるみたいなの」

　ここ最近ログインしていなかった七海がどうして亜梨沙の悩みを聞いているのか疑問に思ったが、亜梨沙、素子、七海はゲーム内だけではなくてスカイプでやり取りをしているらしい。

「はあ……」

　としか返事ができない。だいたい、アリサの悩みを新参のハイネに話してしまってもいいのか。口の軽さに文句をつけたくなったが、七なな海みと素もと子こはアリサがどこの誰だれかなんて知らないし、例の幼おさな馴な染じみが誰かも知らない。これが現実の友人だとしたら友情にヒビが入る危険性があるが、ネットだからこそ許されるのかもしれなかった。亜梨沙からしても、どこか知らない場所に住んでいるハイネに伝わっても現実で特に困ることはない。

　ハイネが見知らぬ他人だったら、だけど。

「彼が同じクラスだったおかげで友達もできて、馴な染じめてるんだけど……」

「何か問題あるのか？」

　亜梨沙のいない所で語られる亜梨沙の話。聞いてしまっていいものか。理り央おには強引にログアウトするという選択肢もあった。しかしできなかった。亜梨沙が何を考えているのか知りたかった。できてしまった距きよ離りを縮ちぢめるためのヒントが欲しいと自分を肯定して、罪悪感を抑え込んで。

「やっぱりお互い成長してるから、前みたいにはいかないらしくて、どうやって接したらいいか悩んでるみたいだね」

　素子が言った。

「いや、普通にすりゃいいんじゃん」

　すると素子は怒りのマークを出した。十字路みたいな血管のやつだ。

「高校生の男女だよ？　無理に決まってんじゃん。むしろ子供の頃ころのノリでいけるってどんだけ無神経だよっ」

　理央は転校初日の九月一日を思い出す。

　無神経だった。

「いやあ……そういうもんか……？」

「そうなの！　しかも聞いてよハイネっち！　その彼が相当の女たらしっぽいのよ！」

　動揺のあまりコップを落とした。空で助かった。

　思わず画面に向かって理央は言った。

「いやいやいや！　違うって！　あいつ何言ってんだ！」

　声が大きくなってしまった。これ以上は家族に心配される。

「素子、違うでしょ。クラスで彼に気がありそうな女の子がいるって言ってただけじゃない。そんな風に言ったら彼がかわいそうだわ」

　そうだそうだ。かわいそうだ。

「あれ？　そうだっけ。まあいいや。でね、しかもその女の子がかなりかわいくて性格もいいんだって。ヤバいよね。落ちるよ彼」

　間違いなく麻ま未みのことだ。まあ落ちるといっても『あれ』は冗じよう談だんだったわけで。

『もし麻未ちゃんが本気でりーちゃんに告白したら、どうするの？』

　不意に亜あ梨り沙さの言葉が蘇よみがえる。

　どうするんだろう。

　答えなんて決まっているはずなのに、答えが出なかった。

「くうぅ。その娘この顔を見てみたい！」

　そのうち攻め込んでくるよ。勇ゆう者しやとして。麻ま未みが勇者だとは亜梨沙も言っていないようだ。素もと子こが暴ぼう走そうしたら亜梨沙が魔ま王おうだとバレる可能性がある。

「なんにせよ、まずは普通になりたいって言ってたわ。特に今は気まずくなっちゃってるみたいで」

　はい。気まずいです。

「普通って難むずかしいよね。私だって、友達だと思ってた男の子に突然告白されて、めっちゃ気まずくなったりしたもん」

「ふったんだな」

「顔がね」

　ストレートで何より。

　素子の顔の好みはともかく、亜梨沙が自分との接し方に悩んでいるのは高校生になったから、男女だからだけではなく、理央が勇者軍の親しん衛えい隊たいだからというのもある。できる限り勇ゆう魔ま戦せん争そうの話題は避けているものの、どうしても亜梨沙は気を遣つかってしまう。このゲームに愛着があるから、余計に。

「二人ふたりとも、アリサちゃんをお願ねがいね。そろそろ私、行かないといけないから」

　七なな海みが言って、ハイネと素子は揃そろって「？」を出した。

「どこに？」

「病院。実はちょっと前から陣痛始まってるのよね」

「いけよ早く！」

　なんでログインしているのか。理り央おはとっさに携帯を摑つかんで救急車を呼ぼうとしたが、七海がどこに住んでいるのかなんてわからない。

「１１９番したから！」

　素子は呼んでしまった。

「どこに救急車来るんだよ！」

「あっ！　私ん家ちに呼んじゃった！」

「アホか！　じゃあもうお前が産めよ！」

　見事に混乱した二人に、七海は「二人のおかげで元気出たわ」と発言してログアウトしていった。七海は初めての出産で、気持ちが不安定になることがあったと亜梨沙は言っていた。無理してログインしたのは、仲間に会って自分を奮ふるい立たせるためだったのかもしれない。

　七海が置いていったアイテムを整せい理りしていると、入れ違いでアリサがログインしてきた。

「惜しかったねー。今ちょうど七なな海みちゃんがログアウトしたところなの」

「え？　七海さんまだログインできるんですか？　出産予定日が近かったはずじゃ……」

「さっき陣痛始まったって病院いったけどな」

「ええっ!?　そんなギリギリまで……」

　そりゃ亜あ梨り沙さだって驚おどろく。さっきは驚くなんてものではなかった。

　アリサもアイテムの整理を手て伝つだい、改めて七海の贈おくり物ものは貴重だとわかった。七海は盗賊の肩書きに忠実で、アイテムのコレクションに力を注いでいるプレイヤーだった。とはいっても戦せん闘とうとなればレアアイテムを惜しみなく使って、戦局を有利に導みちびいていく。数回あった勇ゆう者しや軍ぐんパーティとの接触で、七海に助けられたことも多いと素もと子こは言った。

「俺おれ、これもらっていいか？」

　欲しい物があったので、一応先せん輩ぱいに確かく認にんする。

「どうぞー。って、それ使い道あるの？」

「まあ、念のため」

　使う機き会かいは限定的でタイミングしだいのアイテムだが、もしかしたらこれが役に立つ時が来るかもしれない。来ない方がいいんだけど。

　残りは倉庫にしまうことにして、三人で運んだ。勇ゆう魔ま戦せん争そうには「貸倉庫」のシステムがあり、お金を支払うことでアイテムを保管しておくことができる。ほとんどのプレイヤーが活用しているが、城の倉庫ならお金がかからない。これだけ見ても勇者と魔ま王おうの優ゆう遇ぐうされているかがわかる。

「アリサちゃん、その後、彼とはどう？」

「どうって……。何もない、ですけど」

　いい酒の肴さかなと言わんばかりに、素子がアリサを問い詰める。男が絡んでいるせいもあって、素子の食いつきがすごい。しばらくこればっかりになりそうだ。

「じゃあ、まだ気まずいままなの？」

「気まずいというか、何を話していいかわからなくて……」

　それを気まずいというのだ。だって、理り央おも何て話しかければいいかわからない。

「もうさ、襲おそっちゃえば？」

　アリサがぴくりとも動かなくなった。わかるぞ。画面の前で絶句しているに違いない。

「俺、用事あるから落ちる」

　今度こそ理央はその場を離り脱だつした。

　ログアウトして、一つ息をつく。これからアリサが素子に「彼」について相そう談だんを始めてしまったら、もう聞いていられないし、聞いてはいけない。

　大丈夫だよな、亜梨沙。明日あしたいきなり襲ってこないよな。

　すると携帯が鳴った。

『理り央おくん！　今ログインできる？』

　麻ま未みだった。声色はどこか興こう奮ふんしているように感じる。

「できるけど……」

『じゃあコドニ村まで来て！　早くね！』

　それだけ言って電話は切れた。







　リオが駆けつけると、そこは戦場だった。原則として村や町の中での戦せん闘とうは不可となっているので、コドニ村の周囲が戦闘区域となっている。魔ま王おう軍ぐんが村の周囲の壁かべに施した砲台はすべて破は壊かいされていた。村の迎げい撃げき機き能のうはもう停止している。

　しかし、戦っているプレイヤーは見えない。周囲にいるのは勇者軍だけで、魔王軍はどこにもいない。

「お前高校生だろ？　帰ったらすぐにログインしておけ！」

　到着するなり親しん衛えい隊たいの一人ひとり、竜りゆう騎き士しに怒られた。会社員の竜騎士は、時間がある学生プレイヤーを羨うらやむ発言をよくする。口くち癖ぐせは「会社辞めたい」「課か長ちよう死ね」だが、なんだかんだで毎日出勤している。

「すまん。ちょっと妹に勉強教えててさ」

　適当に理由づけ。凛りん子こに教えられることなんて本当は何もない。

「は、妹とか都市伝説だろ」

「いやいるよ！」

　どんな環かん境きようで育ってきたんだ竜騎士よ。理央が脱力していると、マミと銃じゆう士し、そして賢けん者じやが走ってきた。勇者パーティが集結し、周囲の勇者軍プレイヤーが盛り上がる。

「リオくん来てくれてありがとう！　って言っても実はもう決着ついちゃったんだよね」

「決着……？」

　ここは魔王城へ攻め入るための重要な場所だ。逆に魔王軍は落とされまいと必死に守ってきた。でもマミを始めとした親衛隊は健在で、他ほかのプレイヤーたちにも喜びを表すマークを頻ひん繁ぱんに出している。答えは一つだった。

「うん。コドニ村は勇者軍が制圧したよ！」

　マミがぴょんぴょん跳ねる。

「チャンタと大たい佐さの二人ふたりが強かったですね。おそらく四し天てん王のうでしょう」

　銃士が言った。リオがいなかった時の話を聞くと、チャンタと大佐は魔王軍の中でも別格の強さを誇り、勇者軍にもたくさんの被害が出た。しかしマミが参戦してから徐々に押し返し、ついには撤てつ退たいにまで追い込んだという。

　あの二人、今いま頃ごろは魔王城でアリサに回復してもらい、消費したアイテムを補充しているところだろう。大たい佐さは特に悔しがっていそうだ。

「でも、最後まで魔ま王おうは出てこなかったね。何か隠し玉でもあるのかな」

　賢けん者じやが冷静に推測する。こうやって警けい戒かいさせているだけでも、魔王の力を隠すというチャンタの作戦は成功している。

「リオくんを呼んだのは、親しん衛えい隊たい全員で宣戦布告がしたかったからなの」

　そう言って、勇ゆう者しやマミは高らかに剣を掲げ、叫んだ。

「来週の土ど曜よう日びの夜、勇者軍は魔王城に攻こう撃げきを開始します！」

　この宣戦布告はメーカーが管理する公式掲示板、それ以外の非公式掲示板に書き込まれ、所属軍を問わず大半のプレイヤーが知ることとなった。

　勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインがリリースされてからおよそ二年。

　勇者軍と魔王軍に分かれ、プレイヤーどうしの戦いを売りにしたネットゲーム。

　職しよく業ぎようはランダム、勇者と魔王は死ぬとアカウントごと消滅という斬ざん新しんなシステム。

　じわじわと参加者を増やし、数えきれない戦士たちが勝利と敗北を繰くり返してきた。

　そして、とうとう来た。来てしまった。

　勇者と魔王、決戦の時。













　　　　第５話　敵と味方







　決して気のせいではなく、学校が落ち着きをなくしていた。麻ま未みによる宣戦布告があってから、学校中の勇ゆう魔ま戦せん争そうプレイヤーが騒さわがしくなったのだ。改めて、こんなにいたのかと思い知らされる。

　他クラスからも麻未を訪ねてくる生徒が増え、その度たびに麻未は「魔ま王おう軍ぐんが聞いてるかもしれないから」と言って帰ってもらっている。そのまま招き入れてしまえば、事情を知らないクラスメイトに迷惑がかかる。宮みや野の先生も「戦争でも始まるのか？」と妙に的を射たことを言っていた。

「理り央お、お前、学校休んでレベル上げした方がいいんじゃねえの？」

　おそらくは半分くらいの本気を混ぜて夏なつ樹きが言う。リオはなんとかレベル１００を超えて現在１０２。それでも親しん衛えい隊たいには及およばない。周りの言う通り、１００を超えてからいきなり上がりにくくなった。だが、調ちよう理りの面だけではそれなりに役に立つはずだ。

「そんなんで休んだら親に殺される」

「俺おれも部活休みてえけど、間違いなく先せん輩ぱいに殺されるもんな。っとメールだ。……部長の都合により今日きようと明日あしたの午後練なしだって！」

「部長もやってんじゃねえか！」

　後日わかったことであるが、サッカー部の他ほかにも、男子バレー部と卓球部が謎なぞの休みを表明したらしい。顧こ問もんにどう言い訳するつもりなのだろうか。

　一度、隣となりのクラスで激はげしい口こう論ろんが起きた。勇ゆう者しや側が挑発したとのこと。取っ組み合いになる寸前で麻未と理央が駆けつけ、先生に気づかれる前に収めた。理央が「やめろ」と言っても効果がなかったが、麻未が「やめて」と言うとすぐにおとなしくなった。そういうものだ。

　帰宅部、諸事情で部活が休みになった生徒はすぐに下校してログイン。レベル上げをしたり、装備を整ととのえたり。

　誰だれもが、数日後に迫った勇魔戦争始まって以来の大一番に向けて気分を盛り上げていた。

　さて、この状態を良く思っていない人間が一人ひとりいた。理央である。

　あの「麻未の告白を本気だと勘違いしてしまった亜あ梨り沙さとなんか気まずくなった事件」から、亜梨沙とろくに会話をしていなかった。どうにかしてこのぎくしゃくした空気を取り払いたいのに、麻未の宣戦布告があった。こうなると余計に話しにくくなる。亜梨沙も勇魔戦争に参加していない緑みどり川かわたちと行動するようにしているみたいだった。

　隣の席にいるのに、幼おさな馴な染じみなのに、亜梨沙が遠い。

「ねえ兄にいちゃん、亜あ梨り沙さちゃんと仲直りしてないでしょ」

　そして妹が怖い。部へ屋やを訪ねてきた凛りん子こは低めの声でそう言った。

「お、男と女には色々あるんだよっ。つうか、何でお前がわかるんだよ」

「だって、亜梨沙ちゃんと電話で話してるもん。亜梨沙ちゃん優やさしいから、自分のせいでこんなふうになっちゃったって後悔してる。もうさ、どうせ兄ちゃんが悪いんだから、謝あやまるなり押し倒すなりしなよ」

　素もと子こみたいなことを言う。

「『どうせ』ってなんだよ。俺おれは何も悪いことしてねえし」

　おそらく、きっと、多た分ぶん。

「二ふた股またかけてるのに？」

「そ、それは『友達』のことだって言っただろ！」

「あー、そうだったね。まあいいけど。このまま兄ちゃんが何もしないっていうなら、強硬手段に出るからね」

　ごくりと唾つばを飲み込む。

「強硬って、何すんだよ……」

「私が亜梨沙ちゃんをもらう」

　ごくりと唾を飲み込む。

「……ちょっとエロいな」

　瞬しゆん間かん、理央の頰ほおを何かがかすめ、聞いたことのない音が後ろから響ひびいた。おそるおそる振り返れば、十円玉が壁かべにめり込んでいた。

「マジメにやってよね。私だって兄ちゃんがヘタレだと思いたくないし」

「わかってる！　っていうかお前が指し弾だんを習得した経緯いきさつを教えて！」







　そうして亜梨沙と会話といった会話ができないまま金きん曜よう日びを迎えてしまった。明日あしたの夜には勇ゆう者しや軍ぐんが魔ま王おう城じように攻め込んでくる。

　もうホームルームが終わろうとしている。亜梨沙に話しかけるなら放ほう課か後ごしかない。だけど、何て声をかければいい。時折、隣となりから視し線せんを感じる。亜梨沙もこちらを意い識しきしているのは間違いない。でも同じようにかける言葉がないのだ。

「何やら週末にイベントがあるみたいだが、ちゃんと月曜には登校するように」

　宮みや野の先生はわかっていないながらもそんな言葉で一週間を締しめた。それくらい、この一週間の生徒の様よう子すがおかしかったのだろう。

　宮野先生が教室を出ていき、放課後が訪れる。頭がまとまらないまま、理央は隣を見た。声をかけないと、帰ってしまう。

「亜あ梨り沙さ」

「りーちゃん」

　同時に名前を呼ばれた。幼おさな馴な染じみと目が合い、二秒。

「悪い。何だ？」

「ううん。りーちゃんから……」

　いや、できればそっちからだとありがたいと思いつつ、亜梨沙もまた理り央おが帰る前に声をかけただけなのだと察する。顔に書いてある。

　呼んでおきながら沈ちん黙もくしてしまった理央だったが、今度は別の方向から呼ばれた。

「理央くん、カラオケの部へ屋やとってあるから、最後の作戦会かい議ぎするよ。拒否権なし、強制参加だから」

　麻ま未みだった。クラスの勇ゆう者しや軍ぐんプレイヤーが全員集まるようだ。さすがにこれは参加しないとまずいか。

「麻未はチャリだろ？　俺おれバスだから先にいっててくれ」

「うん。じゃあ後でね」

　麻未が教室を出ていき、部活組もいなくなると、途と端たんに教室が寂しくなる。鞄かばんに教科書を詰めていた亜梨沙に、改めて向き直った。

「亜梨沙、帰ろう」

「でも、作戦会議、あるんだよね。先にいってても……」

「どうせバスだ。それに、お前と話したい」

「……うん、私も」

　混んでいるバスを一本見送って、理央と亜梨沙は空すいているバスの一番後ろに座った。ある程度生徒が乗り込み、バスは学校を出た。

「凛りん子こがさ、早く仲直りしろってうるさいんだよ」

「ごめんね。私が凛子ちゃんに電話で話したから……」

「いや、それはいいんだけどさ」

　そう言う理央も凛子に相そう談だんしている一人ひとりだ。

「凛子ちゃん、しっかりしてるからつい相談したくなっちゃって……。りーちゃんの後ろにくっついてたのが噓うそみたい」

「あの時が一番かわいかったな、あいつは」

「ふふ。今もかわいいよ」

　亜梨沙はそう言うが、たまに刺し客かくみたいな目をするぞ、凛子。

「仲直りか。別にケンカしたわけじゃないんだけどな」

「そうだね……。何でだろうね」

　そこで途と切ぎれる会話。バスは信号に引っ掛からずに進み、駅が近くなる。

「なんつうか、立場上あんまり言えないんだが、明日あした頑張れよ」

「ダメだよりーちゃん。親しん衛えい隊たいの人が私にそんなこと言っちゃ。魔ま王おうを……倒さないと」

「だよな……」

　亜あ梨り沙さは膝ひざの上の鞄かばんに置いた手を、ぎゅっと握った。

「りーちゃん、前に『ゲームで辛つらい思いするのはおかしい。楽しまないといけない』って言ってくれたよね。私、楽しむから。明日もし負けても悔いが残らないように、勇ゆう魔ま戦せん争そうを楽しむから。あのゲームが、好きだから」

　じゃあ、なんでそんなに悲しい顔で笑うんだよ。

「そうか。そりゃいい心がけだ」

　本当は怖いんだろ。負けて魔王が消えちまうのが。あの場所にいられなくなるのが。友達を失うのが。

　もちろんネットゲームなのだから、ログインしなければ負けることもない。危なくなったらログアウトすれば逃げることもできる。しかしそれをやってしまったら魔王側からも非ひ難なんを浴び、本当の意味で亜梨沙は居場所を失うことになる。もはや逃げるという選択肢はなく、戦って勝敗を決めるしかなかった。

　バスが停とまり、ドアが開く。理り央おと亜梨沙は最後に降りた。作戦会かい議ぎが開かれるカラオケはここから近い。

「じゃあね、りーちゃん」

「ああ。さっさと帰って少しでもレベル上げておけよ。じゃないと俺おれに一いち撃げきでやられちまうぞ」

「ふふ。そうするね」

　寂しい笑え顔がおは、最後まで変わらなかった。

　改札で亜梨沙を見送り、理央はカラオケに向かう。

　作戦会議だと言っても、高校生がカラオケに集まればどうせ途中から歌合戦になってしまうだろうと高たかを括くくっていた理央だが、意外にも麻ま未みを議長としたマジメな話し合いが始まった。我慢できずにデンモクの履り歴れきを表示して「ほら見ろよ。前の奴やつら初はつ音ねミク縛しばりしてたぞ」とか言ってみたが、「お前カラオケに歌いに来たの？」とわけのわからない半ギレをもらった。

　明日は遅くても午後五時にはログインしておくこと、夕食は諦あきらめること、頼むからちゃんとトイレにはいくことなどを決め、二時間ほどの会議は終了となった。まさかカラオケにいって歌わない日が来るとは。

　駅に向かう途中、麻未は「ごめん、ケータイ忘れちゃった」と言い出し、捜す手て伝つだいに理央を指名し店に戻った。

「白しら々じらしいな」

「あは。バレてた？　でも、理央くんと二人ふたりじゃないと話せないこと、あるでしょ？」

「俺とお前が前世で恋人どうしだったって話か」

「そうそう。現世で再会できたのは運命だよねー」

「前世は外に出て二週間で死んだもんな」

「セミだったんだ！　……元気、出たかな？　なんか元気ないみたいだったから」

　素直に驚おどろいた。確たしかに悩み事はあるが、表に出さないように努めていたつもりだ。

「目ざといな」

「もうちょっと言い方変えようよ」

　麻ま未みは苦笑いして続けた。

「あのね、お父とうさんも明日あしたの戦い、見てるって。他ほかのスタッフの人も、大事なところで不具合が出ないように、一日中張り付いていてくれるって」

　いつもより多くのプレイヤーが一度にログインするから、何かしらのトラブルが起きる可能性も高くなる。どんな危険があるのか詳しいことはわからないが、管理側が配はい慮りよしてくれるのはユーザーとしても嬉うれしい。

「頼もしいな。遠慮なくドンパチできるってわけだ」

「そだね。……やっとここまで来た。明日勝てば、マップ統一まで一ヶ月もかからないと思う。そうしたら、お父さんが作ったもう一つの勇ゆう魔ま戦せん争そうが遊べるんだね」

　目を輝かがやかせて、大好きな父を思って、麻未は言う。

　勇魔戦争をプレイしているだけで、麻未は親孝行をしていることになる。開発のために家族を犠ぎ牲せいにした父を決して憎まず、生まれたゲームを憎まず、むしろ積せつ極きよく的てきに参加し、楽しんでいる。

「偉いな、麻未は」

「褒ほめても何も出ないよっ。じゃあ明日、よろしくね！」

　差し出された手を握った。

　麻未は自転車で帰り、理り央おは駅へ向かう。

　攻め込まれるのは魔ま王おう軍ぐんだが、何も死の危き機きに瀕ひんしているのは亜あ梨り沙さだけじゃない。麻未だってリスクを背負って敵だらけの魔王城に乗り込むのだ。魔王に返かえり討うちにされ、勇ゆう者しやが死ぬ可能性だってある。むしろチャンタや大たい佐さはそれを狙ねらっている。

　死んだら消滅。勇者不在の期間に魔王軍が押し返すだろうから、マップ統一は遠くなる。麻未だって明日の戦いが怖くないはずがない。

「…………はあ」

　一人ひとりため息が漏れる。

　この一週間、平均睡眠時間は三時間ほどだが、今夜もまた眠れそうにない。

　死なせるものか、二人ふたりとも。







　勇ゆう者しや軍ぐんによる魔ま王おう城じよう侵攻は、十月の第一週の土ど曜よう日び、午後六時から開始された。学生も会社勤めもログインしやすい時間帯である。過去最大級の同時ログインとなっているだろうが、今のところ処理落ちなどの不具合はない。

　勇者軍はコドニ村に拠点を置き、マミと親しん衛えい隊たいはそこで待たい機きをしていた。理り央おもリオとしてログインして行動を共にしている。

　魔王はもちろん魔王城の中。そして、いかに魔王城の門もしくは外がい壁へきを壊こわすかが勇者側にとっての課か題だいだった。

　壁かべの破は壊かいにはプレイヤーの攻こう撃げきでは効率が悪く、対城兵器なるものが効果的である。「破は城じよう槌つい」と呼ばれる、丸太を振り子のようにして壁にぶつけて破壊する兵器が存在し、勇者軍はそれを合計六機作成した。ちなみにそれなりにコストがかかる。

　破城槌を魔王軍から守りつつ城まで運ぶチームをＡとＢの二つに分け、開戦と同時に最初のＡチームが魔王城へ向かっていた。勇者の出番は、魔王城の門が壊れてから。

　そのはずだった。

「申し訳ありません！　Ａチームは半分が死亡、破城槌三機も破壊されました」

　ＨＰを四分の一以下にして戻ってきた剣士は、そう報告した。開戦から三十分ほど経たった時のことである。

「噓うそっ。みんなレベル高かったよね？」

　親衛隊の賢けん者じやが驚おどろきの声をあげる。魔王軍を舐なめてかかるような真ま似ねはせず、腕利きのプレイヤーを集めたつもりだった。

「はい。あちらのプレイヤーとレベルにあまり差はないのですが、城が要よう塞さいと化してまして、砲弾の雨が思った以上に厄やつ介かいで……」

　剣士の報告によれば、魔王城の外壁には所狭しと砲台が取り付けられ、容赦なく砲弾が襲おそいかかってくるのだという。砲弾の援えん護ごを受けた魔王軍に破城槌は壊され、プレイヤーにも甚じん大だいな被害が出た。

　死亡してもすぐにログインできてしまうと戦いが終わらないので、勇ゆう魔ま戦せん争そうでは死亡後五時間はログイン不可となっている。開戦直後に死亡してしまったプレイヤーは、もう見守るしかない。同じ理由で、このゲームには死者蘇そ生せいのアイテムや魔法が存在しない。

「ちょっと待って。偵察組は城に砲台なんてないって言ってたじゃない。きっと中の罠わなに力を入れてるだろうって……」

　マミが言う。確たしかに、偵察に出ていたプレイヤーはそう言っていただろう。彼らが噓をついたわけじゃない。

「……奴やつら、『迷彩障壁』を使いやがったんだ」

　竜りゆう騎き士しが正解を言い当てた。Ａランクアイテムによる砲台の隠いん蔽ぺい。それがハイネによる徹てつ夜や作業の成果だった。七なな海みからもらった大量のアイテムを惜しみなく使い、外壁にびっしり設置した砲台を敵の目から隠した。勇ゆう者しや側からすれば、ないと聞いていた砲ほう撃げきを受けて混乱したに違いない。

　結局昨夜ゆうべは一いつ睡すいもせずハイネでプレイをし、昼過ぎに仮眠をとって今度はリオで親しん衛えい隊たいに合流して今に至る。四し天てん王のうには少し遅れての参戦になることを伝えている。大事な時に遅刻など許されないのだが、ハイネに求められているのは罠わなの設置であるので、その部分の役目は終えている。だからあまり文句を言われなかった。大たい佐さは「遊びじゃねえんだ」みたいなことを言っていたが、アリサを含む他ほかのメンバーに宥なだめられていた。

「四天王ってさ、一人ひとり交代があったって話だよね。確たしか盗賊から暗殺者アサシンに。その人の仕し業わざかな」

「私もそう聞いています。どちらも罠スキル持ちですけど、新しい暗殺者がくせ者のようですね」

　賢けん者じやと銃じゆう士しが会話をしている。理り央おは思わず口元が緩ゆるむ。いやあ、褒ほめられちゃったな。

　現在、理央のパソコンである葉は月づきさんの周囲には、おにぎりが二個にお茶とファンタオレンジのペットボトルが二本ずつ。もしもの時のための正せい露ろ丸がんまで用意してある。母親に夕飯はいらないのでおにぎりを作って欲しいと言ったら、「遠足にでもいくの？」と訊きかれた。戦場にいくんだよ。

「マミ、どうする？」

　リオが問う。最高のパターンとしては、第一陣の被害を深刻に捉とらえ、ここで侵攻を打ち切って欲しいのだが。当然ながらマミがそんな弱気なことを言うはずがない。

「いくつか作戦を前倒しにして、私たちもいこう。破は城じよう槌ついが全部壊こわされたらかなり厳きびしくなるし」

　マミの意見には親衛隊も賛さん成せい。というより予想以上に魔ま王おう城じようが強固なせいで、そうせざるを得ないというのが本音だろう。

　補給を任せているプレイヤーを残し、勇者一行はコドニ村を出て魔王城へ向かった。

　このタイミングしかないか。

「悪い、先にいっててくれ。ちょっとリアルの野や暮ぼ用ようがあるんだ」

「ん？　別にいいけど、早めに戻ってきてね」

　料コ理ツ人クリオの役目は、戦せん闘とう中ちゆう盤ばんで低下した空腹値を回復させることにある。なので今すぐに出番はない。マミの許可をもらってリオはログアウトした。

　そしてすぐさまログイン。魔王城の中に狐きつねの面の暗殺者、ハイネが姿を現す。階段をのぼって外を見渡せる塔までいくと、素もと子ことアリサがいた。

「お、来たねハイネっち。すごいじゃん。なんかもう城が別物みたいだよ」

　城から見下ろしてみると、数えきれないほどのプレイヤーが戦いを繰くり広げていた。さらに降り注ぐ砲弾が勇者軍を苦しめている。が、敵の飛び道具と魔法によって、こちらいくつかの砲台が破は壊かいされていた。

「あの……ちょっとやり過ぎじゃ……」

　魔ま王おうがそんなことを言う。

「命狙ねらわれてるってのに何言ってんだ。俺おれは一人ひとりも城に入れさせるつもりはないぞ」

　徹てつ夜やまでしたのに。

「……はい」

「よっ、ハイネっち男前！」

　その時、城下に動きがあった。勇ゆう者しや軍ぐんの召喚士サモナーたちが一斉に飛竜を召喚したのだ。空から砲台を潰つぶしにかかるつもりらしい。

　しかし当然、そう来るだろうとはこちらも予想している。

「チャンタ、頼む」

「任せておきな」

　城のてっぺんに待たい機きしていたチャンタ。通常なら三分かかる詠えい唱しようをアイテムにより短たん縮しゆくし、魔ま獣じゆうを召喚した。

　空中に魔法陣が出現し、そこから真まっ赤かな竜が姿を現す。尾の先は燃もえ上がり、城を狙う飛竜が小鳥に見えてしまうほどの巨体。Ｓランク召喚、真紅竜スカーレツトドラゴンだった。

　このランクが召喚できるのは、現在はチャンタくらいしかいない。

　カッコいいな、これ。召喚士になればよかったと思わせるほどの気合の入ったグラフィックであった。

　Ｃランクの飛竜では、いくら数で勝っているとはいえ対抗できない。制空権は完全にチャンタが握っていた。真しん紅くの竜が吐き出す炎弾が、小さな竜を撃うち落していく。ついでとばかりに地上のプレイヤーも攻こう撃げきするが、炎弾の範はん囲いが広いせいで味方も巻き込んでしまっている。

「おい！　こっちも喰くらってるぞ！」

「ふざけんな！」

　地上の魔王軍から抗こう議ぎの声があがる。しかしどうやら変なテンションになってしまったチャンタは「いやっほう！」とか言いながら竜の背に乗ったままだ。もしかしたら酒飲んでるな、あれは。

「あーあ……」

　素もと子こが漏らす。

「私、回復にいってきます」

　そう言って下におりようとしたアリサをハイネが止める。

「お前は外に出るな。チャンタのせいで犠ぎ牲せいは出たが、敵もかなり損害を出してる。これでいいんだ」

「でも……」

「他ほかの奴やつらは死んだって五時間待てばログインできる。でも、お前は死んだら終わりだ。生き返れない。ここにいたいなら、いくな」

　アリサは沈ちん黙もく。しかし外に出ようとはしなかった。それでいい。

　戦せん闘とうをしなくても徐々にだが腹は減る。ハイネは保存食を消費して空腹値を回復した。こちらには調ちよう理りスキルを持った高レベルのプレイヤーがいない。料コ理ツ人クはレアな職しよく業ぎようの割に戦闘に向かず後方支援が主なので、ほとんどが転職してしまうか新規で作り直してしまう。実際、掲示板ではハズレの扱いを受けている。

　このままチャンタの暴ぼう走そうを放っておいたら、これからの四し天てん王のうの評判に影えい響きようする。そろそろ止めてやろうと思った次の瞬しゆん間かん、チャンタが乗る真紅竜スカーレツトドラゴンに白い光の玉が命中した。竜のＨＰがごっそり削られる。

　あれは、最初にＰＫに襲おそわれたリオを助けた勇ゆう者しやの技。

「もう来た！　早くない!?」

　素もと子こと共に見下ろせば、そこには勇者マミと親しん衛えい隊たい三人。マミは剣の切っ先を空の竜に向けていた。

「まずい。魔ま王おう、チャンタの回復を」

「はいっ。チャンタさん、一回戻って来てください」

　Ｓランク召しよう喚かん獣じゆうを一いち撃げきであそこまで。強いのは百も承知だが、それにしてもどんな攻撃力だよ。

　回復のために城に帰ろうとするチャンタと真紅竜スカーレツトドラゴンだったが、銃じゆう士しによる特殊弾を浴びてステータス異常を引き起こされてしまった。動きが鈍にぶり、そこに魔法の集中砲火が浴びせられる。

　反撃を試みるチャンタだったが、賢けん者じやが炎を防ぐ。脅威だったＳランク召喚も、勇者パーティの攻撃によってみるみるうちにＨＰを減らしていった。

「チャンタ！　もう竜を捨てろ！」

「私が援えん護ごする！」

　素子の弓による長ちよう距きよ離り射撃。賢者のプロテクションによって阻はばまれたものの、攻撃が中断された隙すきにチャンタは竜から飛び降りた。直後、マミの放った光が空の覇は者しやだったものを消滅させた。

　チャンタはなんとか城じよう壁へきの内側に着地した。今のチャンタは無力。召喚獣のいない召喚士など、バナナが入っていないまるごとバナナと同じ。

「…………」

　アリサは黙だまったまま。

　勇者と魔王、マミとアリサ、そして宇う留る野の麻ま未みと早はや坂さか亜あ梨り沙さがついに対たい峙じした。

　レベルは少しだけマミの方が高い。習得スキルはおそらく真逆と言っていいだろう。自らが先頭に立ち、仲間の補助を受けながら戦うマミと、仲間を補助する役割に徹てつするアリサ。

　だが、それ以上に大きな差がある。

　麻ま未みは敵がクラスメイトだとは知らず、亜あ梨り沙さは敵がクラスメイトだと知っているということ。

　私情を挟まないマミと、嫌いやでも私情が挟まってくるアリサ。

　きっと、アリサにマミは倒せない。麻未の家庭の事情を知らなくてもだ。だからアリサはマミに撤てつ退たいを促すような戦い方をするはず。そこは理り央おの思惑と一致している。

　そんな魔ま王おうの気持ちを知るわけもない勇ゆう者しやは、剣を魔王城に向け高らかに叫ぶ。

「今行くよ、魔王！」

　コメント欄らんが勇者軍プレイヤーの雄お叫たけびで埋め尽くされた。

「うわ……なんか元気になった」

　素もと子この言う通り、勇者軍が勢いづいてきた。「士気」の値が上がったわけではないが、さっきまでと明らかに動きが違う。砲弾やチャンタに押し返され気味だったところに勇者が現れたことで、「負けそう」から「勝てる」に切り替わったのだろう。上に立つ者に必要なカリスマを、マミは持っていた。

「魔王、中に入れ。あっちの銃じゆう士しが狙ねらってる。素子、銃士の牽けん制せいを頼む」

「オッケー」

　アリサを城の最深部、玉座まで誘ゆう導どうする。素子と銃士の攻こう撃げき範はん囲いは同じくらいだ。素子が勇者パーティの動きを少しでも制限できればいいのだが。

「大丈夫でしょうか」

　アリサは心配そうにつぶやいた。

「心配するな。俺おれたちが守る。そのための四し天てん王のうだ」

　ハイネの言葉ではなく、できることなら理央の言葉として伝えたい。すぐに亜梨沙に電話で言ってやりたい。

　そんな思いを狐きつねの面で隠し、ハイネはアリサを置いて素子のところへ戻った。アリサを一人ひとりにしたくはないが、あそこにいてもしてやれることはない。

　城門も破られていないし、まだこちらが有利。チャンタだってすぐに高ランクの召しよう喚かん獣じゆうと共に戦せん線せんに復帰できる。

「まずいよハイネっち。あれ見て」

「……なんだよありゃ」

　素子の視線の先には、十門を超える移動型の砲台が並んでいた。勇者軍が用意した兵器は破は城じよう槌ついだけじゃなかったのか。聞いてないぞあんなの。よく見れば近くにナツキがいる。

　花火を打ち上げるような音がして、鉄球が飛んできた。狙ねらいは人ではなく、地上のプレイヤーを苦しめている、壁かべに設置された砲台だ。

「ヤバくない？　どうにかしないと」

「わかってる。……素もと子こはここから攻こう撃げきを続けてくれ」

　戦況を見ても、あっちが用意してきた砲台を潰つぶしにいける余裕のあるプレイヤーはいない。素子から離はなれて、ハイネはログアウトした。

　息をつく間もなくリオがログイン。コドニ村からのスタートになるので、魔ま王おう城じようまで走る。コックコートに鎧よろいを組み合わせた、言わば「武装料コ理ツ人ク」の姿は理解を超えたファッションセンスだが、慣なれてくると様になっているように見えてくる。

　道中、補給担当のプレイヤーたちが待たい機きしており、その中に「シバ」という男の魔法使いを見つけた。シバはクラスメイトである。都合のいいことに馬に乗っていた。

「柴しば垣がき、心の傷は癒いえたか？」

「余計なお世話だ初はつ島しま！　傷はまだ塞ふさがってない！　っていうか本名で呼ぶな！」

　ゲーム内で麻ま未みに撃げき沈ちんした男、柴垣である。真っ白になっていたものの、時間と共に色を取り戻し、今日きようも参戦している。しかし麻未に顔を合わせづらいのか、前ぜん線せんには出ていないようだ。

「でりゃあ！」

　リオによる攻撃。初期装備はフライパンだったが、レベルの上昇に伴って変更し、今は万能包丁を装備している。

　不意打ちが決まり、シバが馬から落ちる。

「おい！」

「馬借りるぞ！」

　借りるというより奪い、リオは駆けた。間もなく携帯がメールの到着を知らせる。どうせ柴垣からなので読まなくていいや。

　移動速度が上がり、すぐに魔王城までたどり着いた。そこはハイネから見た時と同じ光景で、並んだ大砲から発射される鉄球が魔王城を襲おそっていた。しかもその指揮をとっているのはナツキだ。

「やいナツキ！　何だこれ。いつの間に用意したんだよ」

　こいつは武ぶ闘とう家かなのだから、本来なら前に出て戦うべきである。

「よう。すごいだろ。俺おれの全財産をつぎ込んで買ったんだ。俺なりに考えてみたんだよ。勇ゆう者しやの役に立つにはどうすればいいかって」

　要約すると、いち兵士として戦って死ぬよりも、何か麻未の印象に残る働きをして好感度を上げたいと。結果的にその夏なつ樹きの男としての執念が戦況を変えているわけだが、理り央おからすれば余計なことしやがってと言いたい。

「これに全財産か……。どれ」

　近くにあった大砲の向きを変えてみる。

「ぎゃーっ！」

　遠くの味方が被弾した。

「何してんだよ！　城を狙ねらうんだよ城を！」

「まあまあ。アクシデントはつきものだろ？」

「人為的過ぎるだろ！」

　すると、大砲を破は壊かいすべく魔ま王おう軍ぐんがこちらに向かってきた。リオはさっさと後ろに隠れる。戦ってもどうせ勝てない。

「ほらナツキ、敵が来たぞ。働け」

「げっ、こんなにかよ」

　敵の数は多い、ここにいるナツキを含めた勇ゆう者しや軍では対抗できない。このままいけば大砲を壊こわしてくれる。

　が、理り央おの期待もむなしく援軍が現れた。青銅の甲かつ冑ちゆうに身を包み、長い槍やりを装備した親しん衛えい隊たい、竜りゆう騎き士しだ。さらに賢けん者じやまで来た。

「マミの命令でこの場を死守する。リオ、料理を用意しろ」

「お願ねがいね、新入りくん」

　リオも含めて親衛隊三人がここに割さかれている。マミがナツキの大砲を重要視している証拠だ。ナツキが全財産を投入したかいはあったと言える。

　正直なところ飢うえさせて戦力ダウンを狙ねらいたいが、役立たずと認定されれば今後のプレイに影えい響きようする。リオは調ちよう理りスキルで料理を作った。リオの持ち物はほとんどが食材であり、後方からの補給もリオに向けて運ぶように指示がされている。

「すげえ。保存食じゃないとこんなに士気が上がるのか。相当クリティカル出やすくなるんじゃないか？」

「ま、ざっとこんなもんよ」

　料コ理ツ人クによって作られた料理を食べ、ナツキの士気が上昇した。できることならこいつには毒を盛ってやりたい。

　竜騎士と賢者が来たことで、魔王軍が止まった。その間にも砲弾は飛び交い、魔王城にダメージを与えていく。

「破は城じよう槌つい、前へ！」

　どこかのパーティのリーダーが好こう機きと見て残りの破城槌を押し出していく。正しい判断だ。魔王軍には余裕がなく、潰つぶしにいけない。

　しかし、画面の前の理央はファンタオレンジを飲みつつ口元を緩ゆるめた。破城槌がその辺りを通るのはわかっていた。わかっているなら地雷を仕掛けられる。罠わなが魔王城の中だけだと思ったら大間違いだ。

　これで破城槌は全部……。

「初はつ島しま！　俺の馬返せ！」

　リオの本名を呼びつつ走ってきたのは柴しば垣がきことシバ。破は城じよう槌ついなど見えてないかのように破城槌の走行ルートを横切ってくる。もちろん、そこは地雷原だ。

　爆ばく発はつした。

「柴垣いいぃぃぃっ！」

　ナツキの叫びが天に昇るシバを見送った。

「君のリアル知り合い？　尊い犠ぎ牲せいだね」

　賢けん者じやが言った。柴垣が身を挺ていして地雷から破城槌を守ったのだ。柴垣が馬を取り戻しに来なかったら地雷は破城槌を爆破していただろう。誰だれだよあいつの馬奪ったの。

「……俺おれじゃん」

　悪いことはするものじゃない。

　今度こそ破城槌を止めるものはなく、速度は遅いながらも城へ向かって進んでいく。ダメだ、見渡しても妨害に向かえる魔ま王おう軍ぐんはいない。

「リオ、そろそろマミのところへいってくれ。腹を減らしている頃ころだ」

「……わかった。作り置きしておくから勝手に食べてくれ」

　竜りゆう騎き士しに言われ、リオは何回か調ちよう理りスキルを使って料理を作り、置きっぱなしにしてシバの遺い産さんである馬に乗って移動した。

　移動中、戦いの場に寄っては料理を作り、自軍プレイヤーの士気を上昇させてきた。あまり勇ゆう者しや軍に強くなってもらっては困るのだが、戦っている味方を無視すれば、それは親しん衛えい隊たいとして不自然な行動に見えてしまう。リオはリオとして、完かん璧ぺきにこなさなければいけない。

　マミはさらに城へ近いところにいて、銃士や他ほかのパーティに混ざって戦っていた。やはり強さが段違いだ。専用装備、専用スキルを駆使して敵地でありながら一いつ騎き当とう千せんの力を発揮している。

「お、リオくんお帰り。もう腹ペコだよー」

　マミは戦いながらも吹き出しから絵文字を出して感情を表現する。器用なものだ。それとも余裕があるのか。

　周辺の勇者軍は少し退き、空腹値を回復することにした。魔王軍は追つい撃げきしてこない。マミがいるから攻めにくいのと、あちらも空腹値が減ってきているのだ。空腹値の減少速度は職しよく業ぎように関係なく一定なので、戦っているとほぼ同時に腹が減るのである。

「向こうに料理人はいませんから、料理を食べればこちらが有利になりますね」

　銃じゆう士しの言う通りだ。どうやら十数人分の料理を用意しなければいけないようなので、すぐに調理スキルを発動する。リオが料理を始めた瞬しゆん間かん。

　無数の矢が降り注いだ。

「リオくん危ない！」

　一度調理スキルを使うと、料理が完成するまでの数秒はその場から動けない。そこを狙ねらわれたのだ。矢を射ったのはもちろん素もと子こ。これは狩人かりうどの「アローレイン」だ。レベルが高いから射程も矢の数も桁けた違ちがいだ。

　素子からすればリオは敵なので攻こう撃げきは当然なのだが、理り央おの心情としては勝手ながら味方に攻撃された気分である。

　硬直しているリオに、マミが重なるようにして盾になる。マミの背中に数本の矢が突き立てられた。

「何でお前が俺おれを守るんだよ！　逆だろ普通！」

　マミのおかげでリオはノーダメージで済んだ。銃じゆう士しが魔ま王おう城じようの素子に向けて射撃をし、近くにいたプレイヤーがマミに回復魔法を施す。

「いやー、ついね。だってリオくんの方がレベル低いから、今の受けたら危なかったかもしれないでしょ？　もう回復したから大丈夫」

「だけどな……」

「リオくんがいない時に勝っても嬉うれしくないよ。一いつ緒しよに進もう？」

　不ふ思し議ぎだ。気持ちがゲームに入り込んでいるからかもしれないが、麻ま未みの声が聞こえてくるようだった。麻未を意い識しきしてしまう。こんなにも勇ゆう魔ま戦せん争そうを愛し、懸けん命めいに戦っている麻未を勝たせたくなってしまう。

「さっすが勇ゆう者しや、仲間思いだな」

　でもそれはいけない。亜あ梨り沙さを守れ。幼い記き憶おくはどこまでも薄うすれているが、かつての自分はきっと言った。ずっと亜梨沙の味方だと。

　次のマミのセリフまでに少し間があった。

「まあね。さ、料理を作って」

　素子の射撃を警けい戒かいしたリオたちはさらに後ろに下がり、リオは食材のほとんどを消費して料理をふるまった。保存食でしか腹を満たせない魔王軍と、出来立ての料理で士気が上がる勇者軍、ここで差がついた。

「最初はどうして料コ理ツ人クだと思っていましたけど、結果的に正解でしたね」

　銃士が言った。マミが料理人リオをパーティに迎えたいと言い出した時は、誰だれもが驚おどろいたものだ。

「でしょでしょ？　普ふ段だんのクエストだとあんまり活かつ躍やくできないかもだけど、こうやって大規模な消耗戦になれば、料理人は縁えんの下の力持ちになれるんだよ」

　このゲームは本来、プレイヤーどうしの戦いが醍だい醐ご味みだ。今夜の戦いこそが、勇魔戦争オンラインの真しん骨こつ頂ちようと言える。長期戦となれば空腹値と士気の要素が響ひびいてきて、料理人が脚光を浴びる舞ぶ台たいができあがる。開発者、つまり麻未の父親は、ここまで考えてこの職しよく業ぎようを作ったのだろうか。

「ぶっちゃけ俺さ、始めた時に料理人になったからやり直したことあるんだよ。使えないって掲示板に書いてあるし。甘く見てたわー」

　料理を食べた味方の剣士が言った。リオの働きで、料コ理ツ人クの評価が見直されつつあった。小さい頃ころからゲームで遊んできた理り央おとしては、前ぜん線せんで戦せん闘とうを楽しみたいという思いもある。だけど、こうやって感かん謝しやされながら戦いに参加するのもありかと思った。

　しかし素直に喜んでいる場合ではない。理央はディスプレイに向かって言った。

「どうなってんだ、あっちは……」

　リオとして勇ゆう者しや軍ぐんの援えん護ごに力を注いではいるが、魔ま王おう軍の状況が心配でならない。ナツキの大砲による攻こう撃げきによって、魔王城の要よう塞さいとしての機き能のうは失われつつある。城の上部からの素もと子こによる援護射撃にも限界があるし、チャンタ最大の武器である真紅竜スカーレツトドラゴンは倒されてしまったのでしばらく召喚できない。

　勇者軍の侵攻を止めるにはどうしたらいい。

　知っている限りの勇者軍のクラスメイトに電話して、「早くテレビ観みろ！　女子アナがローション相撲ずもうやってるぞ！」と言ったところで僅わずかな時間稼かせぎにしかならない。むしろそんなのが放送されていたら理央が観たい。

　理央が思考を巡らせている間にも、勇者軍の味方は空腹値を回復して魔王軍に立ち向かっていく。

　すると、ピロンというあまり聞きき慣なれない音が響ひびいた。これは重要なイベントが発生した時に出る音だ。

『城門の破は壊かいに成功しました』

「やっば……！」

　破は城じよう槌ついがついに魔王城の門を壊こわしてしまった。勇者軍プレイヤーにはこう表示されているが、魔王軍には『城門が破壊されました』と出ているだろう。

「やった！　打ち合わせ通り、甲チームは私に続いて魔王城に向かいます！」

　マミが先頭になって城へ走っていき、銃じゆう士しと他ほかのプレイヤーが追っていく。破城槌を運ぶ役目をＡとＢに分けたように、魔王城へ攻め込める状態になった時に勇者と共に突入するチームを甲、その場に残って魔王軍の相手をするチームを乙に分けている。

「マミ！　俺おれは食料を補充して後からいく！」

「わかった。先にいってるね！」

　実際、リオが持ってきていた食料は底をついていた。どこかで補充班に会って補給しなければならない。マミと別れる口実はあった。

　マミの背中を見送り、迷わずログアウトをした。




　　　　※




　破は城じよう槌ついで城門を破壊すると、近くにいた勇ゆう者しや軍ぐんのプレイヤーは中になだれ込んだ。しかし建物まではまだ距きよ離りがある。門を抜けた先は言わば庭のような場所で、園芸スキルを使った花々が並んでいた。魔ま王おう城じようという名前にミスマッチな光景だったが、今は花を観かん賞しようしている場合ではない。

　苦心の末の城門突破とあって、プレイヤーたちは高揚していた。本来なら勇者マミの到着を待つところだが、戦況も有利とあって自分たちだけでも十分戦えるという気持ちが強かった。破城槌を任された彼らはレベル２００を超えている中堅から上級のプレイヤーで、自信もあった。

「俺おれは行くぞ。マミを待っていたら立て直されるかもしれない」

　誰だれかが言った。その発言は一理あるのかもしれないが、結局のところ突とつ撃げきする理由が欲しかったのだ。

　次々に「俺も行く」「私も」と声があがった。慎重になろうという意見も出たが、少数派のため搔かき消されてしまった。

　未開の地、魔王城への突入。その一歩を勇者軍が踏み出した。

　爆ばく発はつした。

「なっ……！」

　一発目の爆発を皮切りに、次々に誘爆していく地雷。周囲は炎に染まり、一列目にいたプレイヤーは漏れなく爆風を浴びることになった。どこを歩けばよかったという正解はない、どこを歩いても地雷があったのだ。

「即死しなかった連中を回復してあげてくれ。それと『罠探知フアインドトラツプ』を持っているプレイヤーは前に」

　地雷があった以上、これから先の道にも必ず罠がある。その判断は正しかった。地雷ゾーンを越えると、次に待ち受けるのは落とし穴ゾーンである。もちろん、落ちれば下には棘とげが待ち受けていてダメージを受ける。

「はいはーい、狙ねらい撃うちっと」

　味方を襲おそう罠を発見するべく前ぜん衛えいに出てきた『罠探知』スキルを持つプレイヤーたち。しかしその体を矢が射抜く。城の上部からの射撃は、スキル使用中で動けない隙すきを的てき確かくに狙っていた。素もと子こだけでは人手が足りないので弓が装備可能なプレイヤーを数人集め、素子主しゆ導どうで矢を浴びせまくる。

「四し天てん王のうの狩人かりうどだ！　下がれ！」

「下がれません！　後ろがつかえてます！」

　魔王城に突入したいプレイヤーが押しかけているせいで、下がるに下がれないのだ。魔王城近辺は大渋滞だった。前に進むにしても罠が怖く、そして罠を見つけられるプレイヤーは狙そ撃げきの的になっている。

「……ハイネの言った通りになったな」

　そう発言したのはチャンタだった。Ｓランク召しよう喚かん獣じゆうを失ったものの、まだまだ戦える。すでにＡランク召喚の準備を整ととのえ、城門から庭を抜けるとたどり着く、城への入口に立っていた。

「なんか癪しやくだけどな」

　答えたのは隣となりに立つ大たい佐さだ。背ほどもある巨大な剣を担ぎ、戦いを求める狂戦士バーサーカー。だが、まだ今日きようは自慢の大剣を振るっていない。大佐は城門が破は壊かいされた時、勇ゆう者しや軍ぐんを迎むかえ撃うつ役目を負っていた。

　普ふ段だんは許可された者しか入れない魔ま王おう城じようも、今夜ばかりは魔王軍のプレイヤーで満たされている。城の中を守るのは、厳げん選せんされた高レベルプレイヤーたち。四し天てん王のうの一員になっていてもおかしくない能力の持ち主だ。彼らは大佐とチャンタの命令を待っている。

　罠わなを仕掛ける側にとって脅威なのは、罠を見つけ、解除できる者である。それがすなわち「罠探知」スキルであり、ハイネはまず、そいつらをできるだけ排除しようと提案した。

　いきなり大規模な地雷原を見せることで、敵は罠を警けい戒かいする。被害を抑えるために、罠を見つけ回かい避ひしようと考える。すると必然的に罠探知スキルを持ったプレイヤーが前に出てくる。そこを素もと子こが射止める。これがハイネの作戦だった。

　城内にも数々の罠が仕掛けてある。だからこそ、罠探知持ちをここで減らす必要があったのだ。

　あまりに上う手まくハマったので、大佐はちょっとしたつまらなさを感じていた。

「自分から四天王に入りたいって言ってきただけあって、ちゃんと働いてるじゃないか」

「まあな。つうか、簡かん単たんに引っかかり過ぎだろ、あいつらバカなんじゃねえの？」

　ハイネが巧妙なのではなく、敵が間抜けなのだと大佐は言ったが、本当はわかっていた。城門を破壊した興こう奮ふんと、いきなり派は手でな爆ばく発はつを喰くらった焦りで、冷静な判断ができず短絡的な手段をとってしまうこと。おそらくハイネはそこまで読んでいたであろうこと。

「認めてやれよ。そりゃレベルは低いが、あいつはもう四天王だ」

　結局ハイネは今日までにレベル１００に届かなかった。

「わかってんよ、おっさん」

「まだ時間あるか？　ちょっと水割り作ってくる」

「祝杯には早いんじゃないか？」

「安心しろ。五杯目だ」

「早はええよ！」

　何も安心できない。

　大佐は未成年で酒のことは知らないが、チャンタが結構飲んでいるというのはわかった。頼むから戦いが終わるまで寝落ちするな。

　すると待たい機き中ちゆうの他ほかのプレイヤーも発言を始めた。

「俺おれもビール補給タイム。発泡酒だけど」

「つまみは豆腐安定だわ」

「スミノフアイス派いる？」

「おっさんばっかりか！」

　敵が罠わなと素もと子この狙そ撃げきで混乱している間、大たい佐さも黙だまっているわけがなく、魔ま法ほうが使えるプレイヤーに攻撃の指示をした。狂戦士バーサーカーは魔法を一切覚えない。まだ待ちの時間だ。

「もういい！　進め！」

　チャンタが水割りを作って戻ってきた頃ころ、後ろからの「早く進め」という不満にキレた勇ゆう者しや軍ぐんの誰だれかが前進してきた。それをきっかけに勇者軍の突入が再開される。が、十分に罠を探知できていないので早速数人が穴に落ちた。しかし半ギレの連中はそれくらいでは止まらない。いや、キレたのではないのかもしれない。自分たちが犠ぎ牲せいになって罠にかかることで、後ろの味方を城にたどり着かせようという覚悟なのかもしれない。

　どちらかはわからなかったが、その物量に素子たち射撃班の攻撃が追いつかなくなった。

「来たぞ大佐。さあ出番だ」

「やっとだな。なまっちまうところだった」

　大佐は大剣を構え、チャンタはＡランク召しよう喚かん獣じゆうのフェンリルを喚よび出した。銀の毛並みの狼おおかみが吠ほえる。

「行くぞお前ら！　勇者軍を駆逐しろ！」

「おおおおおおっ！」

　四し天てん王のうの二人ふたりを先頭に、魔ま王おう軍ぐんの精せい鋭えいたちは正面からぶつかっていった。




　　　　※




「魔王！」

　ハイネがログインし、魔王城の最深部、玉座の間に姿を現した。そこではアリサが素子に回復を施していた。城の上から弓による援えん護ごをしていた素子だが、下からの飛び道具や魔法の的にもなってしまう。ＨＰが半分以下になったところで援護を打ち切り、アリサの所に来たのだろう。

「ハイネさん」

「あーっ！　どこいってたのさハイネっち。この大事な時に」

「すまん。猫に餌えさやるの忘れてて」

「猫なら仕方ないね」

　あっさり。いいのかそれで。

「ハイネさん、城門が……」

「わかってる。チャンタと大たい佐さが粘ねばってくれればいいが」

「うーん……。ちょいと厳きびしいね」

　今は城内への侵入を許していないが、勇ゆう者しやと親しん衛えい隊たいが駆けつければ苦しくなる。その時は無理せずに退しりぞく手て筈はずになっている。城内にも罠わながたっぷりあるから、それを利用しながら戦った方がいい。

　理想は城門付近でマミたちを撤てつ退たいさせることだが、おそらくそれはもう無理だろう。

「ここが最後の戦場になるな」

「勇者さん……退いてはくれないでしょうか」

　決してアリサは「倒そう」とは言わない。敵を知っているから。だからといって自分の居場所を守るためにも負けるわけにはいかない。パソコンの画面を見つめる亜あ梨り沙さは、葛かつ藤とうに揺れている。

「ダメだよアリサちゃん。ここまで来たら勇者をボッコボコにしてやろうよ！」

　素もと子こは正しい。これが普通の意見だ。

「それは、その……」

「アリサちゃん、優やさしいのはアリサちゃんのいいところだけど、今は魔ま王おうにならなくちゃ。強さを見せつけなくちゃだよ」

　魔王アリサはあまりクエストにいかないので、魔王軍の中でアリサの強さに疑問を持つ者も少なくない。不信感が募れば内乱に繫つながる。今夜の戦いは、魔王は強く、上に立つ者としてふさわしいのだとアピールするチャンスでもあった。

「城の外で、お前を守るために味方がどんどん死んでるんだ。そいつらを無視するなら、ずっと甘いことを言ってろ」

「ごめんなさい……」

「ハイネっち言い過ぎだよー」

　マミを退かせる。それは理り央おの目的でもある。しかし、ここまで来たらもうそれは不可能だ。マミはおそらく玉座までやって来る。そうなった時、勇者に対抗できるのは魔王しかいない。アリサには気持ちを強く持ってもらわないと、本当にやられてしまう。

　もしそんなことになったら、どんな顔をして亜梨沙に会えばいい。「ゲームなんだから気にするなよ」なんて口が裂けても言えるはずがなく、慰なぐさめる言葉など理央にはわからない。

「すまん。でもわかってくれ」

「はい……」

「それにぃ、アリサちゃんがいなくなったら、例の彼の話が聞けなくなっちゃうじゃん。つまんないよね」

　そこかよ。緊きん迫ぱくした状況の中でもそんな話をしようとするあたり、女子大生というよりおばさんではないか。言わないけど。

「素もと子こさんっ、彼のことは別に……」

「ねえねえ、気まずかったのはどうなったの？」

　今はもう気まずいなんてものじゃない。「例の彼」は勇ゆう者しやと共に攻め込んできているのだから。

「それはまだ、なんですけど……」

「ぐずぐずしてると、なんだっけ、言い寄ってるって娘こに横取りされちゃうよ？　もっと積せつ極きよく的てきにいかないと！」

　いつの間にか言い寄ってることになってるし。麻ま未みが不ふ憫びんだ。

　少しアリサの発言が途と切ぎれた。付き合いの浅いハイネがいる場でプライベートなことを話すのを躊躇ためらっているのか、それとも何か考えているのか。

「横取りとか、そういうんじゃないんです。それに、もし本当にその娘が彼のことを好きなら、好きになる気持ちはわかるんです」

　だから麻未のあれは冗じよう談だんだったと言っただろうが。しかしそう言うわけにもいかず、理り央おは無言のまま画面を見つめる。

「どして？」

　素子が訊きく。

「彼、すごくカッコいいから」

「……っ」

　左胸が、心しん臓ぞうが跳ねる。アリサの言葉が、亜あ梨り沙さの声で再生される。

　いやあ、照れるなあ。

　じゃない。何を言っているのだ亜梨沙よ。

「おおっと！　のろけが来たよっ」

　素子のテンションが上がってしまった。そんな時ではないというのに、しかし理央も割って入れなかった。ハイネの動揺を悟られると、正体を疑われる可能性がある。

「背が高くて、面おも白しろくて、優やさしくて、頼りになって、私、転校して再会した時からずっとドキドキしてるんです。私より背が低かったりーちゃんが、こんなにカッコよくなってるなんて思わなくて……」

　さらっと名前言ったな、今。

「お、『りーちゃん』っていうんだ、彼。覚えたよん」

「あ……それは小さい頃ころの呼び方なんです」

「りーちゃんか。そのあだ名から察するに……リヒャルトくんだね」

　日に本ほん人じんだ。まあ、理央という名前も外国人っぽいと言われたことはあるけど。

　亜梨沙の奴やつ、また随分と褒ほめちぎってくれたものだ。ん、何やら頰ほおが熱あついな。理央は画面を離はなれて一階の洗面所に向かい、顔を洗った。

　鏡かがみを見れば、あら真まっ赤か。

「……っ」

　何を赤くなっているのだ。亜あ梨り沙さにちょっと褒ほめてもらったくらいで。

　だいたいな、そんなこと言うならこっちだってそうだ。お人形遊びばかりしていて、よく泣いて、おとなしかった亜梨沙が、かわいく笑うし、かわいい声出すし、髪型だって似合ってるし、なんか女の子女の子って感じで……。

　もしかして、亜梨沙ってすごくかわいいのでは。

「んのはぁっ！」

　何を舞まい上がっているのだ理り央お。そうじゃない、そうじゃないだろ。いや、亜梨沙がかわいくないというわけではなく、今はそんなことを考えている場合じゃないだろう。

　落ち着け。正気を取り戻せ。

　もう一度顔を洗った理央は、リビングにいった。

「母かあさん、俺おれを殴ってく」

「はいさ！」

「ぶほぅっ！　理由も聞かずに少しも躊躇ためらわねえ！」

　しかも喰くい気味に。

「親だからね」

「納得はしねえけどとりあえず落ち着いた」

「何やってるか知らないけど、興こう奮ふんして変な声とか声以外のものとか出さないでね」

「善処する」

　部へ屋やに戻ると、アリサと素もと子こで会話が進んでいた。履り歴れきを読むと、素子は「りーちゃん」の本名が気になるようで、しきりにアリサに訊きいていた。

「素子、その辺にしとけ。魔ま王おうも困ってる」

「じゃあ、続きは勇ゆう者しやを撃げき退たいしてからね」

　勝ったら勝ったで素子が面めん倒どうそうだ。そのうち素子の恋愛経けい験けんも聞き出してやりたいと思う。聞いてばかりというのはずるい。

「すみませんハイネさん、私の話で……。ハイネさんには何のことかわからないですよね」

「ああ。だから俺は聞かなかったことにする」

　ああ。亜梨沙の言葉が脳に焼き付いて離はなれない。

「ありがとうございます」

「チャンタと大たい佐さの様よう子すを見てくる」

「気をつけてくださいね」

　余計なことを喋しやべらないように、口数少なくハイネは玉座の間を出た。チャンタたちのところへいくと言ったが、すぐにログアウトし、リオでログインした。

　柴しば垣がきからありがたくもらった馬で走り、補給担当のプレイヤーを見つける。食材を補充しまた走る。マミたち親しん衛えい隊たいはもう城へ到着しているはずだ。

「いたぞ！　勇ゆう者しや軍ぐんの料コ理ツ人クだ！」

「おぅ？」

　変な声が出た。魔ま王おう軍のプレイヤー数人がこちらへ向かって猛然と走ってくる。どう見ても友好的ではない。

「あいつを潰つぶせ！　これ以上料理を作らせるな！」

　やばい。これまでハズレ扱いしてきた料理人が補助に貢献しているものだから、矛ほこ先さきが向いてしまった。ちょっと頑張り過ぎたか。

　色々と動き回るのに都合がいいから、リオは単独で移動していた。勝ち目はない。逃げ回るが、馬を魔法で攻こう撃げきされて失ってしまった。仕方なく万能包丁で応戦するが、レベルも人数も劣っていては勝負にならない。たちまちＨＰが半分を切る。

　ここで死ぬわけにはいかない。リオにはまだ仕事が残っている。

「リオくん！　ここは私たちに任せていって！」

　そこに割り込んできた三人の女キャラクターたち。魔法使いが強力な炎属性の呪じゆ文もんを唱え、敵を焼く。

「お前ら……」

　彼女たちは、クラスメイトの女子プレイヤーだった。

「こいつらくらい、私らで楽勝よ！」

　眼鏡めがねが知的で本当に成せい績せきもいい西にし橋はし。クールビューティーとして、一部男子の間で絶大な人気を誇る。

「マミちゃんが待ってるよ！」

　小柄で小動物的な魅み力りよくがある石いし井い。その守ってあげたくなるはにかんだ笑え顔がおで、男たちを虜とりこにする。

「勇者の近くにいないで何が親衛隊よ！　さあ走りなさい！」

　そして出席番号一番の相あい沢ざわ。

「悪い、助かった！」

　リオは走った。アイテムを消費しＨＰを回復させ、小声で相沢に謝あやまりながら。すぐに思いつかなかったけど、相沢のいいところ、きっとあるはずだから。

　戦いが始まって二時間弱が経過していた。勇者軍、魔王軍共にかなりの数のプレイヤーが倒れているはずなのだが、戦場はまだ落ち着く気け配はいを見せず、激げき化かするばかりである。剣がぶつかり、魔法が飛び交い、怒号と罵ば声せいが響ひびく。

　城門が突破された魔王城には人が殺到していた。壁かべが全部壊こわれたわけではないので入口が限られ、城の前に人垣ができてしまっている。リオからでは見えないが、敷しき地ち内ないではチャンタと大たい佐さたちが応戦しているはずだ。

　こんなたくさんの勇ゆう者しや軍ぐんが城に突入したら、魔ま王おう軍の精せい鋭えいたちでも苦戦は必至。

　というわけで、少し減らそう。

　実はリオ、食材や回復用以外にもいくつかのアイテムを持参している。それはマミや他ほかの親しん衛えい隊たいにも伝えていない。

　何な故ぜなら、ハイネから受け取ったアイテムだからだ。

　二人ふたり同時ログインは不可能なので、まずハイネが勇者軍の領地ギリギリの所までいき、人が来ないような目立たない場所にアイテムを落とす。すぐにリオでログインしてアイテムを回収。そうやって七なな海みからもらった強力なアイテムをリオに流したのだ。敵軍への横流しなど許される行為ではないので、これは誰だれもいない深夜に行われた。

　魔王城への突入は順番待ちのようになってしまっていて、一部のプレイヤーが入口を広げようと壁かべの破は壊かいを試みている。

　さて、ここにＢランクの「マヨイダケの胞子」というアイテムがある。カーソルを合わせると解説が表示され、「人を惑わす効果がある」とのこと。

　人ごみに紛れ、リオはさりげなくマヨイダケの胞子をその場に落とし、すぐに離り脱だつ。数秒で胞子がまき散らされる。

「なんだこりゃ！　やばい離はなれろ！」

「操そう作さ効かねえ！」

　一定範はん囲いを「混乱」状態に陥らせることに成功。混乱すると、操作を無視して近くにいるプレイヤーを無差別に攻こう撃げきしてしまうのだ。

「魔王軍の奴やつが投げ込みやがった！」

　と、リオは適当に発言し逃げた。いきなり始まった同どう士し討うちは動揺を誘い、リオはその隙すきを縫ぬうようにして城門へ近づいた。

　遅かった。

　魔王城の敷しき地ち内ないでは、すでにマミ、竜りゆう騎き士し、銃じゆう士し、賢けん者じやが参戦していた。大たい佐さの巨大な剣が竜騎士の槍やりと火花を散らし、チャンタの召喚したフェンリルは銃士と賢者によって抑え込まれている。マミは魔王軍の精せい鋭えいから波状攻撃を受けながらも、流れるような動きで敵を斬り伏せていた。

「リオ！　遅おせえぞ！」

　まずは竜騎士に一いつ喝かつされた。

「すまん。猫が壁かべを引ひっ搔かきやがってさ」

「猫なら仕方ないか」

　猫は正義か。

　チャンタも大佐も厳きびしい戦いを強しいられている。理り央おはノートに書いた魔王城の見取り図と罠わなの配置を確かく認にんした。

「あっちに細い道があった。裏口があるかもしれない。少し人を回してもらいたいんだけど、いいか？」

「……わかった。見てこい」

　リオの要よう請せいに竜りゆう騎き士しは五人の味方を割さいてくれた。

　そして五人とも網あみによってつるし上げられた。

「すまん。全滅した」

「お前何しにいったんだよ！」

「まあまあ、あっちに罠わながあるってのを確たしかめたってことで」

　賢けん者じやがなだめてくれたが、「だったら一人ひとりでよかったじゃねえか」と竜騎士はまだ不満そうだ。

　こうやって少しずつ味方を罠に誘ゆう導どうするか。いや、今はまだお茶ちや目めなドジっ子で済んでいるが、これ以上は怪しまれるかもしれない。

「燃もえちゃえっ！」

　賢者の魔ま法ほうがフェンリルを焼き尽くす。その時すでにチャンタは別の魔ま獣じゆうを召喚していたが、勇ゆう者しや軍ぐんに袋ふくろ叩だたきにされて早々とやられてしまった。

「マミ、合わせろ！」

「うん！」

　竜騎士とマミが連携して大たい佐さに迫る。大佐の大剣は攻こう撃げき力りよくは高いが隙すきもできやすい。いつもは素もと子こがフォローに入っているが今はいないし、代わりにフォローにいけるほど魔ま王おう軍には余裕がない。

　竜騎士の足でも引っかけてやりたいが、それも叶かなわない。

「ぐっ……」

　大佐のＨＰがみるみるうちに減っていく。狂戦士バーサーカーは常に捨て身なため、もともと防御力が上がりにくい。

「大佐、退ひくぞ！　あとちょっと気持ち悪い」

「くそがっ！　お前は飲み過ぎだ！」

　悪態を吐き捨て、チャンタと大佐、そして魔王軍が城内へと入っていく。敗走、いや、戦略的撤てつ退たいと言うべきか。

　地雷をはじめとした大量の罠と、四し天てん王のうによる激はげしい迎撃に犠ぎ牲せいを出しながらも、勇者軍はついに城内への道を確かく保ほした。周囲からまるで勝利したかのような歓声があがる。

「よおし、この勢いで……」

　回復を終え、突っ込んでいきそうなマミをリオが止めた。

「待て。この辺だけでもすげえ罠あったんだろ？　中はもっとえげつないんじゃないか？」

「確かに。リオの言う通りです。清すが々すがしいくらいに罠だらけですから」

　銃じゆう士しが同意した。

　傷ついた魔ま王おう軍ぐんプレイヤーの回復、立て直しに時間が欲しい。それと、亜あ梨り沙さの心の準備も。

「勢いだけで突入すれば、一いち網もう打だ尽じんにされるかもしれん。ここは態勢を……」

「勇ゆう者しや様！」

　リオの発言を遮さえぎるようにして現れたのは、武ぶ闘とう家かのナツキだった。全財産をつぎ込んで購こう入にゆうした大砲が功こう績せきを残し、おそらくは一番調ちよう子しに乗っているプレイヤーだ。しばらく姿を見ていなかったから死んだのかと思っていた。

　ナツキはパーティの仲間らしい五人組だったが、異様な姿だった。

　全員、トランクス一枚である。これは一つも装備品を身につけていないとなる状態で、開発側のネタとされている。ちなみに女キャラクターには用意されていないという理不尽さだ。次のアップデートには是非とも期待したい。

「何やってんだお前！」

「見ての通りだリオ」

　見てわからないから訊きいている。

「マミ、変態は俺おれが排除する」

　竜りゆう騎き士しが前に出た。当然ナツキの防御力は低い。これなら誰だれでも倒せる。というより、大砲で攻こう撃げきしている時は服を着ていたはずだけど。何な故ぜ脱いだ。

「ちょ、ちょっと待ってください！　事情を聞いてくださいよ！」

「変態に事情があるか」

「そいつ俺のリアル知り合いだけど、やっちゃっていいぞ」

「リオまで！」

　それでもナツキが食い下がるので、とりあえず話を聞くことになった。こんな緊きん迫ぱくした状況の中で裸のプレイヤーが五人もいるとはシュールである。

「城門を破は壊かいしてから、中が罠わなだらけだという情報が伝わってきたので……」

　言いながらナツキが出したのは「神の眼め」という大層な名前のＳランクの高価なアイテムだった。見たことがない理り央おは携帯で公式サイトを開き、効果を確かく認にんする。

「まずいだろこれ……」

　ネットゲームを始めてから、独り言が多くなった。

　大砲での攻撃で実績を作ったナツキは、罠ばかりで勇者軍が苦戦しているという情報を得て、さらなる手柄を欲しがった。そこで大急ぎで商業の町「イオキア」まで戻り、役目を終えた大砲を売り払って金を作った。しかしそれでも目的のアイテムは買えず、自身の装備を売り、仲間に借り、まだ足りないので仲間の装備まで売って「神の眼」を購こう入にゆうしたのだという。

　裸の戦士が五人誕たん生じようしたのは、そういう経緯いきさつからであった。ナツキのパーティには麻ま未みを知らない学外のプレイヤーもいるだろうに。とんだ災さい難なんである。ここまで生きて来られたのは奇跡に近い。

　そこまでして手に入れた「神の眼め」。Ｓランクだけあってその力は驚おどろきだった。

　一定時間、罠わなを無効化。

「罠探知フアインドトラツプ」をはじめとした罠に対するスキルは、当然ながら罠がなければ意味がない。普ふ段だんのモンスター相手の戦せん闘とうでは活かつ躍やくの機き会かいがなく、たまにダンジョンで使うくらいだ。だからこの「神の眼」はＳランクの中でもそれほど重要視されていなかった。だが、今回は違う。敵意を持ったプレイヤーがこちらを倒そうとして罠を仕掛けている。それらを全すべて無視して進めるのなら、効果は絶大と言っていい。

　ハイネが時間をかけて設置した城内の罠が、水の泡になろうとしていた。

「勇ゆう者しやマミに使って欲しいんだ」

　裸の男がマミにアイテムを手渡した。
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「でもいいの？　装備まで売っちゃったら明日あしたからのプレイはどうするの？」

「また雑ざ魚こモンスター退治から始めるよ。あ、ごめん電話きた」

　夏なつ樹きに電話をかけたのは他ほかでもない理り央おだ。

「よう変態」

『ふふふ。何を言われようと構わないぜ。俺おれ、宇う留る野のさんにかなり協力したよな。好感度も２０くらい上がったんじゃないか？』

　数値化の基準がわからない。

「お前さ、そこまでするか？」

『親しん衛えい隊たいに入れてもらっていつも一いつ緒しよにプレイしてる理り央おにはわからんだろうよ。俺おれらみたいなのはこうやって宇う留る野のさんに協力するしかないんだ』

　下心しかない協力であるが、夏なつ樹きの思い切った行動が麻ま未みに大きく貢献したのは確たしかである。週明けの月げつ曜よう日び、このことを話題にして麻未と盛り上がる様よう子すを夏樹は想像しているに違いない。

「彼女ができたら貢みつぎそうだな、お前」

『宇留野さんだったらいくらでも貢いでやるさ。宝石でも軽自動車でも！』

「そこは軽なんだな」

『これで城の中も怖くないだろ？　魔ま王おうにとどめを刺しにいこうぜ』

　電話が切れた。あいつめ、どれだけこちらの計画を狂わせれば気が済むのだ。

「神の眼め」を手にしたマミは罠わなを恐れない。魔王側は時間稼かせぎができなくなった。何よりよろしくないのは、そのことをあっちが知らないということだ。

　大砲にしろ神の眼にしろ、夏樹が理央の目的をことごとく邪魔しているのがなんかムカつく。夏樹に悪気がないのはわかっているけれど。

「お腹なかをいっぱいにしたらすぐに突入だね。リオくん、よろしく」

「ああ」

　言われるがままにリオは料理を作る。この状況でログアウトはできない。ハイネで向こうに行けない。

　考えろ。あと数分もしないうちに、マミの剣はアリサに向けられる。と同時に、チャンタたちはマミを倒そうと全力で挑んでくる。

　頭の中をぐるぐる回しているうちにも、リオは料理を作り仲間を補助していく。

「準備はいい？　みんな、『神の眼』の効果範はん囲いから抜けないように気をつけてね」

　マミが先頭に立った。後ろに竜りゆう騎き士し、銃じゆう士し、賢けん者じや、そしてリオ、さらに後続にこの時を待ちわびていた勇ゆう者しや軍ぐんのプレイヤーたち。あとついでに裸のナツキたちも。

　しかし、城の外にいる魔ま王おう軍ぐんも黙だまってやられているわけではない。城門が破は壊かいされてしまってからも、勇者軍が城に近づかないように必死に戦っている。ここにいるのは、その防ぼう衛えい線せんを突破した高レベルの戦士たちだ。

　勇ゆう魔ま戦せん争そうオンライン初の大規模な戦いは、大詰めを迎えようとしていた。麻未の父親は、どんな気持ちで見守っているのだろう。

「いくよっ！」

　マミが「神の眼」を使用すると、周囲が淡いオレンジ色に包まれた。これが罠を無効にする範囲か。幸いもにそれほど広くなく、後ろのプレイヤーまでカバーできていない。全員が罠を無傷で突破するのは難むずかしそうだ。

　雄お叫たけびと共に魔ま王おう城じようへ入っていく勇ゆう者しや軍ぐん。リオも遅れずについていく。この辺には壁かべから飛び出してくる毒矢を用意していたのだが、神の眼めのせいで発動すらしない。ただの石造りの道を、親しん衛えい隊たいは走り抜けていく。

「……花が植えてありますね。魔王の趣しゆ味みでしょうか」

　銃士が脇わきの花に気づいた。アリサの園芸スキルによって彩られたものだ。

「魔王アリサは名前的には女の子だからね。趣味じゃない？　噂うわさになってたひどいＰＫも魔王じゃないっぽいって情報出てるし、いい子なのかも、なんて」

　賢けん者じやが答える。

「なんだか戦う気が削がれちまうな。もっと悪者ならいいのによ」

　削がれるわけなどないのに、竜りゆう騎き士しが言った。

　魔王城はそれほど複雑な構造をしていない。罠わながなければ迷うことなく進めてしまう。

　ふと、後ろの人数が減っていることに気づいた。神の眼が及ばない後続が罠に引っかかっているようだ。

「ナツキ、頼みがある」

　防御力がほとんどないくせにしぶとくついてきているナツキに声をかけた。というより、戦う力もないのにどうしているのか。

「何だ？」

「さっき料理を作ったせいで食材がもうない。この城にも魔王が保管してるアイテムがあるはずだ。そこから食材を持ってきてくれ。裸でもそれくらいできるだろ？」

「まあそんくらいなら。つうか、魔王からアイテム奪おうってのかよ」

「戦いなんだから何でもアリだ」

「お前も悪い奴やつだな」

「俺おれの勘だとそこを右に曲がると倉庫がありそうだ」

　わかった、とナツキは仲間を連れて右へ曲がっていった。もうちょっと理り央おの勘を疑ってもいいものだが、他ほかにできることもないので素直に従ったのだろう。

　マミから離はなれると神の眼めも効かなくなるわけで。

「ぎゃーっ！」

　ナツキの悲鳴が通路にこだました。確たしかに曲がった先には倉庫がある。噓うそは言っていない。が、すでにアイテムは移動させてあり、中に入ると天てん井じようから鉄球が落ちてくるのだ。丸裸のナツキに防ぐ手段などあるはずもなく、裸のパーティは鉄球に散った。

　お前はよくやったよ夏なつ樹き。もしお前がいなかったら、勇者軍はここまで進めなかったかもしれない。ただ、ちょっと邪魔だっただけだ。死んでよかった。

　惜しくもない犠ぎ牲せいを払いながら、マミたちは前に前に走っていく。神の眼が及ばない後ろのプレイヤーたちは罠わなに苦戦し、奥へ進むにつれて人数は減っていった。

　玉座の間が近づいてくる。理り央おの心は二つの感情に支配されていた。一つは、リオをどうにかしてログアウトし、ハイネで入ってアリサのところへいかなければという焦り。もう一つは、どんな顔してリオでアリサに会えばいいのかという、自分でもよくわからない感情。

「…………」

　ゲームだぞ、ゲーム。

　アリサやマミが斬きられたって、現実の彼女たちが怪け我がをするわけじゃない。ＨＰが０になったって、死ぬわけじゃない。

　なのに、なんで。

　こんなにも力強くゲームパッドを握って、真剣に考えて、心を熱あつくしているのだろう。

　それはきっと、アリサやマミだけでなく、勇ゆう魔ま戦せん争そうに参加しているたくさんのプレイヤーが全力で楽しんでいるから。「楽しい」が理央にも伝染して、勇魔戦争の世界に引きずり込まれてしまったのだ。

　ハマっちゃうよ、これは。

「もう少しですね」

　銃じゆう士しのセリフに、マミは笑え顔がおのマークで答えた。

　魔王城の構造を知っている理央にはわかる。次の部へ屋やの奥が玉座だ。魔王はすぐそこまで来ている。

「……っ！」

　理央は息を飲んだ。おそらく魔王側は今までの戦せん闘とうの実じつ績せきから、マミが必ず先頭にいると踏んでいたのだ。だから部へ屋やに飛び込んだ瞬しゆん間かんを狙ねらって、万全の準備でもって、渾こん身しんの一いち撃げきを放ってきた。

　四し天てん王のう、狩人かりうどの素もと子こ。アイテム、補助魔法によって攻撃力を上げ、さらにスキル「鷹たかの眼め」によるロックオン。さらにさらにスキル「チャージ」によって自らのＨＰを削り攻撃力を一時的に二倍へ。限界まで高められた一筋の矢が、マミを襲おそった。

「麻ま未みっ！」

　思わず理央はディスプレイに向かって叫んだ。前を走るマミに包丁で攻撃。レベル差のせいでダメージはないが、攻撃を受けたせいでマミの動きが止まる。瞬しゆん時じに入れ替わるようにして料コ理ツ人クが前に出た。

　自分でも信じられないくらい自然に咄とつ嗟さに、動いていた。

「リオくん！」

　素子の放った矢は、マミの盾となったリオに命中した。

　リオ、レベル１０３。素子、レベル３８９。

「外したっ……」

　素もと子こが悔しそうに漏らした。いや、外してないって。当たってるって。

　罠わなを無効にし、ＨＰを最大値のまま温存してきたリオのＨＰは、たった一いち撃げきで０になってしまった。

　即死である。

　決して装備を節約したわけではないが、レベルに差があり、しかも素子はこれでもかというほど攻撃力を上乗せしている。もしマミに当たったとしても即死はしなかっただろうが、大きくＨＰを減らしたに違いない。

「リオくん！　どうして……」

　マミは倒れたリオの傍かたわらにしゃがみ込んだ。

　ここで初めて理り央おは知るのだが、ＨＰが０になってからも少しの時間は会話が可能なのだった。ドラマチックな場面を演出するための、開発側の気の利いた配はい慮りよだった。

「実際、俺おれの役目はもうほとんどないし、さっきマミに守ってもらったし、お返しだ」

「だけど……」

「いいから行け。お前がここに来るまでに何人やられたと思ってんだ。それを無む駄だにする気か？　それにお前にはお前の望みがあるだろうが」

　理央しか知らない、麻ま未みの勇ゆう魔ま戦せん争そうにかける思いがある。

「……わかった。リオくんの分まで頑張る！　勝つよ！」

　リオの体が薄うすくなっていく。強制ログアウトが執行されるのだ。

「そうだマミ！　池！」

「変換で台無し！」

　締しまらないままリオはログアウトした。『死亡しました』とアナウンスが表示される。最後くらい落ち着いて文字を打てばよかった。

　マミを守った行動は、決して打算によるものではない。素子の矢を見た瞬しゆん間かん、マミを死なせるわけにはいかないと反射的に行動していたのだ。だが結果として、リオは自然な形でログアウトすることに成功した。我ながら、不遇とされていた料コ理ツ人クという職しよく業ぎようで頑張ったと思う。

　池、じゃなくていけ、か。チャットだから、文字だから言えた。こんな心にもないこと、面と向かっては言えない。

　理央は即座にハイネのＩＤとパスワードを入力し、狐きつねの面の暗殺者アサシンとしてログインした。

　麻未を勝たせないために。亜あ梨り沙さを死なせないために。

「悪い。遅れた」

「てめえ、何やってたんだ！　ふざけんじゃねえぞ！」

　玉座の間にログインした瞬しゆん間かん、大たい佐さに怒ど鳴なられた。当たり前だ。ついに勇ゆう者しや軍ぐんが乗り込んできたというのに、ゲーム内にいなかったのだから。

　素子とチャンタは一つ先、さっきリオがやられた部へ屋やにいる。

「ハイネさん、回かい線せんの調ちよう子しでも悪いんですか？」

　インとアウトを繰くり返すハイネに、アリサが言った。

「また猫がどうとか言うんじゃねえだろうな」

　大たい佐さは相当怒っているようだ。しかも万能だと思っていた猫が通じない手ごわい相手だ。

「いや、ちょっと無線ＬＡＮのケーブルに足かけちゃって……」

「無線なのに!?」

　いきなり噓うそがバレた。

「いや、違うんだ。葉は月づきさんの調子が悪くてだな」

「誰だれだよ！」

「俺おれのパソコンだよ！」

「はっ、パソコンに名前つけるとか……」

「あれ？　大佐さんも名前つけてませんでした？　確たしか、雛ひな菊ぎくさん」

　アリサの言葉に、大佐が沈ちん黙もくした。

　名前つけたくなるよねー。

「娘に名前つけるのは当たり前だろ！」

「開き直った！」

　理り央おの頻ひん繁ぱんなログアウトについてはうやむやになり、大佐もそれ以上追及しなかった。それどころじゃないというのが本音だろう。

　現在、玉座の間にはアリサにハイネ、そして大佐と魔ま王おう軍ぐんの精せい鋭えいたちがいる。精鋭といってもレベルでは親しん衛えい隊たいに敵かなわず、他ほかの勇ゆう者しや軍プレイヤーの相手をすることになる。親衛隊はやはり四し天てん王のうが迎むかえ撃うたなければならない。

　魔王軍の一人ひとりが駆け込んできた。

「素もと子こ様があちらの料コ理ツ人クを撃げき破はしました！」

「いよっしゃ！」

　大佐がガッツポーズ。対してアリサは無言。ハイネはとりあえず「やったな」と言っておいた。こう言うしかない。

「料理人……ですか」

　亜あ梨り沙さの中では、やられたのはリオではなく理央といった認にん識しきだろう。しかし、敵に情けをかけるような言動は魔王として避けるべきだ。

「俺も甘く見てたが、『調ちよう理り』スキルがかなり厄やつ介かいだったと各地で報告が来てる。素子がやらなければ俺がやるつもりだった」

　どうやら戦場を回って補助をし続けたリオは魔王軍から目をつけられていたようだ。素子の矢を逃れても、大佐の剣で真っ二つだったな。

「親衛隊の一人を倒したのはいいが、料理人は戦力じゃない。戦況はそれほど変わらんぞ」

「んなことはわかってんだよハイネ。……それにしても来るのが早い。お前の罠わなが役に立ってねえみたいだぞ」

「罠を抜けるスキルかアイテムだろ。無む駄だになったが、対策をするのは当たり前だ。仕方ない」

「ふうん。冷静だな」

「まあな」

　徹てつ夜やで設置した罠が無効化されたのには泣きたい気分だったが、「神の眼め」を持って来たナツキは倒したし、気は済んだ。ちなみに夏なつ樹きから恨うらみのメールが届いているようだが、まだ読んでいない。

「皆さん、死なないでください」

　アリサが防御を高める補助魔ま法ほうをハイネと大たい佐さに使った。捨て身の大佐と、レベルが低く職しよく業ぎよう的てきにも防御が低いハイネには焼け石に水かもしれない。

「魔王こそ死ぬな。身を守ることだけ考えろ」

　絶対にだ。負けるなよ、亜梨沙。身を守るというよりも、ここを守る、ずっと欲しかった友達といられる居場所を守る。たとえ敵がクラスメイトであっても。

「……はい」

　アリサは武器を取り出した。魔王専用装備の「死神の鎌かま」だ。血を吸ったかのような真まっ赤かな刃やいば、魔王の肩書きにふさわしい、禍まが々まがしい造形だった。

　そして、玉座へ続く最後の扉が破られた。扉は開くことなく、破は壊かいされた。そこからなだれ込んでくる勇ゆう者しや軍ぐん。チャンタと素もと子こも倒されずにまだ戦っている。親しん衛えい隊たいの相手をしている隙すきに、他ほかのプレイヤーに扉を壊こわされたのだろう。

「ごめんアリサちゃん！　止めらんなかった！」

「ちくしょう！」

「大丈夫です。お二人ふたりともこちらに」

　素子とチャンタはダメージを受けながらも強引に離り脱だつし、玉座に走った。すぐさまアリサが回復を施す。「神の眼」の効果が切れてしまっている勇者軍は、罠を警けい戒かいしてすぐには仕掛けてこない。

　ここに、最終決戦の場で魔王軍と勇者軍が対たい峙じした。人数は、ほぼ同じか。

「初めまして。勇者のマミです。あなたを倒しに来ました」

　最初に口を開いたのはマミだった。

「負けません。私は負けられないんです」

　この時の亜あ梨り沙さの気持ち。

　倒れればアカウントは消滅し、ゲーム内での居場所を失ってしまうかもしれない恐怖。正体を知らない麻ま未みに、魔王であることを隠しながら戦わなければいけない辛つらさ。どんな思いでキーを叩たたいているのだろう。どんな思いでアリサを動かしているのだろう。

「……罠わなはないみたいだね」

　マミは抜け目なく「罠探知フアインドトラツプ」をしていたようだ。玉座の間に罠は設置していない。ここまで来るわけないと高たかを括くくっていたわけではなく、もしここまで攻め入られたら、最後は罠なしで正面から戦おうという四し天てん王のうの総意があった。

「アリサ、命令しろ」

　チャンタが言った。

「マミ、指示を」

　竜りゆう騎き士しが言った。

　敵対する二つの勢力。その長おさが、同時に叫んだ。

「勇ゆう者しや軍ぐんを撃げき退たいしてください！」

「一斉攻こう撃げきっ！」

　城の一番奥、玉座の間で戦せん闘とうが始まった。まずは魔ま法ほうが飛び、決戦の地を明るく染めあげる。様々な属性の魔法が入り混じる光景は幻想的でもあった。

　しかし、その美しいとも言える色とりどりの魔法の光を黒い刃やいばが切り裂いた。

「『ダークエッジ』」

　大量の黒と紫のナイフが勇者軍に襲おそいかかる。混在する魔法に紛れて前に飛び出ていたプレイヤーがダメージを受け、ＨＰを大幅に減らした。

「マジか……」

　ハイネはつぶやいた。これこそが、魔王だけが習得できる闇やみ属ぞく性せいの魔法。アリサが攻撃魔法を使ったところを初めて見た。

「ハイネっちは初しよ見けんだよね。アリサちゃん、本気出したらすごいんだから」

　油断なく矢を放ちながら素もと子こが言う。アリサは前ぜん線せんで戦うタイプではなく、四し天てん王のうの後方支援を主に担っている。だから補助系の魔法を多く習得しているが、攻撃系がないわけではない。それにしてもすごい威力だ。これだけ使っていれば勇者軍は壊かい滅めつするのではないかと勘違いしてしまうほど。

　アリサがもう一度ダークエッジを唱えた。容赦ない追おい討うちだ。

「『セレスティアルパニッシュ』！」

　魔王が闇属性を習得できるのに対し、勇者は光属性を習得することができる。マミが放ったのはチャンタが召喚した竜を落としたあの光の玉。二つの魔法は相そう殺さいし、黒と白の粒子が散った。魔法の力は互角と見るべきか。

　黒い刃やいばが消えたことで、接近戦を得意とするプレイヤーどうしがぶつかり始めた。

「行くぞ素子！　援えん護ごしろ！」

「はいはーい」

　大たい佐さが巨大な剣を振るい、できた隙すきを埋めるように後ろから素もと子こが矢を放つ。普ふ段だんはいじるいじられるの関係だが、二人ふたりの連携は滑らかだった。大佐も素子がいるからこそ、安心して大振りができる。

「来いよ。相手してやる」

　召しよう喚かん獣じゆうというのは高ランクになればなるほど大型の魔ま獣じゆうが多い。だからチャンタは本来、屋内の戦せん闘とうにはあまり向かないのだ。それがわかっているので、チャンタは敢あえて召喚獣のランクを落とし、中型の魔獣を複数召喚することで頭数を増やしている。

　アリサとマミは互いに魔法で牽けん制せいを続けている。そしてハイネは……。

「罠わなにやられた味方の仇かたき！」

「やべええっ！」

　竜りゆう騎き士しに追い回されていた。この戦い、魔王城を要よう塞さいに仕上げたのは他ほかでもないハイネであり、間接的にではあるが多くのプレイヤーを葬っている。この恨うらまれ方は必然である。

　が、まともにやり合って敵かなう相手ではない。まだハイネはレベル１００にも達していないのだ。

　竜騎士の槍やりがハイネに刺さり、ＨＰのゲージがぐんと減る。

「こんな雑ざ魚こが四し天てん王のうにいるとはな」

「余計なお世話だっ」

　ハイネの武器は手の甲に取り付けた鉤かぎ爪づめ。負けじと攻撃するが、微々たるダメージである。ダメだ、レベルが違い過ぎる。

　暗殺者アサシンの専用スキル「闇やみ討うち」は、敵の背後から攻こう撃げきすることによりダメージを上乗せするというもの。こう向かい合っていては役に立たない。本当は混戦のどさくさに紛れて攻撃するのが暗殺者のやり方なのだ。

「ハイネさん！」

　アリサが竜りゆう騎き士しに向けて魔法を撃うち、怯ひるんだ隙すきに素す早ばやさを活いかして逃げる。追いかける竜騎士に大たい佐さが割って入った。アイテムで回復しつつ、ハイネは親しん衛えい隊たいの相手を避け、他ほかの奴やつらの背中に回り込んでの攻撃を繰くり返した。フットワークだけなら劣っていない。

「くそっ、汚ねえ！」

　罵ば声せいを浴びても響ひびくはずがない。何な故ぜならこれが暗殺者の戦い方だからだ。

　戦せん闘とうにおいて低レベルのハイネには誰だれも期待していない。そんなことはわかっている。罠の設置をした時点で、自分の役目は終えているのだ。だからといって簡かん単たんに死ぬわけにはいかない。アリサを守らなければいけない。そのためなら何を言われても構わなかった。

「手加減無用だよ！　魔王！」

　闇やみと光魔法の応酬の中でアリサが全力ではないと察したのか、マミが叫んだ。

「そんなこと……」

　語尾を濁にごしたのは、図ず星ぼしだから。マミを倒さずに撤てつ退たいさせようとアリサは考えている。それが攻こう撃げきの手を緩ゆるめてしまっていた。マミからすれば侮辱ともとれる。

「作戦なのか知らないけど、本気出さないなら私だって容赦しないよ。『クルセイド』！」

　マミが剣を天に向け魔ま法ほうを唱える。すると白い光が頭上から降り注ぎ、勇ゆう者しや軍ぐんのプレイヤー全員を包む。全員のＨＰが回復し、すべての能力値が上昇した。

「マジ？」

　素もと子こが後ずさる。マミが使ったのは最強の補助魔法だった。おい、そんなのあるなら料コ理ツ人クなんて必要ないじゃないか。理り央おは麻ま未みに訴えたくなったが、よく見るとマミのＭＰが０になっていた。今の「クルセイド」は残りＭＰを食い尽くす魔法のようだ。勇ゆう魔ま戦せん争そうにおいてＭＰ回復のアイテムは希少だ。つまり「クルセイド」は一回きりか。勝負に出たな、麻未。

　マミはＭＰを失ったが、その対価は大きい。勇者軍が魔王軍を圧倒し始めていた。アリサは味方の補助に回るしかない。

「勇者を魔王に近づけさせるな！」

　チャンタが怒号を飛ばす。数人がマミを止めるべく立たち塞ふさがったが、時間稼かせぎにしかならない。魔法こそ使えないが、能力値も動きも、マミは格が違った。

「敵ながら尊敬します」

「にゃろう！」

　銃じゆう士しと素子が近きん距きよ離りで弾丸と矢を撃うち合っていた。大佐の相手をしている竜騎士は、敢あえて防御に徹てつすることで大たい佐さを引きつけている。賢けん者じやは大規模な魔法を展開し、チャンタの召しよう喚かん獣じゆうを一掃する。親しん衛えい隊たいは魔王を倒そうとしているわけではない。目的は一つ、勇者と魔王を一対一の状態に持ち込むこと。マミならアリサに勝てると信じているのだ。

「『ライトニングジャベリン』！」

　隙すきをついて賢者が雷の槍やりを放ち、マミの進路を塞いでいた味方二人ふたりを仕留めた。

　アリサとマミの間には、もう誰だれもいない。

「このっ……」

　理央はハイネを操あやつりアリサのもとへ走らせるが、勇者軍が行く手を阻はばむ。身動きがとれない。

「覚悟っ！」

　ついにマミがアリサに迫った。袈け裟さ斬ぎりをアリサは鎌かまの柄で受ける。火花を散らして鍔つば迫ぜり合あいが起きた。マミが押し切り、アリサにダメージが入る。

「『プロテクション』」

　物理攻こう撃げきを防ぐ壁かべを展開し、アリサが逃れる。しかし高い攻撃力を持つマミに対してはそれほど有効ではない。マミは強引に壁の上から攻撃を繰くり返し、少しずつではあるがアリサのＨＰを削っていく。

　アリサは魔法で自身を回復させるが、その隙に攻撃を受けるから気休めにしかならない。どうしても後ご手て後ご手てに回ってしまう。

　やはりマミを攻こう撃げきすることに抵抗があるのだろうか。負けるわけにはいかない。でもマミを攻撃したくない。そんな葛かつ藤とうの中で、魔ま王おうは勇ゆう者しやの剣を受ける。

「接近戦は苦手？　まだまだいくよっ！」

「……っ」

　プロテクションの効果が切れ、アリサは無防備に。好こう機きを見逃さず、マミが踏み込んだ。

　瞬しゆん間かん、マミの頭上に黒く巨大な握にぎり拳こぶしが現れ、マミを殴り飛ばした。闇やみ魔ま法ほうの「デビルハンド」だ。上う手まい、誘い込んだのだ。

「あたた、油断したぁ……」

　言いつつ、攻撃が控え目だったアリサから反撃があったのは嬉うれしいらしい。麻ま未みはこのゲームを心から楽しんでいる。もちろん、魔王との戦いも。迷いがないから、強い。

「負けませんっ……」

「そうこなくっちゃ！」

　再び両者が肉にく薄はくする。と同時に、短い文字が表示された。「チャンタが死亡しました」。

「なっ……マジか」

　狭い場所での戦せん闘とうに向かないとはいえ、それでもレベルは高い。召喚魔法しか使えないわけでもない。そのチャンタがやられた。

「会社……行きたくない……」

　個人的な断だん末まつ魔まを吐いてチャンタは消えていった。

「ハイネっち、フォロー入れる!?」

「無む茶ちや言うな！」

　まずいのは、チャンタが相手をしていた親しん衛えい隊たいの賢けん者じやがフリーになってしまうこと。賢者が混戦地帯から抜け出した。

「『アイシクルロック』！」

　杖つえを掲げ唱えた魔法は、アリサの背後に氷の十字架を出現させた。何だあれはと思っていると、アリサの体が十字架に吸い寄せられ、手足が拘こう束そくされる。動きを封じる魔法か。

　勇者が魔王にとどめを刺す。賢者はそんな劇げき的てきな演出をしたかったのだろう。そしてそれはもうすぐ実現しようとしていた。

「さあ、決着だよ」

「…………」

　磔はりつけにされた魔王アリサ。切っ先を突きつける勇者マミ。

　アリサが負ける。

　亜あ梨り沙さは……。

　ハイネはダメージを覚悟で混戦状態の中を突っ切り、アリサに向かって走り出した。後ろから攻こう撃げきを受けるが振り切る。

　マミが剣を持ち上げ、両手で振り下ろす。

「アリサぁっ！」

　使ったのは七なな海みから受け継いだアイテム「キャスリングストーン」。チェスの駒こまの動きから名前がつけられた、Ｂランクの魔ま石せきだ。

　効果は、対象の味方一人ひとりと自分の位置を入れ替える。

　マミの剣は、ハイネの体を斬きり裂いた。一秒前までハイネがいた場所にアリサが転送される。

「……あれ？」

　マミが漏らした。

　さすが勇ゆう者しや、とんでもない攻撃力だ。ハイネのＨＰは３になってしまった。アリサに防御力を上げてもらっていなかったら即死だった。

「ハイネさん！」

「お前は死ぬなアリサ！　逃げろ！」

　逃げるところなどあるのだろうか。運よく城から外に出られても、もしかしたら勇者軍に囲まれているかもしれない。

　アリサを拘束していた氷の十字架は消えていた。対象者がいなくなったことで効果もなくなったようだ。

　回復している暇はない。ハイネは目の前でキョトンとしているマミに鉤かぎ爪づめを振るう。

「おっと。君、魔王のために身代わりなんて素す敵てきじゃん」

「だろ？　男ってのはそういうもんだ」

「いいね。私にもさっき身代わりになってくれた仲間がいたんだけど、カッコよかったな」

　光栄だ。

「そいつも草葉の陰で喜んでるだろうよ」

　闇やみ討うちなしのハイネではマミにダメージを与えられない。あと一回でも攻撃を受ければこちらが死ぬ。できればこの戦いを最後まで見届けたかったが、潮しお時どきかもしれない。

　ターゲットは魔王だが、瀕ひん死しのハイネを見逃す理由などマミにはない。少しでも攻撃を受ければハイネは倒れる。

　その時だった。マミの背後に影かげが迫った。反応したマミは振り返り、その敵の剣を受け止めた。誰だれかが援えん護ごに来てくれたのか。

「お、やるね」

　それは赤い髪をしたサイドポニーの女剣士。両手に剣を持ち、勇者に向かって挑発的な態度だった。
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　レベルは２６９。名前は「リンコ」。

「……凛りん子こぉ？」

　まさか。つぶやいた理り央おは妹の部へ屋やがある方の壁かべに首ごと顔を向けた。もちろんそこには壁があるだけ。隣となりの部屋で妹が何をしているかはわからない。

　確たしかに凛りん子こは魔ま王おう軍ぐんでプレイしていると言っていた。レベルも前に聞いたものに近い。

「へえ……、君が噂うわさに名高いリンコちゃんね」

　マミの発言から、凛子らしきリンコは有名人のようだった。理央が知らないのはこのゲームを始めてから日が浅いからだろう。

「勇者様に知ってもらえてるなんて光栄だねぇ」

　リンコが斬きりかかる。体を回転させ、双剣が間かん髪はつをいれずにマミを襲おそう。レベルに差があるのに、リンコに躊躇ためらいはない。

　他ほかにも動きがあった。大たい佐さや素もと子こが応戦しているところに、四人の魔王軍プレイヤーの乱入があったのだ。そう、乱入と表現するべきだった。援護ではあるのだが大規模な魔法や技を惜しみなく使うので、少なからず味方にも被害が出ている。

　マミがリンコに集中しているので、ハイネは回復することができた。

「リンリン突撃隊……噂通りだね」

　乱入者の豪快な戦い方に巻き込まれたくないのか、素子が下がってきた。

「有名なのか？」

「うん。リンコをリーダーにしたパーティで、全員が攻撃重視の装備やスキルを持ってるんだよ。回復役はいなくて、ガンガン攻めてくる。戦場に現れては荒らしていくっていう常じよう識しき外はずれっぷりが評判だね」

　確かく信しんした。うちの妹だ。

　しかしこの状況では頼もしかった。現に勇ゆう者しや軍ぐんは数を減らし、戦況が覆くつがえろうとしている。

　アリサは傷ついた味方に回復を施し、ハイネと素もと子こはリンコと共にマミに挑んだ。正面からはリンコ、中ちゆう距きよ離りから素子の射しや撃げき、そして背後からハイネの「闇やみ討うち」を受け、さすがの勇者も苦戦を強しいられている。

「マミ！　もう俺おれたちしかいねえぞ！」

　竜りゆう騎き士しが叫んだ。

「指示をお願ねがいします」

　銃じゆう士しのＨＰは残りわずかだった。

「厳きびしいなあ、これは……」

　賢けん者じやもＭＰが少ない。

　マミは高く跳ぶと、リンコに蹴けりを浴びせた。着地と共にハイネに足払いを繰くり出し、転ばせる。

「撤てつ退たいします！」

　判断は早かった。その一言を合図にして、親しん衛えい隊たいはマミを守りながら出口に走る。素子がマミの背中に向けて矢を放つが、竜騎士が身を盾にして庇かばう。

「皆さん、深追いはいけません」

　アリサは追いかけようとした味方を制した。城内にはまだ勇者軍が残っているから、追えば囲まれる危険がある。マミが撤退を決めたのなら、それに従って勇者軍が出ていくのを待つのが得策。

　戦場だった玉座の間に、静寂が降りる。

「やったあああ！　撃退！　げきたーい！」

　素子が喜びの声をあげた。

「勇者を倒せなかったのは悔しいが、まあいいだろ。チャンタには俺から報告しておく。どうせ酔っぱらってるだろうが」

　大たい佐さはその場に座り込んだ。

　よかった、と、理り央おは大きく息を吐いた。アリサはマミに討ち取られず、マミは返り討ちにならずに戦いを終えることができた。

「魔ま王おう様、遅くなって申し訳ない。城の周りの連中が思ったよりしぶとくてね」

　リンコが魔王のもとへ歩み寄った。

「いえ、助かりました。お強いんですね」

「それほどでもないです。じゃあ私たちは城内の残党を狩ってきますので」

　まだやるのか。勇ゆう者しやが撤退したことで事実上の敗北宣言なのだから、もう戦意は失っているはずだ。だがそこに追おい討うちをかけるあたりが我が妹である。

　リンリン突とつ撃げき隊たいは、まさに嵐あらしのように訪れ、去っていった。

「ありがとうございます。ハイネさんがいなかったら、私……」

　アリサが頭を下げた。

「気にするな。お前を守るのは当たり前だ。俺おれは四し天てん王のうなんだから」

「でも……」

「いいんだよ。死ななくてよかったな。俺たちの勝ちだ」

　後に今夜の戦いはユーザーの間で「第だい一いち次魔王城じよう攻こう防ぼう戦せん」と呼ばれることになる。一晩で多数の犠ぎ牲せいを出したのは両軍とも同じだったが、勝利した魔王軍は勢いづき、夜明けまでの時間でコドニ村の奪回に成功する。

　アリサは城の倉庫を開放して、残っている味方にアイテムを配った。壊こわされた城門には応急処置を施して、なんとか外がい観かんだけはきれいにした。

「疲れただろ？　今日きようはもう落ちろよ」

「はい。……猫、飼ってるんですね」

「ん？　まあな」

　とっさの噓うそだったので忘れかけていた。訊きかれた時のために名前を考えておかないと。

　すると素もと子こが城じよう壁へきの修理を終えて戻ってきた。

「今夜の収しゆう穫かくは、ハイネっちがツンデレだってわかったことかな」

「どういうことだ？」

　ツンデレった覚えはない。

「だってさ、ハイネっち、いつもアリサちゃんのこと『魔王』って呼ぶのに、アリサちゃんがピンチの時『アリサ』って呼んでたでしょ？」

　う、と息が詰まる。言ったっけ、そんなこと。

「知るか」

「ログ残ってるよん。かわいいねえ」

　しまった。これは記き録ろくが残ってしまうのだ。どうやって消去すればいい。

「……俺は落ちる」

「あー、これから面おも白しろいところだったのにー！」

　逃げるようにハイネがログアウトしたのは日付が変わろうとしている頃ころだった。結局、用意した夕飯には手をつけていなかった。今になって空腹が襲おそってきたので、食べることにする。

　すると着信があった。

『ごめーん、負けたー』

　麻ま未みからである。理り央おは気を引ひき締しめた。リオが死んでからのこと、リオが見ていないことを口走ってはいけない。

「知ってるよ。掲示板にめっちゃ書き込まれてるからな。惜しかったみたいじゃん」

『もうちょっとだったんだけどねー。ごめんね、理り央おくんの犠ぎ牲せいを無む駄だにしちゃって』

「いや、俺おれじゃ遅かれ早かれ死んだって。負けたっつっても麻ま未みは死なずに済んだんだろ？　また次のチャンスを待てばいいじゃん」

『そうなんだけどね。あーもう、悔しいなあ』

　声色は悔しいとは言っていない。楽しかった。それだけが聞こえてくる。

「まだまだじっくり遊べって神様が言ってんだよ」

『神様、ね。お母かあさんとの約束違反だけど、お父とうさんに電話しちゃおっかな』

「いいんじゃね？　親おや父じさんも話したがってるって」

『だよねっ。じゃあ電話してみる！　これからもよろしく！　おやすみー』

「おう、おやすみ」

『あ、も一つ言い忘れてた。庇かばってくれてありがと。カッコよくてドキっとしちゃった』

「惚ほれたか？」

『惚れ直したよ。……なんてね、てへっ』

「はいはい。また学校でな」

　電話を切り、おにぎりを頰ほお張ばる。結果として、マミもアリサも死ななかった。リオこそ倒れたが、失うアイテムも金もたいしたことではない。

　亜あ梨り沙さは素もと子こたちとこれからもお喋しやべりができる、友達と会える場所を守り、またいつものように勇ゆう魔ま戦せん争そうにログインできる。

　麻未はマップ統一の夢は遠ざかってしまったが、これからも勇ゆう者しやとしてプレイし、マップ統一へ向けて全力で楽しむだろう。それが勇魔戦争を作った、今は離はなれたところにいる父親への孝行になる。

「兄にいちゃん」

「んぐぉぅふっ」

　自分しかいないはずの部へ屋やでいきなり呼ばれたものだから、理央はおにぎりを詰まらせそうになった。

「ごめん。ご飯食べてた？」

「いや、それはいいんだが、どうして気け配はいを消して入ってくるんだ？」

　ドアが開く音すらしなかった気がするが、凛りん子こは「別に」とだけ答えた。

「終わったね。勇者軍は残念でした」

　果たしてあのリンコがこの凛子なのか確たしかめたいのだが、理央はリオを操そう作さしていることになっているので、途中で倒れたリオはリンコを見ていない。ここで口に出すのはおかしい。

「まあ俺もレベルを上げてまた挑むさ。料コ理ツ人クでも戦場で活かつ躍やくできるってのがわかったからな」

「長期戦になったせいで空腹値と士気の設定が面おも白しろくなったみたいだね。これから料コ理ツ人クに転てん職しよくする人も増えるかもね」

「そうなると俺おれの影かげが薄うすれちまうな。お前も食う？」

　おにぎりを差し出すが、「さっきパン食べたから」と断られた。

　凛りん子こはベッドに腰掛けると、ここからが本題とばかりに顔をニヤつかせた。直感する。妹がこの顔の時は、ろくなことにならない。

「でさ、なんか楽しいことしてるよね」

「……何が？」

「リオとハイネ、これからどっちで呼べばいいの？」

　嫌いやな予感というのは当たるものだ。

「…………一回だけとぼけていいか？」

「いいけど、時間の無む駄だだよ」

「どこで気づいた」

　この一ヶ月、理り央おが深夜までゲームをしていることは知っていた。だけど、その割にはリオのレベルが高くない。新しく四し天てん王のうに入ったハイネというキャラが、異常なほどに城に罠わなを仕掛け、必死に魔ま王おうを守ろうとしている。そして今夜、何やら隣となりの部へ屋やでバタバタしていて、ひとり言も聞こえてきた。

　そんなわけで、理央が二つのキャラクターを使っているのではないかと推理してみたと凛子は言う。

「それで、一つ仮説を立てると兄にいちゃんの行動に筋が通るんだよね」

「仮説？」

「魔王アリサが亜あ梨り沙さちゃん」

「……そうだよちくしょう」

　否定したところで意味はない。凛子は仮説と言っているが、どうせすでに確かく信しんしているのだろう。この妹は超能力でも授かっているのだろうか。

「やっぱりね。勇ゆう者しやから魔王側に寝返らないでわざわざ別のアカウント作るなんて、なんか理由でもあるの？」

「勇者もリアル知り合いで、色々あるんだよ。悪いか」

　つい投げやりになってしまった。

「悪くはないけど。理由があるなら私もハイネの正体を黙だまっておくね」

「そりゃ助かる。黙ってんのはあいつに悪いとは思うんだが、もうちょい見逃してくれ」

「正体を隠して傍そばにいるなんてなんかいいじゃん。それに最後に身代わりになったところ、ちょっとよかったよ」

　あの場面を知っているということは、リンコは凛りん子こで確かく定ていだ。つまりハイネは凛子に助けられたことになる。攻こう撃げき特化の嵐あらしのようなパーティ、頼もしい限りだ。

「お前が褒ほめるなんて珍しいじゃん」

「これでも私は兄にいちゃんのこと尊敬してるからね。じゃ、魔ま王おう軍ぐんとしてよろしく、ハイネ兄ちゃん。……あ、あと『友達』にもよろしく」

「……おうよ」

　あくびを嚙かみ殺しながら、凛子は部へ屋やを出ていった。理り央おにも眠気が忍び寄ってきて、逆らっても仕方ないので寝ることにする。ここのところあまり寝ていなかったから、明日あしたは昼までごろごろしよう。

　亜あ梨り沙さはもう寝ただろうか。それともまだログインしていて、戦いの事後処理をしているだろうか。きっと気を張っていたから疲れている。それにリオが死んだことに心を痛めているかもしれない。

　今回の戦いが終わっても、勇ゆう者しやと魔王の領地をめぐった戦争は続いていく。それが勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインだ。またいつか、敵としてぶつかる時が来る。

　だけど、まあ、あれだ。

　なんか。

　よくわからないけど。

　亜梨沙に会いたい。




　　　　※




　私はログアウトすると、パソコンの電源はつけたままベッドに寝転んだ。麻ま未みちゃんは強かった。負けるかもしれないと思った。でも、四し天てん王のうや味方プレイヤーが必死に戦ってくれて、なんとか倒されずに戦いは終わった。

　また、あそこでみんなといられる。クエストやお喋しやべりができる。顔は知らないけれど、素す敵てきな友達。

「…………」

　似てる、と、ちょっとだけ思った。

　りーちゃんと、ハイネさん。

　ハイネさんが四天王になってまだ一ヶ月も経たっていないから、私は彼のことを何も知らない。だけどハイネさんはお金と時間をたくさん使って罠わなを仕掛け、私を守ろうとしてくれた。麻未ちゃんに斬きられそうになった時も、身代わりになってくれた。

　何が似ているのかはわからない。具体的には答えられない。でも、どこか、そう、雰囲気みたいなものが近いような気がした。

　だけど、そんなはずはない。りーちゃんは勇ゆう者しや軍ぐんの親しん衛えい隊たいだし、何よりハイネさんは猫を飼っている。凛りん子こちゃんが猫アレルギーだから、りーちゃんの家では猫を飼えない。だから、あり得ない。私の勘違いだ。

「亜あ梨り沙さ、お風ふ呂ろまだでしょ？　入っちゃいなさい」

「あ、うん」

　お母かあさんがドア越しに言って、ぱたぱたとスリッパの音が遠ざかっていった。

　りーちゃんは覚えてるかな。幼稚園の頃ころ、私の宝物の人形を取り返してくれたこと。その時、ずっと私の味方だって言ってくれたこと。

　私が勇ゆう魔ま戦せん争そうの魔ま王おうだったせいで、りーちゃんは教室でも麻ま未みちゃんたちとの会話にも気を遣つかって、私と話す時も話題を選んでくれている。勇魔戦争では敵どうしになってしまったけれど、りーちゃんは私の味方になってくれている。

　なのに、私は上う手まくお話しできないでいる。りーちゃんといる時も魔王アリサがちらついて、ぎこちなくなってしまう。ゲームを現実に持ち込んじゃいけないってわかっていても、私にはそれができなかった。

　せっかく戻ってこられたのに。せっかく再会できたのに。りーちゃんは変わらず優やさしいのに。

　もう、前みたいに普通に話せないのかな。私が魔王で、りーちゃんが親しん衛えい隊たいでいる限り。

　でも、だけど。

　どうしよう。

　りーちゃんに会いたい。













　　　　エピローグ







　マンションの一階で部へ屋や番号を押すと、母の亜あ希き子こが応答した。名乗ってドアを開けてもらい、エレベーターで上へ。

「いらっしゃい。亜あ梨り沙さ、理り央おくんが来たわよー」

　玄関で亜希子が中に向かって呼びかけると、慌てた様よう子すで亜梨沙が出てきた。髪は結んでおらず、ゆったりしたワンピース姿だった。

「りーちゃん!?　ど、どうしたの？」

「連絡もなしにすまん。どっか遊びにいかね？」

　日にち曜よう日びの午後。空は快晴。ちょっと前まで爆ばく睡すいしていた理央は、ほとんど何も考えずに亜梨沙の家まで来ていた。ただ、顔を見たくなった。

「でも……その、昨日きのうはごめんなさい」

「俺おれが四し天てん王のうにやられたことか？　そういうゲームなんだから謝あやまらなくていいんだよ。いちいちそんなこと言ってたらやってられん」

　ちょっと素もと子こを恨うらんでやろうと思ったけども。

「そうかもしれないけど……」

　玄関先で話している二人ふたりに、亜希子が「入って。お茶出すわ」と声をかけた。そのまま亜梨沙の部屋へ。転校してきた日から、二回目だ。

「おっ」

　そこで理央は目ざとく発見した。前に作り途中だと言っていた、髪型を真ま似ねたキャラクターの制服だ。完成している。亜梨沙が普ふ段だん着ている学校の制服と違って、漫画っぽいちょっと派は手でなデザインだが、それでも亜梨沙に似合いそうだった。

「あ……」

　隠そうとするがもう遅い。

「亜梨沙……着ようか」

「なんでそんなに真ま面じ目めな顔で言うの……？」

　着るために作ったはずなのに、どうしてそう怯おびえているのか。

「お前が着ないと亜希子さんが着ることになる」

「お母かあさんが!?　……りーちゃんでも、ダメ。恥ずかしいもん」

　理央はその制服を手にとってみる。手作りとは思えない完成度だ。小さい頃、亜梨沙はよく亜希子が作った服を着ていたから、母親直じき伝でんの裁さい縫ほう技術なのだろう。

　誰だれかに見せるつもりがないとなると、一人ひとりで着て満足する予定だったのか。もったいない。

　理り央おは亜あ梨り沙さの正面に立つと、制服をあてがってみた。

「似合うと思うんだけどな、これ。ほら」

「……じゃあ……少しだけ……」

　ドアが開いて、亜あ希き子こがお茶を持ってきた。固まる亜梨沙。

「……ごめんなさいね空気読めなくて。理央くん、デジカメでいいかしら」

「オッケーっす」

「お母かあさんっ！　もうっ、やっぱり着ないっ」

　コスプレ撮さつ影えい会かいは次のチャンスを待つことになった。顔を真まっ赤かにした亜梨沙は強引に話題を変える。

「ねえりーちゃん。私が魔ま王おうだって言った時、七なな海みさんっていう人がログインしてたの覚えてる？」

「おう。盗賊だろ？　妊婦さんの」

　知らないはずがない。ハイネは七海の後任として四し天てん王のうに入り、七海からもらったアイテムで城を守り、アリサを守ったのだから。

「うん。それでね、男の子が産まれたの。もう退院もしたんだって」

「マジか。そりゃよかった」

　陣痛が来たところまで知っているから、気になってはいたのだ。どうやらあのまま無事に病院に行けたようだ。

「私は七海さんの顔を知らないし、どこに住んでるのかも知らないのに、赤ちゃんが産まれてすごく嬉うれしいって思ってるの。……不ふ思し議ぎだよね」

「友達だからじゃね？」

「そう、だね」

　柔らかく亜梨沙は微笑ほほえんだ。

「で、どこいく？」

「え？　あ、でも…」

「予定でもあんのか？」

「そうじゃない、けど」

　亜梨沙の気持ちはわかっているつもりだ。魔王の亜梨沙、親しん衛えい隊たいの理央。敵対関係がなくなったわけじゃない。昨日きのうまでのギクシャクした感じを、まだ引きずっている。

　しかしそれは理央だって一いつ緒しよだ。勇ゆう魔ま戦せん争そうの話になれば、必ず変な空気になる。わかっているのだそんなこと。

　理央は亜梨沙の目を見る。前髪で隠れそうな亜梨沙の瞳ひとみ。

「いいか。俺は今日きよう、お前と遊びにいきたくて誘いに来たんだ。魔王アリサじゃなくて、早はや坂さか亜あ梨り沙さとだ。だからお前も、料コ理ツ人クのリオじゃなくて初はつ島しま理り央おとして俺おれを見てくれ。俺は、ただのりーちゃんだ」

「……りーちゃん」

　だからどうして泣きそうな顔をするんだ。でもどうして嬉うれしそうなんだ。どっちなんだ亜梨沙。困る。すごく困るからその顔。

　頰ほおが火ほ照てる。交差した視し線せんを先に逸そらしたのは理り央おだった。

「早く準備しろ。いくぞ」

　クラスメイトになった幼おさな馴な染じみは、涙がこぼれそうなくらい目を潤うるませて、でも小さい頃ころみたいに笑った。

「うんっ。いこう、りーちゃん」
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　　あとがき




　こんにちは。高たか遠とお豹ひよう介すけです。前作から間が空いてしまいましたが、新作を書くことができました。いかがでしたでしょうか。

　この作品ができるまでに二つほどボツとなった原稿があるのですが、作家をやっていればボツというのは当然に課される試練なので、へこたれてもいられません。そうした試行錯誤を繰くり返して出来上がったこの本を楽しんでいただけたのなら幸いです。

　あとがきのネタもありませんので、ここでボツになった二作品について簡かん単たんに紹介したいと思います。何な故ぜボツになったのか、一いつ緒しよに考えてみましょう。




・舞台は高校の文芸部。ライトノベルを愛し、将来はライトノベル作家を夢見るヒロイン（ポニテ）だが、文学を愛する先せん輩ぱい（巨乳）はライトノベルが大っ嫌い。当然のように二人ふたりは衝しよう突とつし、さらにはライトノベル同好会（略してラ会）なる面倒な集団も割り込んできて……。

　→おそらく作中でライトノベルに対する暴言が多用されたのが原因です。そりゃダメだよねー。

・スマホとスポーツを合わせた次世代ゲームが流行し、そのゲームの全国大会を目指す主人公たちの物語。

　→多人数参加のゲームのため登場人物がやたら多く、試合の描写が長くてグダグダになりました。半分書いたところで嫌な予感はしてたんです。




　いやあ、小説書くのって難しい。でも、これが楽しいからやめられないのです。




　以下、謝しや辞じとなります。

　素す晴ばらしいイラストを描いて頂きましたこーた様、深くお礼を申し上げます。もうね、みんなかわいい！

　ボツ原稿からここまで付き合ってくださった担当様、これからも引き続きよろしくお願い致します。

　そして、この本を手にとって読んでくださった読者の皆様に最大の感謝を。

　機き会かいがあれば、またお会いしましょう。


高遠豹介　
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

東京生まれ千葉育ち。著者近影をデビューのものに戻しました。作家になって６年目、会社員になって６年目。なかなか楽しい兼業生活です。あ、そういえばカレーうどん克服しました。
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イラスト／こーた

母親からお小言を言われている18歳と41ヶ月男子。

このままいくと近いうちに魔法使いにジョブチェンジ出来そうです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「高遠豹介先生」係

「こーた先生」係











本書は書き下ろしです。
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今日きようからかけもち四し天てん王のう!




～ネトゲの彼かの女じよはボスでした～








高たか遠とお豹ひよう介すけ
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